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　パンダ──。

　いにしえより伝わる本草学の稀き覯こう書しよ『グリエバルト超百科』によれば、それは白と黒に塗ぬり分わけられた独特な体毛を持つ大おお型がた獣じゆうである。この国でも、人里を離れた山中にごく少数棲せい息そくし、いったい何がおいしいのか、自生している竹をバキバキとへし折ってはむしゃむしゃとむさぼり食っているらしい。

　だけど、基本的に人を襲うようなことはなく、むしろその丸っこいフォルムのおかげで愛らしいとさえいわれる珍獣──それがこの世界におけるパンダである。

　そんなパンダと美少女の組み合わせと来れば、周りで見ているみんなの心をなごませずにはおかないはずだが、この日、城の中庭に居合わせた人々が感じていたのは、なごみでも癒いやしでもなく、肌をピリピリさせる威圧感と殺気だった。

「いい時代になったもんだぜ！」

　直立する白黒二色のケダモノは、二メートル以上の高みから少女を見下ろし、口もとに牙きばを覗のぞかせて獰どう猛もうな笑みを浮かべた。

「──こんなちびっ子を倒せばこの国が手に入るってんだからよ！」

「我が城に単身乗り込んできた狼ろう藉ぜき者ものと聞いて見にきてみれば……なるほどな。その口ぶりから察するに、おぬしも〝大魔王グラン・ドウクス〟を目指す者か」

「この時代、強けりゃ当然目指すだろ、頂点をよ！」

　そこでばりん！　と青竹をひとかじりしたパンダは、自分がかぶっている兜かぶとの額ひたい──に埋め込まれている宝ほう珠じゆをもこもこした指で指ししめした。

「──これがこの乱世デラ・オスキユーラを制して大魔王になる宿命を背せ負おった、このポンガ・ドゥクス・ハガーさまの──」

「おぬしの名前なぞ聞いておらぬ。とゆうか聞くだけ無駄じゃ」

　ジャマリエール・グリエバルトは無む造ぞう作さにパンダの口上をさえぎった。

　やたらと頑がん丈じようそうな鎧よろいを着込んだ二足歩行のパンダに対し、ジャマリエールはいかにも軽装──ひらひらとした布を身体からだにゆったりと巻きつけただけの、巫み女こ風ふうのドレスを着ている。軽くてふわふわ、ジャマリエールのお気に入りのスタイルだった。

「にげろ、へいか！　あいつ、いきがくせえ！」

　ケチャが尻尾しつぽをぶわっとふくらませてパンダを威い嚇かくする。が、獣人の少女はジャマリエールよりもさらに小柄で、牙も爪つめも貧ひん相そうこの上ない。要するに、尻尾をふくらませたところで何の役にも立ちはしない。

「きゃんきゃん騒さわぐでない、ケチャ。本当に強いイヌは軽けい々けいに吠ほえぬものじゃ」

　不ふ敵てきに笑ったジャマリエールは、近衛このえ騎士団長のガラバーニュ卿きようを一いち瞥べつし、

「──ケチャを抑おさえておれ、モーウィン」

「おっ、畏おそれながら！」

　今にもパンダに襲いかかりそうなケチャを小こ脇わきにかかえ、モーウィン・ガラバーニュは立派なヒゲを震わせて叫んだ。

「こ、このパンダはただのパンダではございません！　それがしどものこの姿でお判りかと思いますが、とっ、とても凶暴でやたら強く──」

　つらつらと語るガラバーニュ卿とその背後に控ひかえる騎士たちは、すでにみんな傷だらけで、折れた槍やりや曲がった剣をささえにどうにか立っているような状態だった。さもあらん、彼らではこのポンガ某なにがしと名乗るパンダにまったく歯が立たなかったために、こうしてジャマリエールが出てきたのである。

「さりとてここで陛下のお手をわずらわせては、我らグリエバルト神殿騎士団の名折れともなりましょう！　ぜっ、ぜひともここはそれがしどもに今一度のチャンスを──」

「負け犬は引っ込んでろ！　ゴチャゴチャ騒いでっと食っちまうぞ！」

　ガラバーニュ卿の言葉をポンガ某がさえぎり、太い右腕をひと振りした。

　その瞬間、目に見えない力の波が押し寄せ、騎士たちを無む慈じ悲ひに薙なぎ払はらった。

「ぎゃあ!?」

「ぐは……っ！」

「まったく……この国は男性人口が少ないのじゃぞ？　あんな不ふ甲が斐いない連中でも男には変わらんのじゃから、少しは大切にしようとは思わんのか？」

　ジャマリエールはぼそりともらし、頭に載せたティアラのずれを直した。

「だいたい、〝女神の宝珠ソルス・デル・デイオーサ〟なぞ〝戦せん管かん〟に申請すればロバでももらえるのじゃ。その程度の力でわらわに挑いどもうなどと五○○年早いわ。──ほれ、今なら見逃してやるゆえ、さっさとその丸い尻尾をさらに丸めて帰るがよい」

「オレを馬鹿にしてんのか、てめえ!?」

「そもそも、天下に名高い我がグリエバルト魔王国ドウクス・エスタドスを、おぬしごときに治められるはずもなかろう？　万が一にもわらわを倒せたとしても、おぬしに我が臣民の統治など無理に決まっておる」

「ンなこたァやってみなきゃ判らねえだろうが！　てか、てめえみてえな小娘にできることが、オレにできねェはずがねえ！」

「やれやれ……本当に有能なヤツはのう、実際にやらずとも結果をある程度予見できるものじゃ。要するに、やってみなければ判らんなどとほざくおぬしには、先見の明がまったくないとゆうことじゃな」

「ううう、う、うるせえんだよ！」

　ポンガ某が苛いら立だたし気げに地じ団だん太だを踏むと、中庭の敷石にびしびしとひびが入った。

「──この国の魔王ドウクスはおめえ、だったらおめえを倒せばこの国はオレのもの！　そんな簡単なルールが判らねェのか、てめえには!?　それが乱世ってモンだろ!?」

「晴れやかなまでにアタマの悪い輩やからじゃのう……」

　平たい胸の前で腕を組み、ジャマリエールは呆あきれ顔がおでうなずいた。

「……ま、よかろう。この魔王国を統すべるオムニ・ドゥクス・ジャマリエール・グリエバルトが約束してやろうではないか。もしおぬしがわらわを昇天させられれば、〝宝珠〟に込められたわらわの〝魔王力ドウクソーラ〟だけでなく、この魔王国もそっくりそのままおぬしにくれてやる。この城も富も、土地も臣民もすべてじゃ」

「へいか！　かってなやくそくすんな！」

　ガラバーニュ卿もろとも吹っ飛ばされていたケチャが、ぶるぶると首を振ってわめいた。

「もう遅おせぇ！　確かに聞いたからな？　絶対だからな!?　──この国いただきィ！」

　くわっと牙を剝むき出だし、ポンガ某がジャマリエールに襲いかかった。ポンガ某の体重は、どう軽く見積もってもジャマリエールの五倍はある。目に見えない衝撃波だの、鋭い牙だの、そんなものを持ち出すまでもなく、すさまじい速さで突っ込んでくる巨体は有無をいわせない破壊力を感じさせた。

「──おめえよ、パンダが雑食で肉も食うって知らねえだろ！」

　黒白二色の巨大な砲弾と化したポンガ某が、低い姿勢で少女に激突した──ように見えた瞬間。

「おごっ……」

　ポンガ某の巨体が不自然に停止した。

「しつけのなってないペットだな。……飼い主は何をしてるんだ？」

「……は？」

　ケチャを背負って立ち上がったガラバーニュ卿は、ジャマリエールとポンガ某の間に突如として現れた小さな背中を見つめ、呆ぼう然ぜんと目を見開いた。

「ペットをしつけてやらないというのも一種の虐ぎやく待たいだよな、まったく……」

　そう呟つぶやいて肩越しに振り返ったのは、男と呼ぶにはまだ若い、せいぜい一五、六ほどにしか見えない少年だった。

「──で、俺を呼んだのはきみかな、お嬢じようさん？」

「お嬢さんと呼ばれるような年ではないがな」

　ジャマリエールは満足げにうなずいた。

「いかにも、わらわがおぬしをここへ召喚したのじゃ。……オムニ・ドゥクス・ジャマリエール・グリエバルト、そう見知り置くがよい」

「依頼人がきみのような愛らしいレディだとは意外だよ。……それに、このシチュエーションもね」

　少年は小さくウインクし、ジャマリエールを抱いて後方に飛びすさった。

「う、ぐ、ぐぅふ……う」

　そのとたん、ポンガ某はみぞおちを押さえて膝ひざを屈くつした。よく見てみると、黒光りする鎧の腹のところに拳こぶし大だいの穴が開いていて、そこから放射状にびっしりとひびが入っている。ガラバーニュ卿たちには見えなかっただろうが、ジャマリエールだけは、この少年の拳がポンガ某の鎧をたやすくつらぬいたのを視認していた。

「俺が呼び出される時は、たいていは半裸の美女が鎖くさりにつながれて大ピンチ、って局面が多いんだが……ま、たまにはこういうのも悪くない」

　右の拳をふっと軽く吹き、少年はポンガ某を見み据すえて呟いた。

「ご、こ、の……ガキ……どこから湧いて出てきやがった──!?」

「湧いて出たって……ゴキブリじゃないんだ、そんないい方はないだろ、クマくん？」

「ふざっ、ざげんなあ！　クマじゃねえ、パンダだ！」

　のろのろと立ち上がったポンガ某は、口から血の混じったよだれをだらだらと垂たれ流ながしている。

「へえ、なかなかタフなクマくんじゃないか」

　腰に手を当ててこきこきと首を回し、少年は笑った。

「──ああ、いっておくけど、今のは別にあんたをほめたわけじゃない。さっきの一撃で沈んでいれば、もう痛い目を見ずにすんだのになって同情しただけだから」

「でめえええ！」

　ふたたび獰猛な咆ほう哮こうを放ち、ポンガ某が突っ込んでくる。

「やれやれ……こんな芸のない弱小魔王にまで天てん下か獲とりの夢を見せるとは、女神サマも残酷なことをするものじゃ」

　きらきらしい宝石で飾られた髪をいじりながら、ジャマリエールはにひっと笑った。

「──額の石を割れ、我が勇者よ！」

「額？　──ああ、判ったよ。おおせのままに」

　自分を摑つかみにきた太い腕をかわし、ひょいと小さくジャンプした少年は、その巨体を飛び越えざま、ポンガ某の兜に埋め込まれた宝珠をてのひらで打った。

「！」

　ぱぁん！　と乾かわいたいい音が広がると同時に宝珠が砕け散り、七色の光の粒子があふれ出した。

「お……ぐ」

　ポンガ某の丸い頭が半分ほど胴体にめり込んでいる。悲鳴なのか呻うめきなのか、どちらともつかないくぐもった声をもらしたポンガ某は、よたよたとさらに数歩前に進んだところで、ずずんと軽い地響きをともなって倒たおれ伏ふした。

「……どう？　これでよかったかな？」

「とりあえずはな」

　ふわっと着地して振り返った少年に、ジャマリエールはサムズアップした。

「へいか！」

　ケチャはジャマリエールのドレスの裾すそを摑み、少年を指さして尋たずねた。

「──だれだ、あいつ？」

「あれは我が勇者じゃ。おぬしの勇者でもある」

「ゆうしゃ……？」

「うむ。わらわがいにしえの禁きん呪じゆをもちいて召喚した異界の勇者、ハルドールじゃ」

　舌をしまうのも忘れて少年の横顔に見入るケチャの頭を、ジャマリエールはそっと撫なでてやった。
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　王都ランマドーラの労働人口の大半は女である。

　なぜそんなことになっているのか、ケチャにはよく判らないけど、城内は城下町よりさらにその傾けい向こうに拍車がかかっていて、厨ちゆう房ぼうではたらいているのは全員が女だった。料理長は鍋を振るって三○年というドワーフの肝きもっ玉たま母かあさんトリルビーで、まだ子供のケチャにもあれこれ親身になって仕事を教えてくれるいい人だった。

「ケチャ、お皿！」

「ほーい！」

　トリルビーの指示で、ケチャは白はく磁じの皿を用意した。

「──そういやその勇者さまってのは、いったいどういうお人なんだい？　あんたは見たんだろ？」

「あ？」

　いい匂においに鼻をひくつかせ、ケチャは首を傾かしげた。

「……こども？」

「子供？」

「おっさんぽいこども！　なかみはおっさん！」

「よく判らないけど……ま、陛下の窮きゆう地ちをお救いくださったんだ、せいいっぱいお世話させてもらおうかね」

　白磁の皿によく煮込まれたイノシシ肉のシチューをとろりと盛りつけ、トリルビーは豪ごう快かいに笑った。このシチューをはじめとしたおいしそうな料理の数々は、くだんの勇者さまとジャマリエール陛下の会食の席に饗きようされるものだ。

「さあ、次はパイクのパイ包み焼きを仕上げるよ！　バターとパセリ用意しな！　あんたたちは冷めないうちにどんどん料理を運んで！」

「ほーい！」

　ケチャは同僚のジョルジーナといっしょに料理の皿をカートに積み始めた。

「ねえねえ、あの人ホントにニンゲンなのかな？」

　ケチャより年上のジョルジーナは、ヘッドドレスの乱れを直し、ケチャに尋たずねた。

「……ガラバーニュ卿きようたちもそうだけど、ふつうのニンゲンて、あんなことできないじゃん？　それとも異世界のニンゲンだからかな？」

「んー……しらねえ！」

　この城のメイドたちは──ケチャにしろジョルジーナにしろ──全員が獣人系の種族で、純粋なニンゲンはひとりもいない。ケチャたちにとって一番身近なニンゲン、それも男性となると、確かにグリエバルト神殿騎士団を率ひきいるガラバーニュ卿ということになるけど、とてもあのヒゲの騎士とさっき召喚された勇者が同じ種族とは思えない。

　ジョルジーナはリボンで飾った尻尾しつぽを揺ゆらし、

「次元の壁を越えて召喚される時に手違いがあって、一○歳以上若返っちゃったっていってたけど……てことは、本当なら二七、八……？　三○歳くらいなのかな？」

「それもしらねえ！」

「……ま、オトコのよしあしを語るには、あんたはまだ早いか……」

「おう、はええぞ、ケチャは！」

　ケチャはそういって笑うと、銀色のカートを押して猛もうスピードで走り出した。





　　　　☆






「我がグリエバルト魔王国ドウクス・エスタドスは、建国からまだ五○○年しかたっておらぬ。要するに、前回の乱世デラ・オスキユーラが終結してすぐにわらわが興おこした国とゆうことじゃ」

　そう説明した少女は、昆虫のような脚が何本もついた玉座に偉そうにふんぞり返っている。いったい何を動力にしているのか、わしゃわしゃと脚をうごめかせ、その玉座はハルドールを先導するかのように、城壁の上の通路を移動していった。

「五○○年に一度の乱世、か……」

　そう呟つぶやくハルドールのかたわらには、この五○○年の間に作られたという城下町の風景が広がっていた。望遠鏡でつぶさに眺ながめずとも、ここで暮らす人々の活気に満ちた息い吹ぶきが感じられるような、にぎやかで楽しそうな町だった。

「……で、その乱世ってのはたった一年しか続かない？」

「うむ」

「ずいぶんと都合のいい乱世だけど、何か理由があるのかな？」

「確かにご都合主義のように聞こえるかもしれぬが、そのように女神サマがお決めになられたのじゃ。仕方あるまい」

　ランマドーラ城の一番外側を取り囲んでいる城壁は、正門の真上に位置する部分がやたらと広いバルコニーのように張り出していた。ジャマリエールによれば、ここは城の正面の広場に民衆を集めて演説する際に使われる演えん壇だんだという。もっとも、今そこに用意されているのは白いクロスがかかったテーブルと、その上でおいしそうな湯ゆ気げを立てる料理の数々だった。

「おぬしの舌に合うとよいのじゃがな」

「舌のほうを合わせるよ」

「……いろんな意味で達者じゃな、おぬしの舌は」

　少女はハルドールに席を勧め、みずからは玉座ごとその正面に陣取った。

「ゆうしゃ！　ワインもってきた！　のめ！」

　ハルドールが席に着くと、イヌっぽい獣人のメイドがはふはふいいながらワインのボトルを突き出してきた。

「ええと……きみは確か、パンダ退治の時にもいたかな？　お名前は？」

「ケチャ！」

「ミス・ケチャか……大事な話を前に酔ようわけにはいかないから、そうだな……冷たいミルクがあれば嬉うれしいんだが」

「ゆうしゃはおっぱいすきか！　ケチャもだ！　まってろ！」

　小走りに去っていく少女のお尻しりに揺れる尻尾を眺め、ハルドールは笑った。どうやらこの国は、ニンゲンを中心としてさまざまな種族で構成されているようだった。

「おぬしがこれまでめぐってきた世界ではどうだったのか知らぬがな」

　テーブルをこんこん叩たたき、ジャマリエールがいった。

「──そんなこんなで、この世界にはとにかく厄やつ介かいな連中が多いのじゃ」

「厄介な連中って？」

「やたらと強くて荒っぽくて、すぐに暴れようとする連中じゃ。いつからかこの世界では、種族を問わず、そういった強大な力を持つ者を〝魔王ドウクス〟と呼ぶようになった」

「つまり魔王ってのは、あらゆる種族の中から突然変異的に発生する、特に強力な個体ってことか……じゃ、ひょっとしてさっきの天然記念物も？」

「うむ。みずから名乗っておったが、ポンガ・ドゥクスとはズバリそのまま〝パンダの魔王〟とゆう意味じゃしな。……もっとも、あれは魔王としては下げの下の下じゃが」

「あんな愛あい玩がん動物でも魔王サマ、ね……。そういえばきみも、確か自分で魔王っていってなかった？」

「いかにも。わらわは〝万能の魔王オムニ・ドウクス〟、ジャマリエール・グリエバルトじゃ」

「自分で万能とかいっちゃう？　ま、それはともかくとして、ジャマリエールとはいかめしい響きだね」

　襟えりもとにナプキンを押し込み、ハルドールはカモのローストにナイフを入れた。

「もってきた！　のめ！」

　駆け足で戻ってきたケチャが、よく冷えたミルクをハルドールのジョッキにそそいでくれた。

「──とにかく、放っておけばこの世界は魔王同士の争いによって滅ほろびかねぬ。とゆうより、かつて本当に滅びかけたらしいのじゃ。女神サマがハッタリをゆっているのでなければの話じゃがな」

「それはそれは……こうして魔王陛下の可か憐れんなお姿を拝見していると、とてもそうは思えないけどね」

「ふふん。先ほどはちょうどおぬしの召喚に成功したところであったゆえ、おぬしの力量を見ようとあのワーパンダの始末をまかせたが、本来ならあの程度の小物なぞ、わらわの吐息ひとつで塵ちりになっておったところじゃ」

　ジャマリエールは鼻の頭を撫なでてほこらしげにいい放った。そうした仕草はおてんばな美少女のそれにしか見えない。もしここにいるのがハルドールでなければ、自分が魔王だという彼女の言葉を信用することはできなかっただろう。

　しかしハルドールは直感的に理解していた。少なくともこの少女には現実的な〝力〟がある。自分はこの少女によってこの世界に召喚されたのだと、ハルドールははっきりとそう自覚していた。

　スパイスとハーブの香りが利きいたミートボールをフォークに刺して口もとに運び、ジャマリエールはいった。

「話をもとに戻すとじゃな、そうゆう過去をかんがみた女神ユノーは、この地上に住むすべての種族にひとつの提案をしたのじゃ。……五○○年に一度、一年間だけ、好きに暴れてよいと」

　一年という短い乱世を勝ち抜いたもっとも強い魔王が、次の四九九年間、大魔王としてこの世界を支配する──それが女神ユノーが提案したガス抜きのためのシステムだという。

「魔王たちを野放図に暴れさせておくと、いつ世界が滅びるか判らぬからな。ならば一年間だけでも好きなように暴れさせ、その後の四九九年間は絶対的な支配者によって世界を穏おん便びんに統治させる……慈じ悲ひ深ぶかき女神の思おぼし召めしじゃな」

「それで慈悲深いって、もしかしてここは地獄なのかな？」

　空あいていた皿にチキンの骨を積み上げ、ハルドールは苦笑した。

「──その女神さまが本当に慈悲深いなら、世界を破滅させかねない魔王たちだけを滅ぼせばいいんじゃないの？　短期間とはいえ魔王たちの好きなように暴れさせて暴力性を発散させるなんて、とてもじゃないが慈悲という言葉からは縁えん遠どおいおこないだよ。怠たい慢まんとしかいいようがないね」

「見方を少し変えてみよ、我が勇者よ。つまり女神ユノーはな、そういった乱暴者どもの存在すら許容してくださっておるとゆうことじゃ。ゆえに魔王たちだけを一方的に滅ぼすような真ま似ねはなさらぬ。だいたい、生物が生きるために他者を攻撃するのはごく自然なことじゃろ？　おぬしもそうやってウシの乳を奪うばって飲んでおる。──ならば魔王がやっておることも、スケールはともかく、自然の摂せつ理りからさほどはずれておるわけではないわけじゃ」

　ちっちっちっ、と指を振ってハルドールの言葉を否定したジャマリエールは、悪戯いたずらっぽく笑ってすぐにつけ足した。

「……まあ、かくゆうわらわも、女神が本当に慈悲深いかどうかは怪しいものじゃと思っておるが」

「へえ？」

「最初に女神からこの提案があった時、当たり前のことじゃが、魔王たちはみな猛反発した。五○○年に一度、それもたった一年間しか暴れられんなどハナシにならんとな。魔王と呼ばれるような連中のほとんどは、できることなら四六時中暴れておるか、他者の上に君くん臨りんしていたいとゆう輩やからばかりじゃから当然じゃ」

「何というか、やっぱり地獄みたいな世界だね、ここ」

「じごくいうな！　いいところ！」

　空いた食器を片づけていたケチャが、ハルドールの呟きを聞きつけて威い嚇かくの唸うなり声ごえをあげる。

「じゃが、そうゆってブーイングを飛ばす魔王たちに対し、女神は哀かなしげにのたまったそうじゃ。──ならば、魔王も魔王でないものも、この世界に生きるすべての種族を平等に滅ぼすしかないと」

「……それ、本当に女神さま？」

「知らぬ。じゃが、少なくともわらわたちは、あれを女神じゃと認識しておる。魔王たちが束たばになっても絶対に勝てぬこの世界の真の支配者、女神ユノーがそうゆうのじゃ。この提案を吞のまねば、すべてを滅ぼしてゼロからやり直すとな」

「で、結局はその提案に乗ったわけだ？」

「何もかも滅ぼされてしまうよりは、五○○年に一度とはいえ、好きに暴れられるほうがまだましじゃからな。その上、その乱世を勝ち抜いた者には次の四九九年間、大魔王として世界に君臨する権利があたえられる。ほかならぬ女神のお墨すみつきでな」

「そんな物ぶつ騒そうな乱世に突入したというわりには、ここから見える風景はずいぶん平和でのんびりしてるじゃないか。のどやかな地獄だ」

　ハルドールは胸壁の向こうに視線をやった。

　乱世と呼ばれる時代の町──それも一国の都とされるような大都市であれば、城が堅固なのはいうまでもなく、町そのものも堅けん牢ろうな城壁に囲まれている。そしてそれはどこの世界でも変わらない。

　しかし、少なくともここから見渡せる範囲内に、町を守る城壁のようなものはなかった。城の周囲には商業区が広がり、その外側に位置するのはおそらく居住区、そしてさらにその外側にあるのは平坦な田園風景──これでは大軍に攻められた場合に組織的な防衛行動はほとんどできないだろう。

「それも当然じゃ。わらわの五○○年の治世は、軍備の増強よりも経済の発展に重きを置いてきたのじゃからな」

　ハルドールの疑問にジャマリエールはそう答えた。

「経済発展をうながすにはスムーズな物流が不可欠じゃし、そのためには人の行き来を阻そ害がいする壁など邪魔なだけじゃ。とゆうより、そもそも城壁など必要なかろう？　絶対的な神の力によって、魔王同士の大規模な戦争が禁じられているのじゃからな」

　確かに、戦争が起こらないと判っているなら城壁を築く意味はない。とはいえ、完全に作らないというのも極端すぎる気がする。

「おかげでこの町は、いまや大陸有数の経済都市じゃ。世界各地からあらゆるものがここに集まり、誰もがここで商売をしたがる。人口増加による町の拡大もスムーズじゃ。……しかし、五○○年の平和は終わり、乱世が始まってしまった。ぶっちゃけ、この先もこの繁栄を維い持じできるかどうかは判らぬ」

　また一本、ワインのボトルを開け、ジャマリエールはぼやくようにいった。

「先ほどのパンダ風情なら何十匹来ようと問題ない。一○○○や二○○○の雑ぞう兵ひようが攻め寄せてこようと、わらわが出陣すればたやすく撃退できよう。じゃが、いずれ強大な魔王がこの国とわらわの首を狙ねらって攻め寄せてくるはずじゃ。守るべき町とてここだけではない。この国と臣民たちをわらわひとりで守り抜くには限界がある」

「そこで俺を呼び出したってわけか」

　自分がいつ頃から勇者稼業をしていたのか、実はハルドールもよく覚えていない。ただ、さまざまな世界を渡り歩いてまで勇者を続けている目的は一貫している。富や名声などどうでもいい。ハルドールはただ、自分の強さを証明するためだけに戦い続けているのである。

「富でも名声でもなく、強さを証明することのみを求めて戦い続けておるとは、それはまたストイックな変態じゃな」

「変態っていい方はないだろ？　確かに俺は、これまでにいくつもの世界を渡り歩いてきたさ。おかげで〝流しの勇者〟とか〝魔王殺し〟なんて異名までちょうだいしてるわけだが……しかし、さすがに魔王に召喚されたのは初めての体験だよ」

「魔王の依頼は受けられぬと申すか？」

「いや」

　ローストチキンをさっくり片づけ、続いてイノシシ肉のシチューに手を伸ばしたハルドールは、銀のスプーンを揺らしながら首を振った。

「──俺の正義に反しないかぎりは」

「おぬしの正義？」

「まあ……簡単にいえば好みの問題さ。気に食わないヤツのためには戦えないってだけの話でね。逆に、女性からの依頼は優先して聞くことにしてる」

「それではわらわはどうじゃ？　わらわのために戦ってくれるか、勇者ハルドール？」

「もちろんだよ、魔王陛下」

　わざわざいったん席を立って慇いん懃ぎんに一礼し、それからハルドールは顔をしかめた。

「……どうにも慣なれないな」

「何がじゃ？」

「この……身長？　いや、まあ、顔形には文句ないんだが」

　自分の頰ほおをぺたぺたと撫で、ハルドールは溜ため息いきをついた。

「ずいぶんと若返ったもんだ……世の中のご老人たちにこのことを教えてやりたいよ」

　ハルドールはこれまで何度も次元の壁を越え、いくつもの世界を渡り歩いてきた。その際、一時的な記憶の混乱を経験したことはあっても、さすがに肉体が若返ったのは今回が初めてだった。

　よく磨みがかれたスプーンを凸とつ面めん鏡きよう代わりにして自分の顔を映してみる。まず、毎朝手入れを欠かしたことのなかった顎あごヒゲがない。産毛すら感じられない。おまけに、着ている服やブーツもかなりオーバーサイズだった。身体からだがかなり縮ちぢんだのだろう。

「この世界の基準でゆえば、なかなかの美少年ぷりじゃがのう？」

「よしてくれよ。俺が美少年だからって手心を加えてくれる敵ばかりならともかくさ」

　首や肩をこきこきと鳴らし、ハルドールは食事に戻った。

「──しかしまあ、少しばかりサイズが小さくなっても俺の強さに変わりはないさ。そこは安心してくれていい」

「それは何よりじゃ。わらわがおぬしに求めることはただひとつ、わらわに協力してこの乱世を勝ち抜いてくれればそれでよい。褒ほう美びは意のままじゃぞ？」

「それはありがたいが、まずは今の俺の身みの丈たけに合った服と……それに、もしあるのなら得え物ものを用意してもらいたいな」

「武器とゆうことか？」

「ああ。……これは俺の長年の悩みなんだけど、どの世界に行っても、俺の実力に見合う武器がないんだよ。要は俺があまりに強すぎるせいで、どんなに頑がん丈じような武器を使ってもすぐに壊れる」

「それは好都合じゃ。実は、おぬしが持つのに恰かつ好こうの得物があってな……ケチャ、モーウィンに例の箱を持ってくるよう伝えてまいれ」

「はこ？」

「ゆえば判る。そのまま伝えてまいれ」

「ほーい！」

　ケモ耳メイドがスカートの裾すそをひるがえしてまたぱたぱたと駆けていく。

「──一応聞くが、おぬしの得意な武器は何じゃ？」

「むしろ使えない武器はないといったほうがいいかな？」

「それは頼もしいな。……これからおぬしに見せるのは、およそこの世界では最強のはずの武具じゃ」

「最強の武具？　それはまたときめく響きだね」

「おそらくおぬしのようなストイックな変態にとっては、山のような金銀財宝より、いっそいわれのある武具のほうが嬉しいのではないかと思うてな。……おお、待っておったぞ」

　ジャマリエールの言葉につられて視線を動かすと、騎士団長のガラバーニュ卿がやってくるのが見えた。ただ、なぜかその顔には大粒の汗の珠たまが浮かんでおり、まるで酔よっ払ぱらっているかのように足元がおぼつかない。おまけに、その背後には食事の場にはふさわしからぬ、完全武装の騎士たちがぞろぞろとつきしたがっている。

「……？」

　よく見ると、ガラバーニュ卿は両手で小さな箱をかかえていた。サイズ的にはちょっとした宝石箱くらいで、たとえその中身が純金で満たされていたとしても、そこまでの重さになどならないはずだったが、気苦労の多そうな騎士団長が汗だくになってよたよた歩いてくるのは、どうやらその箱があまりに重いためらしい。

「──あー、そのへんでいいぞ。あまりこちらに近づけるな」

「は、はい……さすがに腰にキますな」

　テーブルから五メートルほど離れたところに宝石箱を置くと、ガラバーニュ卿は大きく深呼吸して額ひたいの汗を拭ふいた。

「まさか……武具ってのはその箱の中に入ってるのかい？」

　たとえば全身をおおう金きん属ぞく鎧よろいや盾、それに長剣といった武具のフルセットなら、その重さは数十キロになるだろう。それをひとりで運んでいたのなら、ガラバーニュ卿の疲労も判らなくはない。だが、あの宝石箱に入るのは、せいぜいブリキの騎士の人形くらいのものだろう。いくら何でも小さすぎる。

「この箱を開ける前にな……これをはめておけ」

　ジャマリエールは箱を遠巻きに囲むように配置すると、どこからか取り出した一いつ対ついの籠こ手てをハルドールに投げ渡した。

「おっと」

　材質は判らないが、エッジの立った黒光りする軽い籠手で、手の甲の部分に、真珠に似た艶つやを放つ丸いパーツがついている。その表面をこつこつと叩き、ハルドールは軽く口笛を吹いた。

「……なかなか可愛かわいいアイテムじゃないか。女の子へのプレゼントには不向きかもしれないけど」

　まるであつらえたように、今のハルドールの腕に馴な染じむ。しかし、これが最強の武具だとしたらいささか拍子抜けだった。

「どうじゃ？　ちゃんとはめたか、我が勇者？」

「ああ」

「それはくだんの武具をあつかうために必要なものじゃ」

「どういう意味かな？」

　もうヒゲはないというのに、顎を撫でる癖くせが抜けない。ひんやりとした籠手の感触に軽く首をすくめ、ハルドールは首を傾げた。

「それはいわば投げ縄じゃ。そして今から現れるのは悍かん馬ばじゃ。用意ができたのなら箱を開けるぞ？　心の準備はよいか？」

「……何をいってるのか判らないんだけど？」

「悍馬を御ぎよせねば蹴けり殺ころされるだけじゃろ？　最強の武具を手にしたいのであれば、おぬしはそれに見合う強さを証明せねばならぬとゆうことじゃ。パンダ風情ではおぬしの力量を測るメジャーにもならなかったしのう」

　すでにジャマリエールは宝石箱に歩み寄り、その上から左手をかざしている。 じかに触れてもいないのに宝石箱がかたかたと揺れ始め、それを見た周囲の騎士たちが顔を青ざめさせていた。

　その様子に、ハルドールは目を細めた。

「……どうやらそいつに詰まってるのは女性の大好物じゃないらしいな」

「準備は万端のようじゃな。……では開けるぞ、我が勇者よ！　受け取るがよい！」

　右手の人差し指を額に押し当ててジャマリエールが叫ぶと、ばきんっ！　と耳みみ障ざわりな金属音をともなって箱が開いた。

　と同時に、その中から白と黒の何かが飛び出してきた。

「!?」

　目で見て反応するより先に、肌をひりつかせる殺気に反応して、ハルドールは咄とつ嗟さに身をかわした。

「これはこれは……」

　目を細めて振り返ったハルドールの視線の先にいたのは、ふたりの女──どちらもビキニ同然の刺激的なコスチュームを身につけたグラマラスな美女たちだった。

　一方は痛々しいほどに白い肌と長い金の髪が印象的な豊満な美女。やや垂たれ気ぎ味みの目もとにともった双子星のような泣きぼくろが、何とも婀あ娜だっぽく見える。

　そしてもうひとりはつやつやした小麦色の肌に情熱的な赤毛の、こちらはやや筋肉質な美女。よく輝く金色の瞳ひとみがしなやかなネコ科の猛獣を思わせた。

　男性目線での好みの差はあるにせよ、おおむね誰が見ても甲乙つけがたい、すこぶるつきの美女ふたりだった。どちらも耳の先端がややとがり気味だったから、もしかするとエルフなのかもしれない。

「…………」

　誰もいないテーブルのそばに歩み寄った赤毛の女は、まだ七分ほど中身の残っているワインのジョッキを手に取ると、匂いを確認してから無言でそれを飲み干した。

「ここ……どこかしらぁ……？　見覚えのない場所だけど──」

　一方の金髪の女は、不安そうな視線であたりをきょろきょろ見回している。

「……気をつけるがよい、我が勇者」

　ケチャをともなってハルドールのそばにやってきたジャマリエールが、美女たちを見て低い声でいった。

「判っておるとは思うが、あれらはただの女ではないぞ？」

「ああ。おかげで俺はこの先死ぬまで悩むことになりそうだよ。赤毛の彼女と金髪の彼女、どっちが美人かってね」

　そんなハルドールの軽口に反応したのか、赤毛の手からジョッキが消えた。

「！」

　目にも留まらぬモーションから猛スピードで投じられたジョッキを、ハルドールは咄嗟に右の拳こぶしではじいて逸そらした。常人なら今のをまともに顔面に食らって間違いなく重傷、運が悪ければ即死だったかもしれない。

「……きみとは初対面のはずなんだけど、ずいぶんアグレッシブなごあいさつだな」

　ハルドールはさり気なくジャマリエールたちをかばう位置に立ち、ぷらぷらと拳を振った。

「──ひょっとして、俺は前世できみによほどひどいことでもしたのかな？　たとえばノックもなしにきみの寝室に入ろうとしたとか、きみのドレスの裾を踏んづけたとか、さもなければ──」

　ハルドールの問いに対する返答は、さっきのジョッキ以上の速さで飛来する無数のナイフとフォークだった。

「取り押さえよ！　手加減はいらぬぞ！」

　ハルドールがすべての凶器を拳で叩き落としている間に、ジャマリエールの命を受けた騎士たちが、丸腰の美女ふたりにいっせいに槍やりで突きかかった。

「……わたしたちもナメられたもんだね」

　冷ややかに呟いた赤毛がその場で旋回した瞬間、槍はことごとくへし折られ、騎士たちは派手に吹き飛ばされていた。ワーパンダ相手に無ぶ様ざまをさらした彼らを基準にするなら、こちらの美女は明らかにパンダ以上──むしろくらべるのが馬鹿馬鹿しくなるほどの強さだった。

「……いい蹴りだ。速くて鋭くて、おまけにシルエットがいい。いつまででも眺めていたいくらいだよ」

「たわけ！」

　赤毛の美女の脚線美に注目しているハルドールの尻に、ジャマリエールの小さな拳がぼすっとめり込む。

「オヤジみたいなことをゆっておる場合か！」

「いや、忘れてない？　俺だって健全な成人男性なんだぜ？」

「あのね、あのね、クロちゃん」

　呻うめく騎士たちを尻目に、それまで何かを捜すかのようにあたりを見回していた金髪の美女は、テーブルの上の料理をつまみ食いしている赤毛の美女にいった。

「どうもこの近くにはいないみたいなのよ～。どうしよ～？」

「そんなのいわれなくても判ってるよ、シロ。……早く捜しにいこう」

「我が勇者！」

　ジャマリエールがふたりを指さしてわめいた。

「──あのふたりを逃がすでない！　ブン殴なぐってでも捕とらえるのじゃ！　少しくらい荒っぽくやっても死んだりせぬゆえ、勇者の勇者たるところをわらわに見せてみよ！　でなくば最強の武具は手に入らぬぞ！」

　少女魔王の言葉が終わらないうちに、赤毛と金髪の美女ふたりは走り出していた。まだリタイアしていなかった騎士たちがその逃走を防ごうと立ちはだかったが、予想通りというべきか、まるで相手にならない。文字通りの鎧がい袖しゆう一いつ触しよくで蹴け散ちらされ、あとにはただ怪け我が人にんたちの苦く悶もんの声だけが残るありさまだった。

「ああっ……！　わ、我が栄光あるグリエバルト神殿騎士団が、午前中に続いてまたもや壊かい滅めつするとはっ！」

　ガラバーニュ卿が頭をかかえてがっくりと膝ひざをついた。

「やれやれ……あれなら馬ば防ぼう柵さくのほうがまだ役に立つんじゃないか？」

「じゃからおぬしは何を悠長なことをゆっておる!?」

「そうはいうけどね、だったら最初から彼女たちを箱から出さなければよかったんじゃないのかな、我が愛いとしの魔王陛下？」

　ジャマリエールとケチャを助け起こしたハルドールは、少女たちの服を軽く払ってほこりを落とすと、二、三度その場で屈くつ伸しんした。

「基本、去る者は追わず……ことにそれが女性なら、未練がましく追いかけないのが俺のポリシーなんだけどさ」

「!?」

　騎士たちを薙なぎ倒たおしながら城壁上の通路を走っていた美女の目の前に、ハルドールは一瞬で回り込んだ。

「──可愛いクライアントのご命令だ、逃がすわけにはいかないな。それに、きみたちの強さにも興味があってね」

「おしゃべりなそのお口を今すぐふさぎな、ぼうや──！」

　驚きに目を丸くしていたのも一瞬のこと、クロと呼ばれた赤毛の美女は、兵士から奪った二本の槍を両手に持ち、すさまじい速さの連続突きをハルドールに見舞った。

「おっと──!?」

　両手で構えて使うことを前提とした長い槍を、左右の手に一本ずつ持ち、単純に突くだけでなく、時に斬きりかかったり、石いし突づきのほうで足元を払ったりと、クロは多彩な攻撃を驚くほどの速さで繰り出してくる。単純なパワーだけでなく、恐るべき技量も持ち合わせているようだった。

「最強の武具ってそういう意味かな？　ニンゲン兵器的な──けど、だったら俺だってそこそこ最強だと思うけど！」

　変幻自在の動きを見せるクロの槍にはすさまじい速さがあったが、重さに欠けていた。黒光りするこのガントレットさえあれば、クロの攻撃をすべてはじき、逆に槍の穂先をへし折ることさえできる。

「ちっ……」

　槍が折られるたびに、クロはあたりに転がっていた別の槍を器用に蹴り上げ、空いた手に持ち替えて攻め立ててきた。

「速い上に器用だ。でもね──って!?」

　クロの両手の槍を同時にへし折り、そろそろ逆襲に転じようとしたハルドールは、その瞬間、視界の隅すみに映った異様な光景に目を見開いた。

「ま、待っててね、クロちゃん！　今、わたしが助すけ太だ刀ちしてあげるから……！」

　クロひとりにハルドールの相手を任せていた金髪色白のグラマー──シロが、胸壁を形作る石材に手をかけていた。厳げん密みつにいうならば、彼女の白しら魚うおのような細い指が、まるで鉤かぎ爪づめのように石材に食い込んでいる。

「──え!?」

　屈強な大男が数人がかりでなければ持ち上がらないような、それもモルタルによってしっかりと固定されている大きくて重い石材を、シロはこともなげにもぎ取って頭上にかかえ上げると、クロとスピーディーな攻防を繰り広げていたハルドール目がけて投げつけてきた。

「じょっ……！」

　城壁に使われるあのサイズの石材なら、どう軽く見積もっても三○○キロはあるだろう。ひと回りサイズが小さくなった今のハルドールでなくとも、うっかり当たればそのまま押おし潰つぶされかねない。

「驚かせてくれるよ、まったく……」

　シロの膂りよ力りよくに瞠どう目もくしながらも、ハルドールは石材をかわしてクロに肉薄した。クロの槍をうまく両脇にかかえ込んで二本同時にへし折り、さらに至近距離からフックを放ってきた彼女の拳を摑つかみ止とめる。

「なかなかやるじゃないか、ぼうや」

　こうして両手で組み合うと、ハルドールよりクロのほうが顔ひとつほど背が高い。クロはハルドールを見下ろし、金色の瞳を爛らん々らんと輝かせた。

「それはどうも。……っていうか、ふつう、きみのほうがパワー自慢の直接攻撃タイプだと思うんだが……」

「わたしがパワータイプだって？　思い込みは危険じゃないかい、ぼうや？」

「ぼうやぼうやって……別にぼうやじゃないんだけどな」

「クロちゃん！　ちょっとそこ離れて～！」

　その声に視線を転じると、すでにシロは次の石材をむしり取ろうとしていた。

「シロ！　そんなことしなくていいから、あんたは先においとましなよ！　わたしより足が遅いんだからさ！」

「え!?　だ、だってクロちゃん──」

「ぼうやを寝かしつけたらわたしもすぐに追いかける！　とにかく今はダンナを見つけるのが最優先だろ!?」

「う、うん……判った！　気をつけてね、クロちゃんも！」

　石材から指を引き抜いたシロは、ほんのわずかな助走で大きく跳躍し、中庭の向こうにそびえる尖せん塔とうの壁面に取りついた。

「……あんた、いつまで人の手を握ってるつもりだい？」

「これは失礼、哀しい男の性さがってやつで──」

　ほぼ密着状態から繰り出されたクロの膝蹴りに気づき、ハルドールは手を離して後方に飛びすさった。

「じゃあね、ぼうや！」

　城の裏のほうへ回り込んで逃げようとするシロに対し、クロは城壁を越えて城下町に逃げ込もうとしている。別々の方向に逃げてハルドールの追撃を振り切ろうと考えたのだろう。

「いやいや、もう少しゆっくりしていきなよ」

　ハルドールは咄嗟に右手を伸ばし、胸壁を蹴ってジャンプしたクロの足首を摑んだ。

「──ちょっと痛いと思うけど、がまんしてくれるかな？」

　ハルドールはクロを引き戻し、そのまま思い切り通路に叩きつけた。

「んがっ……！」

　石積みの通路に叩きつけられたクロは、いささか色気にかける呻き声をもらした。今の一撃も、常人なら顔面陥かん没ぼつ骨折もしくは胸きよう骨こつ粉砕骨折、とにかく一発で動けなくなるような衝撃のはずだったが、クロはまだ意識もはっきりしているようで、鼻を押さえてひくひく震えている。

「ごめん、今度こそ終わりにするから」

　彼女を完全にＫＯするため、ハルドールはクロに歩み寄った。

　その瞬間、はじかれたように飛び起きたクロが、右手に生み出した真しん紅くの炎をハルドールに向けて放った。

「魔法も使える!?　そいつはズルいな──」

　顔目がけて飛んできた火球を紙かみ一ひと重えでかわしつつ、ハルドールはクロとの間合いを一気に詰めると、そのみぞおちにボディアッパーをめり込ませた。

「ぐ、ふ……！」

　手加減なしの一発に、さすがのクロも崩れ落ちる。彼女の失神を確認したハルドールは、視線をめぐらせてシロの姿を捜した。

「……あれのどこが足が遅いんだ？　そもそも、見るからに筋肉質なこっちが魔法使ってあっちがフィジカル担当なんてひどい詐さ欺ぎだ。俺が勇者じゃなきゃ三度は死んでる」

　すでにシロは城の尖塔を登りきり、その向こう側へ飛び降りようとしていた。

「仕方ない、ちょっと借りるよ」

　意識のないクロのブーツを脱がし、シロの後頭部を狙って投げつけようとした時、ハルドールの左手──ガントレットの甲の部分に埋め込まれたレンズ状のパーツがまばゆい光を放った。

「え!?」

「ぎゃんっ！」

　ガントレットからほとばしった稲いな妻づまが、蛇へびのようにのたうちながらシロを直撃する。長い金髪を逆立てて絶叫したシロは、びくんと身体を硬直させたきり動かなくなり、そのまま中庭へ落ちていった。

「おっと」

　突然のことに驚きながらも、ハルドールは左肩にクロをかついでひと足先に中庭に移動すると、素早く落下地点に入ってシロを受け止めた。

「……甲乙つけがたいとはまさにこのことだな」

　芝生しばふの上に美女たちを横たえ、ハルドールはほっとひと息ついた。

「でかしたぞ、我が勇者よ！」

　あの便利な玉座に座したジャマリエールが、ケチャやガラバーニュ卿たちをしたがえて中庭にやってきた。

「あやうくマシュローヌのほうを逃がすところであったが、ま、よかろう。グローシェンカと得物ナシに渡り合えるニンゲンなど初めて見たわ」

「マシュローヌ……と、グローシェンカ？　それがこのふたりの名前なのかい？」

「うむ。色白でもちっとしておるほうがマシュローヌ、やや色黒で引き締まっておるほうがグローシェンカじゃ」

　ジャマリエールは玉座から飛び下りると、ガントレットを撫でているハルドールにいった。

「おぬしにはゆっておらなんだが、その魔ま拳けんナルグレイブはな、こやつらのこれ、首輪と魔力でつながっておるのじゃ」

　確かにふたりの細い首にはチョーカーを思わせる首輪がはまっている。意識のない美女たちの胸を無む造ぞう作さにぱんぱんはたいているケチャを引ひき剝はがし、ジャマリエールはいった。

「──簡単にゆえば、この首輪をはめられた者がナルグレイブから離れすぎると、先ほどのような雷撃が首輪を直撃する仕組みになっておる。要は、おぬしはこの者どもの手た綱づなを握っておるとゆうことじゃ」

「それってもしかして──俺ががんばらなくても、どのみち逃げられる心配はなかったってこと？」

「気を悪くするな、我が勇者。必死に逃げようとするこの者どもを御ぎよせぬようなら、どのみち今後の戦いを勝ち抜くことなどできぬと思ったのでな」

「なるほどね……で、採用試験には合格したと考えていいのかな？」

「無論、合格じゃ！」

　ジャマリエールはハルドールの尻をすぱんと叩いた。

「──報酬の一部前渡しとして、ナルグレイブとこの両名をおぬしにあたえよう。およそわらわが知るうちでもっとも強力な武器であり、防具であるこの女どもをな」

「このふたりが武器と防具？　取扱説明書は？」

「そのままでも一騎当千の戦士として活躍できる力があることは、たった今おぬしも目にした通りじゃ。しかし、武具として真の力を発揮させたくば、おぬしがこの者どもを心服させ、あらたな主人と認めさせなければならぬ」

「あらたな主人？」

「とにかく、おぬしはまずこの女どもを御すことから考えるのじゃ」

「御すっていわれてもね……女性を力ずくでものにするのは俺の主義に反するんだよ。女性とはつねに対等なパートナーでいたいっていうかさ」

「チビっ子のくせにいっぱしのことをゆうな。本格的な戦いくさが始まるまでさほどの猶ゆう予よはないのじゃ。もし間に合わねば、それこそ丸腰で戦うことになるのじゃぞ？」

「チビっ子じゃなくて、これでも二○代だよ、三○代手前の二○代。外見で判断してほしくないな」

　ヒゲが消えてつるつるになった顎を撫で、ハルドールは溜息をついた。





　　　　☆






　ザブームが巨大な斧おのを振るうと、用心棒たちがあっさりと吹き飛んだ。

「おわ──!?」

「ふげっ！」

　まともな装備に身を固めたどこかの軍の兵士たちならまだしも──いや、たとえここにいたのが倍の数の正規兵だったとしても、おそらくザブームの歩みを止めることはできなかっただろう。それほどまでに彼ひ我がの力の差は歴れき然ぜんとしていた。

「なっ、な、何だ、貴様!?」

「この荷が狙いか!?」

　襲われているのはグリエバルトの王都ランマドーラへと荷を運ぶ隊商だろう。道中の警備についていた三○人あまりの用心棒たちが、いっせいに得物をザブーム一党に差し向けたが、見ているだけで可か哀わい相そうになってくるほど腰が引けている。

　だが、それも当然かもしれない。隊商のほうは非戦闘員を含めてもせいぜい五○人ほど、対してザブーム一党は軽く見積もっても二○○人はいる。そして何より、その二○○人を率いているのが仰あおぎ見みるような巨人だということが、隊商の面々にこの上ない絶望感をあたえているようだった。

「仕事熱心なのはいいが……命を懸かけるほどのことではないのではないかね？　それに足る報酬をもらっているわけでもないだろうに」

　斧をかるがると肩にかつぎ、ザブームは眉み間けんの傷をぽりぽりとかいた。

「そもそも、あのような小娘に忠義立てなどしても無意味だよ。どうせすぐにこの国は吾わが輩はいのものになってしまうわけだし。……ねえ、諸君？」

「あ、あの眉間の刀傷、それに癪しやくに障さわるこのしゃべり方……まさか！」

「こっ、こいつ!?　まさか、賞金首の〝盗賊巨人〟ザブームか!?」

　ただでさえ気け圧おされ気味だった用心棒たちの間に、あらたな戦せん慄りつが走った。

「ふふん……吾輩の名もいよいよメジャーになってきたか。しかし、〝盗賊巨人〟とはいかにも芸がないな。そこはせめて〝盗賊紳士〟、あるいは〝インテリジャイアント〟、あるいは……いや、いずれにしろ些さ末まつなことか」

　ザブームは口もとに牙きばを覗のぞかせ、紳士にはほど遠い獰どう猛もうな笑みを浮かべた。

　五メートルを超える上うわ背ぜいに加えてニンゲンの数十倍の筋肉量を誇るザブームは、魔法こそ苦手なものの、頑丈な鎧よろいをまとった状態でも俊しゆん敏びんに動ける常識はずれな怪力と持久力を持つ。そのザブームが率いる盗賊団に悩まされている各地の王、あるいは領主たちは、彼を〝盗賊巨人〟と呼び、その首に莫ばく大だいな賞金を懸けているが、いまだにザブーム一党を捕縛できずにいた。

「ばっ……ぐ、軍隊でも勝てないバケモンじゃねえかよ！」

「にっ、逃げろ！　みんな逃げろ！」

「ひいいい！」

　隊商のリーダーらしき男が慌あわててそう叫んだが、その声を待つまでもなく、用心棒たちはあっさり武器を捨てて逃げ出していた。自分たちがここまで運んできた荷馬車を放置し、ほこりっぽい街道を転びそうになりながら我先にと駆けていく。

「お頭かしら、あいつらみんな逃げちまいますぜ！」

「放っておきたまえ」

　用心棒たちを追いかけようとする手下たちをたしなめ、ザブームは斧を下ろしてひと息ついた。

「──こちらはお宝さえ手に入ればそれでよいのだからね。あと、吾輩のことはせめて頭領と呼びたまえ。お頭とはいかにも卑ひ俗ぞくにすぎる」

「へ、へい……」

「『へい！』ではないよ。返事は『はい！』、もしくは『了解です！』だ。いいかね、諸君？　我々とていつまでもただの盗賊団ではいられないのだよ？　この乱世が終わるころには吾輩は世界の王、そして諸君らはみな一軍の将、あるいは貴族階級となるのだ。それにふさわしい言こと葉ば遣づかいや振る舞いを覚えたまえ」

「へ……ああ、は、はい……」

「よろしい。それでは積つみ荷にのチェックといこうか」

「りょ、了解っす！」

「武器に防具、兵ひよう糧ろう、そして何よりも兵力……戦争とはこの世で一番金がかかるゲームだよ。だからこそ面白いともいえるが」

「さっすがお頭！　……じゃねえ、頭領だ！　学がありなさる！」

　荷馬車に積まれていたお宝に目を輝かせていた手下たちが、ザブームの言葉に感心したようにうなずいていた。

　ここにいるのはせいぜい二○○人ほどだが、実際にザブームが率いている〝兵隊〟は五○○○を超える。さらに、同盟関係という名で支配下に置いているほかの盗賊団まで含めれば、もはやニンゲンやオーク、ゴブリンといった多種族混成の軍団と呼んでさしつかえないだろう。

　だが、腕っぷしのほうはともかく、頭が切れる手下はほとんどいないようだった。

「この先、数万、数十万という軍を率い、民たちをしたがえて乱世に覇はを唱えるためには、吾輩の手足となってはたらく知性派が必要なのだが……あいにく、今の吾輩の部下は一○○まで数えられないくらいに頭の悪い者ばかりだ」

　粗暴そうな外見を裏切る知性の持ち主ザブームは、肩をすくめて空を見上げた。

「──そこのきみ、どこかにいい人材はいないかね？　吾輩とともに天下を目指そうという野心あふれる参さん謀ぼうタイプが欲しいのだがね？」

「…………」

　上空からことのなりゆきを見守っていたララベルは、ザブームの呼びかけに軽く嘆たん息そくし、一気に高度を落とした。

「……ある意味、あなたにそういった冷静さと知性があるのはさいわいです」

「!?」

「だっ、誰だ!?」

　唐とう突とつに頭上から降ってきた声に、ザブーム以外の全員がぎょっとして武器を構え直していた。

「落ち着きたまえ、諸君。吾輩の部下ならこのくらいのことでいちいち殺気立ってはいかんよ。……彼女は吾輩の客人だ」

　警戒心をみなぎらせる部下たちを制し、ただひとりザブームだけは慌てることなく、ゆっくりと空から舞い降りてくるララベルをおだやかに見み据すえた。

「確か……そう、〝戦争管理委員会インスペクタード〟のララベル嬢じようといったかな？」

「ええ」

　白く輝く翼を大きくひと打ちし、ララベルは地上数メートルの位置に滞空した。

「部下たちの不調法をお詫わびしよう。……どうにも彼らには、あなたのその翼がまぶしすぎるようでね」

　ザブームの周囲にいる手下たちは、ララベルが放つ輝きを恐れるかのように、手にした武器を顔の前にかざして身を縮こまらせていた。中にはちゃっかりザブームの陰に隠れようとする者もいる。

「別に気にしていません。この翼の輝きは女神があたえたもうた叡えい智ちの光の一いつ端たん……蒙もう昧まいなる者どもが畏い敬けいの念に駆られるのは当然のことです」

「その女神の使いたるララベル嬢が、なぜここに？」

「わたしたちはつねに世界中を飛び回っているのです。ここはたまさか通りかかっただけのこと……」

　ララベルはあたりで動かなくなっている用心棒たちや荷馬車を一いち瞥べつし、今度はもう少し深く嘆息した。

「……しかし、すでにあなたには〝宝珠ソリス〟をあたえたはずです。宝珠を手にしてやることがこれですか？」

「今はもう乱世だ。吾輩が吾輩の力をどう使おうと吾輩の勝手ではなかったかな、ララベル嬢？」

　そういって、ザブームは自分の胸を拳で軽く叩いた。

「──無論、吾輩とて目的を忘れているわけではないがね」

「だといいのですけど」

「きみも空の上で聞き耳を立てていたのなら聞いていたのではないかね？　これも吾輩の野望──天下を盗むための布ふ石せきのひとつにすぎぬのだよ」

「それはけっこう。……ですが心しておいてください。国家の存亡を賭かけた大戦の中であろうと略奪行為の最中であろうと、もしあなたの宝珠が破壊されれば、大魔王への道が断たれるのはもちろん、あなたの命も」

「いわずもがな、その程度のリスクは承知しているよ」

　ララベルを制し、ザブームはいった。

「まったく、いい時代になったものだよ。力さえあれば誰でも魔王を名乗れるし、大魔王を目指すこともできるのだからね」

「そうですね……あなたにどこまでできるか、わたしも楽しみです」

「文字通り高みの見物でもしているがいい。一年後に大魔王になっているのは吾輩……このラドロウ・ドゥクス・ザブームだよ、ララベル嬢」

　自信に満ちあふれたジャイアントの言葉を聞いて、ララベルは無言で翼を大きく広げた。

「うお──」

　ひときわ輝きを増した光の翼にザブームの手下たちが悲鳴をあげる。だが、それを聞いた時には、すでにララベルの身体は地上からはるか数百メートルの高さへと移動していた。

「国家という地盤を持たないザブームが、この乱世に覇を唱えようとするなら、まずは拠点となる自分の魔王国を打ち立てるはず……となると、このあたりで真っ先に狙われるのはやはり──」

　少しずり落ちてきた眼鏡めがねを押し上げ、ララベルは北に向かって加速した。
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　もともとこのあたりは雨が少ない。加えてこの時季はよく晴れた乾かわいた日が続く。おそらくきょうも一日雨とは無縁で、さぞ工事がはかどるだろう。

　この町ではあまり見かけることのない屈くつ強きような男たちが、朝一番から川の両岸で泥どろだらけになりながらはたらいているのを眺め、ガラバーニュ卿は溜息をついた。

「もしあの者どもが暴動でも起こしたら、それがしどもに制圧できるかどうか……」

「何です、いきなりそのような不吉なことをおっしゃって……」

　ガラバーニュ卿の弱音を聞きつけたリアーネ・ユリエンネが、望遠鏡を覗いたまま、その溜息の理由を問うた。

「ユリエンネ卿とて、きのうの我が騎士団の醜しゆう態たいをお聞きになったでしょう？　恥はずかしながら、それがしどもはいざという時にはあまり頼りにならぬのです！」

「堂々というようなことか？　情けない……」

　ユリエンネ卿の肩ほどの背丈しかないクロシュ・ハクバードが、ガラバーニュ卿をぎろりと睨にらみつける。

「確かに情けない話ですが、しかし、それが現実なのです！　それがしども、それを嫌というほど思い知り申した！」

　額の汗をぬぐって兜かぶとをかぶり直したガラバーニュ卿は、視察に訪れた両女史にうったえかけた。

「──そもそも、あの男たちの中によその魔王国の刺し客かくがまぎれ込んでいたとしても、それがしどもには見分けようがございませぬ！　その上、その刺客どもが陛下のお命を狙うようなことがあれば、どのようにお守りしたらよいのか……あまりに危険ではないかと、それがし、あえて申し上げたい！」

「やれやれ……パンダやら謎なぞの美女たちを相手に、ずいぶんと自信を打ち砕かれたようじゃな」

　クロシュは今年で七二歳になるという。すっかり腰の曲がりきった小柄な老ろう婆ばだが、ガラバーニュ卿に向ける眼光は老いを感じさせない。四○なかばの騎士団長を若造呼ばわりするのは、城の住人の中でもこの老練な財務大臣くらいのものだろう。

「ガラバーニュ卿のご懸け念ねんも判りますが、この先のことを考えれば、灌かん漑がい整備は必要ですから」

　望遠鏡のレンズから手もとの資料に視線を移し、ユリエンネ卿が呟く。国の元げん老ろうクロシュ〝ばあさん〟と並んでグリエバルト魔王国の両輪といわれるこの女じよ傑けつも、ジャマリエールに抜ばつ擢てきされて内務大臣の職に就つき、すでに一○年近い。

「……そろそろ城に戻ろうかい」

　ガラバーニュ卿とユリエンネ卿をしたがえて灌漑工事現場の視察を終えたクロシュは、待たせていた馬車に乗り込み、ほっとしたように自分の肩を叩いた。

「よいか、若造」

「は……」

「今回の工事は、用水路の整備を目的としておるのは無論じゃが、町の東西を流れる川を有事の際に濠ほりとして利用するためのものでもある。どのみち早さつ急きゆうに進めなければならぬのじゃ、女手ばかり集めても仕方ないじゃろう」

　大規模な工事を前に、ジャマリエールはランマドーラや周辺の町のあちこちに高札をかかげ、男女を問わず広く労働力を募集した。その結果、三日とかからずに集まった労働力の大半は男性であり、そのおかげで効率よく工事が進んでいるのも事実である。

　だが、いざという時には町の治安も守らなければならない立場のガラバーニュ卿としては、よその土地から何百人もの力自慢の男たちがやってきているという状況は、決して楽観視できるものではなかった。

「現場ではたらいている男どもがすべて他国のスパイじゃというならまだしも、ひとりふたり交まじっておるというだけであれば、それはもう必要経費じゃ。この町は壁を持たず、自由な出入り、自由な経済活動を謳うたって発展してきたのじゃからな」

「それがしにもそのあたりは判るつもりですが……」

　伝統的に女性を優遇するグリエバルト魔王国では、こうした公共事業に一定期間従事しなければ、男性に定住権はあたえられない。工事の間、男たちは町の外で簡易宿舎暮らしをすることになる。町に出入りするのは自由だが、もし何かしらの犯罪を起こせば即座に放ほう逐ちくされ、この国の定住権は永久に手に入れられない。こうしてグリエバルト魔王国では、犯罪志向の低い男性たちを少しずつ受け入れてきた。

「……確かに男手は必要ですな。これからの時代は特に」

　馬車の窓から目にする庶民の暮らしには活気がある。ガラバーニュ卿は他国の日常をあまりよく知らないが、この町が大陸でも有数の、豊かで平和な町だという確信が揺らぐことはない。

　しかし、乱世で国を守っていくためには、戦力の拡充は必須だった。今後も男女比が二対八のままでは、軍隊を強くすることもままならず、せっかく手厚く保護してきた女たちを守ることすらできないかもしれない。

「……乱世に突入した以上、これからは軍事関係の工事の数も増えるじゃろう。労働力としても戦力としても男手は多いほうがよいし、男がたくさんおらねば子供も生まれぬしな。あたしらが女たちのためにしてやれるのは、なるべく性根のまっすぐな男たちを選び出し、この国に受け入れることくらいじゃ」

「いずれにしても、これは陛下のお決めになられたこと、もうくつがえすことはできません。ガラバーニュ卿には、引き続き治安維持のためにご尽力いただきたく──」

「はあ……ユリエンネ卿がそうおっしゃるのであれば……」

「何じゃ、若造？」

　クロシュはふたたびガラバーニュをぎろりと睨んだ。

「──おぬし、リアーネのいうことには異を唱えんのじゃな？　あたしのいうことにばかり混ぜ返してくるのはどうしたわけじゃ？」

「い、いえ、ばばさまのお言葉に逆らうつもりなど、決してそれがしには……ユリエンネ卿からも、何かいってくだされまいか？」

「それはわたしの職務ではないので」

　かつて〝ランマドーラの花〟と呼ばれたユリエンネ卿は、じきに五○になる年だというのに、いまだに若かりし頃の面おも影かげをとどめている。それでいてにこりともせず、淡々とすみやかに実務をこなす彼女のファンは、騎士団内にも実はかなり多い。実はガラバーニュ卿もそのひとりであった。

　馬車の中でもすでに別の仕事をしているらしいユリエンネ卿は、帳面にさらさらとペンを走らせながら、思い出したようにいった。

「……ところで、デルビル商会から届くはずの荷が遅れているのですが、ガラバーニュ卿は何かご存じではありませんか？」

「は？　な、なぜそれがしにお尋ねに？」

「最近、街道沿いに大規模な盗賊団が出没し、隊商が襲撃される事件が頻ひん発ぱつしております。……近衛このえ騎士団は王都周辺の警備の任にも就いておられるでしょう？」

「た、確かにそういった報告は聞いておりますが、デルビル商会の荷が襲撃されたという報告は受けておりません」

「デルビル商会か……あそこの先代は誠実な男じゃったがのう。三代目はどうにも軽けい薄はくさが鼻につく」

　クロシュは静かに溜息をついた。

「あそこが古くからこの国に地盤を築き、今も手広くやっておるのは事実じゃが、ひとつの取引先に依存しすぎるのは危険かもしれぬ。陛下にもすでに奏そう上じようしておるが……今後は徐じよ々じよにほかの商人たちとの取引も増やしていかねばな」

「ですが、まずは街道沿いに出没する賊の問題を解決しなければ、いずれ商人たちがこの都での商売を嫌って寄りつかなくなるということも──」

　ユリエンネ卿のペンが不意に止まる。上目遣いの彼女の視線が、老婆の視線と静かに絡み合った。

「若造」

「は、はい？」

「これからは商人たちの護衛に軍の力を借りなければならぬやもしれぬ。そのつもりでおれ。──盗賊が相手でも実戦には違いない。おぬしらの訓練にもなるじゃろう」

「は……」

　生まれた時代がそうだったから仕方がないとはいえ、齢よわい四五にして実戦を経験することになるとは思いもしなかった。目の前に積み上げられた仕事の多さ、重さに、ガラバーニュ卿は人知れず溜息をついた。
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　この世界に呼び出される直前まで、ハルドールは別の世界で暴ぼう虐ぎやくな魔王を相手に激闘を繰り広げていた。

　もはやそれが何という名前の魔王だったのかさえ思い出せない──ハルドールにとっては、それはすでにルーチンワークにひとしい文字通りの作業であり、最終的には万人が望む大だい団だん円えんへと帰結した。

　すなわち、魔王は勇者によって倒され、囚とらわれの姫は解放される。

　その対価としてハルドールが求めるのは金銀財宝ではない。そうした富は、あって困るものではないにせよ、どのみち別の世界にまで持っていけないからである。だからいつもハルドールは、自分が救った美女のキスひとつを報酬に、人々の歓声を背に受けて立ち去ることにしていた。

「何じゃそれは？　詳くわしく聞くだに恥はずかしいのう……おぬし、行く先々の世界でそのような痛々しい真ま似ねをしておったのか？　ストイックな変態で、なおかつそんな痛々しいカッコつけ野郎であったのか？」

「痛々しいっていい方はないだろう？」

　ジャマリエールが暗くじっとりとしたまなざしを自分に向けていることに気づき、ハルドールは肩をすくめた。

「別に俺がキスをせがんでるわけじゃない、自然と彼女たちのほうからそういう雰ふん囲い気きを作ってくるんだよ。……吊つり橋ばし効果ってやつの仕し業わざじゃないかな？　じゃなきゃその場のノリだよ、たぶん」

「ならば、見事わらわの宿願が達成された暁あかつきには、わらわも目を潤うるませ頰ほおを赤らめ、おぬしに口づけをせがむと申すか？　──ありえん、絶対にありえぬぞ！」

「そこまで執しつ拗ように否定しなくても……哀かなしいなあ」

「うるさい！」

　オートミールを食べていたジャマリエールは、うんざり顔でスプーンを放り出した。

　城壁の上の張り出し舞台は見晴らしもいいし風の通りもいい。朝食もここで食べたいといったのは、ハルドールのささやかなわがままだった。

「わざわざすまないね、手間をかけさせて」

　ハルドールは搾しぼりたてのミルクをジョッキにそそぐケチャの頭を撫なでた。

「きにすんな、ゆうしゃ！　どんどんくえ！」

「何というか、ここの女の子たちは健けな気げではたらき者で……それに可愛かわいい子ばかりだ。陛下の審しん美び眼がんがいいのかな？　もちろん陛下ご自身もとびきり愛らしいわけだけど」

「おぬしな……そんなちんちくりんな小僧っ子が歯が浮くようなセリフを吐いたところで滑こつ稽けいなだけじゃぞ？　どうにかならぬのか？」

「それは無理な相談だよ。ただでさえダンディなルックスを失ったのに、ポリシーまで曲げたらもう俺が俺じゃなくなるだろ？　あと一○年もすれば外見と中身のギャップもなくなるだろうし、そこは慣なれてくれとしかいいようがないね」

「おぬしの仕事はこの一年が勝負じゃ。一○年などととんでもない」

「それもそうか」

　ジョルジーナが運んできてくれた、けさ焼かれたとおぼしいやわらかいパンをむしって口もとに運び、ハルドールはひんやりとした朝の風に目を細めた。

　少し休めばこの世界に慣れて、若返ってしまった肉体も本来のものに戻るかもしれない──という淡い期待を裏切り、一夜明けてもハルドールの身体からだは少年時代のままだった。しかしハルドールは、そのことに落らく胆たんするより、若返ったぶんだけ寿命が延びたのだと考えることにした。さいわい、若返りによるデメリットは──少なくとも戦闘能力に関しては──今のところはほとんど感じない。

「──ほれ、おぬしの要望通り、連れてきてやったぞ」

　宝石のような輝きを見せるブドウを皮も剝むかずにもぐもぐ食べていたジャマリエールが、階段のほうを指さした。

「へ、陛下！　つっ、つつ、連れてまいりました！」

　緊張のせいなのか、みっともなく声を震わせるガラバーニュ卿きようと騎士たちの後ろに、グローシェンカとマシュローヌ──クロとシロのふたりが立っていた。

　苛いら立だたしさを隠そうともしないクロに対し、やや年上にも見えるシロのほうはおだやかな微笑ほほえみを浮かべている。どちらもきのうの逃走劇で受けたダメージはすでに抜けているようだった。

「……よくおとなしくしてたね、ふたりとも」

「ふたりには、迂う闊かつに逃げようとすれば容よう赦しやなく雷撃に撃たれると伝えてある。直情型のグローシェンカはともかく、マシュローヌのほうはそれなりに知恵が回る女じゃからな。今はじたばたしても無駄じゃと判っておるのじゃろう」

　ハルドールとジャマリエールがこそこそ話し合っているのが気に食わないのか、クロは無む造ぞう作さにガラバーニュ卿を押しのけ、大おお股またでテーブルに歩み寄った。

「勝負してもらおうか」

　開口一番、クロは低く押し殺した声でいった。鋭い視線はまっすぐにハルドールを捉とらえている。

「ひいぃ……！」

　ジョッキにミルクのおかわりをそそごうとしていたジョルジーナが、クロの眼光におびえて尻尾しつぽをぶわっとふくらませた。しかしハルドールは動じた様子もなく、

「いきなりそれかい？　俺はきみたちと朝食をともにしようと思って呼んだんだけど。……まさか人の食事を邪魔するのが趣味ってことはないよね、お嬢じようさん？」

「は？」

「いや、きのうもきみたちが逃げ出したせいで食事を邪魔されたんでね」

「あんたね──」

「やめてよ、クロちゃん……」

　クロの全身からまるでマグマのようにねっとりとした殺気があふれ出てきたその時、シロが彼女の腕を摑つかんだ。

「わたし、そういう怖いのやなの。平和的に話し合おう？　ね？」

　臆おく病びようなネズミみたいにぶるぶる震えながら、シロはクロの腕を引っ張り、空いている椅い子すに強引に座らせた。

「ちょっと、シロ！　わたしは──」

「ケンカはダメよ……平和的に話し合おう？　ね、クロちゃん？」

「む、ぐっ……」

　クロはむっとして椅子から立ち上がろうとしているようだったけど、彼女の肩を押さえているシロがそれを許さない。表情こそおびえているが、きのう見た通り、やっぱりクロよりもシロのほうがパワーはずっと上のようだった。

　クロが抵抗をあきらめるのを待って、シロもまた隣となりの椅子に腰を下ろした。

「それであなた……ハルドールくん？　図ずう々ずうしいようだけど、ハルくん？　て、そう呼んでもいいかな？」

「どうぞお好きなように、ミス・マシュローヌ」

　この臆病な金髪美女が何をいうのか興味がある。ハルドールはまだたっぷりと残っているパンや料理の皿をふたりの美女の前に押し出し、シロの次の言葉を待った。

「あ、あの、騎士団のみなさんから聞いたんだけど……ハルくんて、異世界から来た勇者さまなんですって？」

「ああ」

「わたしは流しの勇者なんて聞いたこともないけどね」

　怒りのはけ口にされたパンが、またたく間にクロの口の中に消えていく。次々に皿が空になっていくのを見て、ジャマリエールは料理の追加を持ってくるようにケチャたちに命じた。

「ずっと箱の中で眠っておったおぬしらは知らぬかもしれんが、すでに五○○年に一度のあらたな乱世デラ・オスキユーラが始まっておる。この国が乱世を生き延びるために、わらわがこの勇者ハルドールを召喚し、そしておぬしらをあたえたとゆうわけじゃ」

「乱世なんてわたしたちにはどうでもいい話だよ」

　ジャマリエールが食べていたブドウをボウルごとかっさらい、それもあっという間に食べ尽くしてしまったクロは、きつい視線で少女君主を一いち瞥べつした。

「……だいたい、わたしたちをこいつにあたえるとか、そんなこと勝手に決めないでもらいたいね。わたしたちにはちゃんとした〝所有者〟がいるんだ」

「ほほう……ならばその所有者とやらのことを聞かせてもらいたいものじゃな。もし正当な所有者が本当におるのなら、おぬしらを返すのもやぶさかではないのじゃぞ？」

「それは……」

　これまで何ともいえない静かな迫力をにじませていたクロが、なぜか急にジャマリエールから視線を逸そらし、言葉を濁にごした。そのことに違和感を覚えたハルドールがクロの表情を無言で窺うかがっていると、そのまなざしに気づいたのか、クロは小さな舌打ちとともに今度はハルドールのほうを睨にらんできた。

「……とにかく、わたしとあらためて勝負をしてもらうよ」

「理由を聞いてもいいかな？　俺はさ、できることなら女性とはケンカなんかしたくない、むしろつねに無条件降伏でもいいと思っている男なんだよ」

「それがわたしの流儀だからさ」

　クロは逆手に摑んだフォークをハルドールの前に置かれた皿に突き立てた。

「きゃっ！　く、クロちゃん！　そういうことやめてって──」

「あんたは黙だまってなよ。──欲しいものがあれば戦って勝ち取る。だから、あんたに勝って自由を勝ち取る。戦う理由としてはそれで充分じゃないかい？」

　驚いたことに、銀でできたフォークは曲がることもなく、綺き麗れいに皿をまっぷたつに割り、その下のテーブルにまでめり込んでいた。

「……なるほど、きみのいいたいことは判ったよ」

　皿の残ざん骸がいを脇にのけ、ハルドールはうなずいた。

　クロもシロも、自分たちを見えない鎖くさりでいましめているナルグレイブのことは知っている。ハルドールを倒してナルグレイブを奪わなければ、彼女たちは自由を手にすることはできない。

「お願い、クロちゃん……そう熱くならないでよ。平和的に話し合いで解決しようっていったでしょう？」

　シロはクロをなだめながら、瞳ひとみを潤ませてハルドールにうったえた。

「──ねえ、ハルくん。わたしはクロちゃんと違って荒っぽい真似はしたくないの。伝わりにくいとは思うけど、わたしって臆病だしかよわいし……どうにか話し合いで解決したいの。だからお願い！　あのガントレットをわたしたちにゆずってくれない？」

「虫のいいことをゆうでない」

　横で聞いていたジャマリエールが即座に口をはさんできた。

「──いにしえの戦場跡で行き倒れておったおぬしらを見つけ出し、助けてやったのはこのわらわじゃぞ？　わらわが拾ひろった〝武具〟なのじゃからおぬしらはわらわのもの、そしてそれを我が勇者にあたえたのじゃから、今は我が勇者のものじゃ」

「……あんたさ」

　こんがりローストされた仔こブタを手摑みで分解し、もりもりと豪ごう快かいに食べていたクロは、ジャマリエールを睨んで口もとをぬぐった。

「それ以上ふざけたことをいうなら、ガキだからって容赦しないよ？」

「おぬしこそほざくでないわ、小娘が」

　ジャマリエールはクロの眼光を真っ向から受け止め、逆に不敵な口ぶりで挑発した。

「……わらわを見た目通りのガキとあなどっておると地獄を見るぞ？」

「へえ、面白そうじゃないか。むしろ見せてもらいたいね、その地獄とやらを」

「ふん……どんなに粋いきがろうとおぬしらには主人が必要なのじゃ。おぬしらは誰かのモノとならねば真の力を発はつ揮きできぬのじゃろ？」

「だから、わたしらのダンナは──」

「ふん。今どこにおるのかも判らんというより、生きておるのかどうかも判らんのじゃろうが？」

　玉座の上であぐらをかき、ジャマリエールは鼻を鳴らした。

「わらわがおぬしらを回収した時、その周囲に生きて動くものなど何もなかったぞ？　それが何を意味するか、判らぬはずはあるまい？」

「そんなわけ──そんな、はずは……」

　クロは眉み間けんに深いしわを刻きざみ、ジャマリエールの言葉を否定しようとしている。ハルドールは首を傾かしげ、事情の説明を求めた。

「いったいどういうことか教えてほしいな。このレディたちはいったい何者なんだ？　見た感じはエルフみたいだけど……」

「じゃからわらわがゆうたではないか。この両名は最強の〝武具〟じゃと。おそらくかなりの力を持つ魔王ドウクスによって生み出された、ある種の魔法生物マギウス──じゃろ？」

「……たぶん」

「たぶん？」

「わたしもクロちゃんも、そのへんの記憶が曖あい昧まいなの……」

　シロは困ったような表情で溜ため息いきをついた。

「わたしとクロちゃんが、わたしたちを作ったご主人といっしょに戦ってたのは確かなの。でも、目覚めてみたら、そのあたりの具体的な記憶がぜんぜんなくて……。ご主人の顔も名前も覚えてなければ、誰と戦ってたかってことも」

「それは……気の毒だとは思うが、要はそういうことじゃないのか？」

　そのご主人とやらはほかの魔王との戦いに敗やぶれて命を落とし、ふたりの美女だけが残された──状況から判断すればそう考えるのが無難だろう。ふたりの記憶が欠落しているのも、その時の激闘の影響だと考えればつじつまは合う。

「──わらわも何度もそうゆうておるのじゃがな、ふたりともかたくなにそれを認めようとはせぬ。前の主人は絶対にどこかで生きておる、じゃから絶対にわらわにはしたがわぬとゆうし、主人を捜しにいくとゆって聞かぬのじゃ。それで仕方なく、あの箱に封印しておいたとゆうわけでな」

「……感じるんだよ」

　苛立ちを溜息に乗せて吐き出し、クロは立ち上がった。

「もしダンナが死ねば、わたしたちにはすぐにそれが判る。ダンナの死を感じないってことは、まだどこかで生きてるってことなのさ」

「前々から思っておったが、存外に一いち途ずじゃのう、グローシェンカ？」

「黙りなよ、おチビちゃん。……さっきからうざったいんだよ」

　クロが目にもとまらぬ動きで投げつけた肉用のナイフが、ジャマリエールの頭上をかすめて多脚玉座の背もたれに突き立つ。しかしジャマリエールは悪戯いたずらっぽい笑みを消そうともしない。

「──わたしたちは別にあんたに回収してくれなんて頼んじゃいないよ。すべてあんたが勝手にやったことさ。恩を返せというなら返してやるけど、わたしたちはダンナのもの、ダンナがいないのならわたしたち自身のもの、そこだけは好きにはさせないよ」

「じゃが、現実問題として、おぬしらは我が勇者からは離れられぬのじゃぞ？」

「だからこいつで決めようっていってるんだよ」

　クロは握り締めた拳こぶしをこれ見よがしにハルドールの目の前に差し出した。

「……まさかいくつもの世界を渡り歩いてきた勇者サマが、わたしの挑戦から逃げるとはいわないだろうね？」

「ひとつ確認していいかな」

　こういう展開になるのであれば、騎士団はともかく、ケチャたちが厨ちゆう房ぼうへ下がったのはかえってよかったのかもしれない。ハルドールはジョッキを置き、クロを上うわ目め遣づかいに見上げた。

「──きのうのはノーカンなのかな？　それともエキシビジョン的なあつかい？　一応、俺の中では、少なくともきみとはもう勝負はついたことになってるんだけどね」

「……っ！」

　ハルドールの挑発的な言葉に、クロの眉まゆがひくっと震えるのが判った。シロとくらべてクロはかなりの激情家のようで、感情の変化が判りやすい。今すぐその拳から火の玉が飛び出してもおかしくなかった。

　だが、その前にシロがクロの手を摑んでいた。

「……ほら、いったでしょ、クロちゃん？　クロちゃんはきのう負けちゃってるんだから、何をいったって絶対そこを突っ込まれるって……クロちゃん、何ていうか……ちょっと短たん慮りよっていうか浅せん薄ぱくっていうか──」

「は!?　それ何？　バカってこと？　だいたい、わたしはまだ負けてない！　まだ勝負は……しょ、勝負は──痛い痛い痛い！　は、放しなよ、シロ！　この怪力女！」

「あ、ご、ごめん……でも、乱暴なクロちゃんを放置しておくと、わたしの平和的な話し合いの努力をブチ壊そうとするから……」

「あのねえ──」

「お、お食事中のところを申し訳ございません！　緊急の報告がございます！」

　クロとシロが力くらべをしているところに、息を切らせて衛兵が駆けつけてきた。それをガラバーニュ卿がたしなめる。

「いったい何ごとだ、騒がしい！」

「つい先ほど急使が到着いたしまして、ブルームレイク近郊の丘きゆう陵りよう地ち帯たいに、てっ、敵の軍勢が現れたと──」

「何!?　なぜそんな場所にいきなり敵が現れる!?」

「そもそも敵とはどこのバカどものことじゃ？」

　ジャマリエールは眉をひそめて玉座の上に立ち上がった。

「そ、そういえば陛下！」

　ガラバーニュ卿が何かに気づいたように手を打った。

「──ブルームレイクの近くには、確か先日契約を結んだばかりの傭よう兵へい団だんが陣を張っていたはずですぞ？　さっそくその傭兵どもに命じて、敵軍を迎え撃たせてはいかがでしょう？」

「ふむ……それも手じゃのう」

「そっ、そのことなのですが……」

　兵士が絶望の面おも持もちでかぶりを振った。

「……報告では、そ、その傭兵団が町に攻め寄せる気配を見せているという話で──」

「はあ!?」

　ジャマリエールとガラバーニュ卿は顔を見合わせて頓とん狂きような声をあげた。

「で、ですから、どうやら陛下が雇やとい入いれた傭兵団が裏切ったらしく──」

「それは判っておる！　その上でもう一度ゆうぞ？　はあ!?　何じゃそれは！」

　豊富なアクセサリーで飾られた髪をばりばりとかきむしり、ジャマリエールは大声でわめいた。

「たっぷりと前金を払ってやったとゆうのに、即座に裏切ってわらわの敵に回ったじゃと!?　許せぬ、絶対に許せぬ！」

「これは抜き差しならぬ一大事ですぞ、陛下！　ブルームレイクはここから南にわずか三○キロ……もしあの町が奪われるようなことがあれば、この都はもはや裸同然、敵を防ぐ手立てはございませぬ！」

「おぬしはおぬしで何を情けないことをゆうておる!?　この都を守る最後の砦とりではおぬしら神殿騎士団であろうが！」

「いや、それは建たて前まえと申しますか……も、もちろんそれがしども一同、そうした気き概がいは持ち合わせておりますが、実戦となるとどうにも……例のパンダと戦って初めて、それがしどもの実力のほどを思い知った次第で……」

　ハンカチで汗をぬぐいながらガラバーニュ卿が告白する。

「こうなれば仕方あるまい。すぐに馬の用意をせよ」

「えっ!?　ま、まさか陛下みずからご出陣なさるので!?」

「たわけ、そのようなことをしたら疲れるであろうが？　わらわも出向くが、それはただの見学じゃ。──のう、我が勇者よ？」

「……だからさ、どうしていつも食後のデザートまでたどり着けないのかな、俺は？」

　この国を守るために呼ばれた以上、敵が魔王だろうと裏切者の傭兵団であろうと、ハルドールに選択の余地はない。ハルドールはナプキンをはずして立ち上がった。

「ミス・グローシェンカ……だったよね？　申し訳ないけど、話の続きは俺が帰ってきてからにしてほしいな」

「あんたまさか、そのまま逃げ出すつもりじゃないだろうね？」

「逃げる？　逃げ出すことになるのはその傭兵たちだと思うよ」

　ハルドールはジャマリエールを玉座から抱き上げ、城の中庭へ飛び降りた。

　ジャマリエールの命で城の厩きゆう舎しやから数頭の馬が引き出され、手早く馬具が取りつけられていく。騎士団は弱くても馬の質はいいようで、これなら三○キロくらいの距離はあっという間だろう。

「陛下、本当に行かれるのですか？」

「どうかおやめくだされ」

　緊急事態を聞いたのか、ユリエンネ卿とクロシュばあさんが揃そろって出てきて、ジャマリエールを引き留めようとしている。

「陛下のことです、どうせ戦場に行ったところで、面倒だ何だとおっしゃって、ご自身で戦うようなことはなされますまい？　ならば行くだけ無駄というもの、ばばとともに城で報告を待てばよいではございませぬか」

　ジャマリエールに語りかけるクロシュの姿は、まるでわがままな娘をなだめる祖母のようだった。

「──ほれ、ばばが甘いアメ玉をあげますゆえ……」

「いつもいつもわらわがアメでつられると思うなよ、クロシュ？」

　クロシュが外がい套とうのポケットから取り出したアメの袋をひったくると、ジャマリエールは地上から五○センチほど浮かび上がり、

「これでもわらわはおぬしら小娘どもよりはるかに人生経験が豊富なのじゃぞ？　……だいたい、いざとなればわらわは空を飛んで逃げられるのじゃ。もし我が身が危うくなれば、すぐさま帰ってくるゆえ安心せよ」

「だとしても、ですじゃ。──よいか、小僧！」

　馬具にゆるみがないかどうか自分の目で確認していたハルドールに、クロシュの舌ぜつ鋒ぽうが差し向けられる。

「──おぬし、何があろうと陛下をお守りするのじゃぞ？　もし陛下に何かあれば、この世界におぬしの居場所などないと心得よ！」

「もちろん、命に代えてもお守りするさ」

「おい、わたしたちの馬はどれだい？」

　ハルドールがジャマリエールといっしょに馬の背にまたがろうとしていると、クロとシロが階段を下りてきた。

「おや、お嬢さんがた。遠乗りにでも行くのかな？」

「しらじらしいこといわないで、ハルくん……。あなたと距離が離れると、またあの雷が落ちてくるんでしょ？　あれ、すんごく痛いの……だったらあなたといっしょに行くしかないじゃないの……ヒドいわ、そんなこというなんて」

　首輪を撫でつつ、シロが恨うらめし気にいう。

「ああ、そういえばそうか。……なら、きみたちにも俺の活躍を見てもらおうか。そのほうがあとの話し合いもスムーズにいくかもしれないしね」

　ハルドールとジャマリエールを乗せた馬を先頭に、一行は城の正門から飛び出した。早朝、まだ人ひと気けの少ない大通りを、三組の人馬が南へ向かって駆けていく。

「──この五○○年間、魔王同士の直接的な戦いが禁じられていたということは、各地の魔王が率いる軍も、実戦経験はさほどないと考えていいのかな？」

「ま、ウチの騎士団を見れば察せられるじゃろうが、おおむねはそうじゃな。……しかし、各地を渡り歩く傭兵団はそうではないぞ？　ふだんから連中は、山賊退治だの隊商や要人の護衛といった荒っぽい仕事に就いておる。時には自分たち自身が山賊に早変わりすることもあるしのう。とにかく、この世界でもっとも実戦に慣れ親しんでおる集団とゆってよかろう」

　自国の軍隊が今ひとつ頼りにならないジャマリエールにとって、乱世の始まりに先んじてそうした傭兵たちを味方に引き込んでおくのは、ある意味、当たり前の戦略といえる。そのためにかなりの金を積んだのだろう。

　だが、その直後に裏切られた。

「しょせん、金で動く連中だってことだろ。だったら金のために裏切りもするさ」

　後ろから冷ややかなクロの声が追いかけてくる。一面の小麦畑をつらぬく街道をひた走りながら、ハルドールは美女たちを振り返った。

「そういうミス・グローシェンカは、なぜきみのダンナとやらに手を貸していたんだ？　きみを作ってくれた〝親〟だからか？」

「それはもちろん愛よ、ハルくん」

　恥ずかしげもなく、シロが澄すんだ瞳でそう答える。するとクロは、舌打ちとともに足を伸ばしてシロの脛すねに蹴けりを入れた。

「……あんたは黙ってなよ、シロ」

「いたっ！　ひ、ひどいわ、クロちゃん！　いくら照れ臭いからって……そんな暴力でわたしを黙らせようだなんて、卑劣っていうか悪あく辣らつっていうか──」

「いいから黙りなよ！　──わたしはダンナの強さにしたがってただけさ。強いヤツにはすべてを手に入れる権利があるんだから、したがうのは当然だろ」

「素直じゃないのね、クロちゃん……そんなこといったって、クロちゃんがご主人にぞっこんだったのはちゃんと判ってるの。照れ隠しに悪ぶるなんて、小さな子供じゃないんだから……」

「……だから黙りなよ」

「あうっ!?」

　今度はたっぷりとしたお尻のあたりにミドルキックを食らい、シロはあやうく落馬しそうになっていた。

　じゃれ合う美女たちを無視することにしたのか、ジャマリエールは前方に見えてきた丘を指さした。

「あそこまで行けば、もうブルームレイクが見えるはずじゃ。今のうちに簡単に説明してやろう」

　ジャマリエールによれば、ブルームレイクは周囲五キロにも満たない小さな町だという。しかし、戦略的には王都ランマドーラの出で丸まるともいえる重要拠点であり、頑がん丈じような城壁と大型兵器、一○○○人規模の駐ちゆう屯とん軍ぐんが存在するため守りは堅かたい。いわば大規模な砦といってもいいだろう。

「あの町には防衛用の備そなえが十二分にある。いかに我がグリエバルト魔王国軍が経験不足の兵士ばかりとはゆえ、どこぞから強い魔王がみずから乗り込んでくるようなことでもないかぎり、そうたやすく落ちることはあるまい。まして、わらわたちが援軍に駆けつけるのじゃからな」

　ハルドールにかかえられるようなポジションで馬に乗っていたジャマリエールが、勇者を見上げてにひっと笑った。

「──見よ、あれがブルームレイクじゃ」

　丘の上に到着すると、ジャマリエールはハルドールに望遠鏡を渡した。この高さからなら、ブルームレイクとその南側を流れるブルーム川、それに賊ぞく軍ぐんと友軍の位置が手に取るように見下ろせる。

「どうにか間に合ったらしいな」

　町のすぐ南側に展開した友軍は、川をはさんで賊軍と対たい峙じしている。断続的に矢を射いかけることで、かろうじて賊軍の渡と河かを阻そ止ししているようだった。

「……弱い上に数も少ない、見てられないね」

　鞍くらの上に片かた膝ひざを立て、クロはうんざりしたように呟つぶやいた。

「いや、よくやってると思うよ。ここまで渡河を許してないんだから」

　ブルームレイクとその周辺の地形を確認したハルドールは、ジャマリエールの髪の乱れを撫でつけながら、

「──ところでじゃじゃさま、畏おそれ多おおくもきみとの契約を反ほ故ごにしたというその傭兵団は、数としてはどのくらいなのかな？」

「……は？」

「だから、敵に回った傭兵たちの数は──」

「その前におぬし、何とゆうた？」

「え？　あー……じゃじゃさま？」

「何じゃそれは！」

「あだっ」

　憤ふん慨がいする少女魔王の頭突きがハルドールの顎あごを痛打する。

「な、何って……きみの愛称だよ。あれこれじゃ～、なになにじゃ～、って、きみの口癖だろう？　正直、いちいちジャマリエール陛下と呼ぶのも面倒だしね」

「はぁ!?　わらわの名にケチをつけるつもりか、おぬしは!?」

「……今はそのデリケートな議論は置いておこうか。戦せん禍かに喘あえぐ臣民のためにもさ」

　ひりつく顎を撫で、ハルドールは鐙あぶみを鳴らして馬を再スタートさせた。一気に丘を駆け下ればブルームレイクはもう目の前である。

「俺はこのまま町の正面に回り込む。きみは兵士たちに町の中へ退却するよう命令を出してくれないか？」

「退却じゃと？」

「あの寡か兵へいで持ちこたえていられるのは、賊軍が馬鹿正直に最短距離で渡河しようとしてくれているからだよ。だけど、敵が最短コースにこだわるのをやめて広く東西に展開し、みんないっせいに渡河を開始したら、あの数の兵士ではもうそれを阻止できない。そうなったら退却もままならないし、城壁を背負って全滅するのは目に見えてる」

「残念じゃが、おぬしの見立ては正しいじゃろうな」

「今ならまだほとんど損害はないようだし、傷が浅いうちに退却させて、城壁の上に布陣し直したほうがいい。防衛用の兵器とかあるんでしょ？」

「うむ」

　ハルドールがまず敵の数を可能なかぎり減らす。その後、討ちもらして城壁に取りついた敵を、城壁の上からの攻撃で確実に始末していく──それがハルドールが提示したプランだった。

「よかろう。……じゃが、なるべくわらわの手をわずらわせるではないぞ？」

　にひっと笑ったジャマリエールは、鞍を蹴ってふわりと空に飛び上がった。

「──わらわはこのまま町に入って兵の指揮を執とる！　おぬしが自分でゆったのじゃ、見事にやり遂とげて見せよ！」

「自慢じゃないが、生まれてこの方、俺は女性の期待を裏切ったことがないんだ。決して自慢じゃないけどね」

　すでに馬はブルームレイクの東側の城壁を右手に見ながら南へ向けて走っている。ふわふわと飛んでいくジャマリエールを見送り、ハルドールはさらに馬の速度を上げた。しかし、ハルドールとジャマリエールが二手に分かれても、なぜかクロたちはハルドールのほうについてくる。

「……きみたちはどうして俺についてくるんだ？　じゃじゃさまといっしょに町に入ったってよかったのに」

「だから……ハルくんから離れると雷が飛んでくるでしょう？」

　シロが首をすくめてハルドールの手もとを見つめる。

「大丈夫だよ。そのへんはさっき調整した。……こいつの使い方はきのうのうちにみっちりレクチャーしてもらってるんでね」

　ナルグレイブをはめた両の拳を打ち鳴らし、ハルドールはいった。

「今は〝鎖〟の長さを一キロくらいにしてある。だから、俺から一キロ以上離れなければどこにいようと問題ないよ」

「え？　その長さって……もしかして、ハルくんが好きなように調整できるの？」

「ある程度はね」

「じゃあ……たとえば今は一キロのところを、一気に一○○万キロくらいに──」

「……いや、それはさすがに無理」

「そんな……ぬか喜びさせないで！」

　シロは半泣きで唇くちびるを嚙かみ締しめたが、少々離れても問題ないといったにもかかわらず、ふたりはそのままハルドールのあとをついてくる。ハルドールが賊軍と戦っている隙すきをついてナルグレイブを強ごう奪だつする気なのかもしれない。だとすれば厄やつ介かいだが、ともあれ、今は町の救援を最優先に考えるべきだった。

「……実戦経験はなくても訓練はしっかりやっていると見えて、なかなか統制の取れた動きをするじゃないか」

　ハルドールがブルームレイクの南側へと回り込んできた時、川の対岸に向けて断続的に矢を放っていたグリエバルト軍は、すでに八割がたが城門から町の内部に退却をすませていた。一方、グリエバルト軍の退却に気づいた賊軍も、岸辺に無数の小舟を浮かべていっせいに渡河を開始している。

「──これでよいのじゃな、我が勇者よ！」

　振り返ると、城壁の上に仁に王おう立だちするジャマリエールの姿があった。その真下で、兵士たちを収容した巨大な門がゆっくりと閉まっていく。

「ああ、見たところ連中に攻城兵器はないようだし、門に火をかけられることだけ気をつけておけばいいよ。……で、きみたちはどうする？　俺を手伝ってくれてもかまわないんだけど？」

　馬から飛び下り、ハルドールはクロとシロに尋たずねた。

「──あの町の人々を救うための崇すう高こうな戦いだよ。きみたちもそこにひと役買いたいとは思わない？」

「思わないね」

「……そんなに俺が嫌いかい？　それはそれでショックだな」

「あんたがどうのってことじゃないよ。気に入らないのは事実だけどね。……わたしはわたしをしたがえられるほどの強さを持つ相手にしかしたがわない、単にそれだけの話さ。さっきもいったろ？」

「わたしもその……怖いのは嫌いだから……」

「じゃあどうしてここまで来たわけ？」

「もしあんたが戦死したら、すぐにその籠こ手てをいただいて逃げるためさ」

「……ああ、そう」

　あくまでそっけないクロに、ハルドールは溜息とともに肩をすくめた。

「じゃじゃさまに聞いたんだが、この国は極端に女性人口の割合が高いらしい」

「いきなり何の話？」

「あの町の二万人を超える非戦闘員も、八割以上はかよわい女性や子供だそうだ。……ここを守り切れなければ、おそらく彼女たちはひどい目に遭あうだろうな」

「それがわたしたちに何か関係があるのかい？　……女神がお決めになった乱世って、そういうものなんだろ？」

「……かもね」

　ハルドールは肩をすくめ、ブルーム川に向かっておもむろに走り出した。

　結局、賊軍の総数は聞いていないが、大規模な傭兵団がそのまま寝返ったのだとすれば多くて三○○○──実数は二○○○ほどだろう。その二○○○の兵が、数百の小舟に分乗して川を渡ろうとしている。

「けっこういい鎧よろいを着てる連中もいるみたいじゃないか。それだけ羽は振ぶりがいい、つまりは何度も仕事に成功している強い傭兵団てことか──」

　ハルドールに気づいた船上の傭兵たちが弓を持ち出して矢を射かけてきたが、ハルドールは姿勢を低くしてその射線の下をかいくぐり、川岸のぎりぎりのところからジャンプした。

「うお!?」

　賊軍の驚きの声を飛び越え、一いつ艘そうの舟の上に降り立ったハルドールは、剣を抜こうとする目の前の傭兵を蹴り飛ばし、舟底を殴りつけて大きな穴を開けた。

「う、わ──」

　たちまち舟底から浸水が始まり、激しく舟が揺れる。それを見た傭兵たちは慌てて船ふな縁べりを摑み、川に落ちないように身体をささえた。軽装の革鎧ならまだしも、金属製の胸当や兜かぶとを身に着けた状態では、とても川岸まで泳ぎきることはできまい。

「溺でき死ししたくなければ鎧を捨てたほうがいいんじゃないかな？」

　敵が捨てた剣を両手に持ち、ハルドールはすぐさま次の舟へと移動した。

　勇者としてのハルドールの最大の武器は、持って生まれた〝勇者力ヘルトーラ〟である。勇者力は魔力に似ているが、魔法として使うものではない。ハルドールだけが持つ勇者力は、ハルドールの意志に応じて腕力や脚力のような単純なパワーにもなるし、場合によっては防御力にも変換できる。とにかくハルドールはこの力をその場その場の局面に合わせて自在に使いこなし、体格を超越した強さを発揮することができるのである。

「……さて」

　一○○艘以上の舟底に穴を開けて岸辺へと戻ってきたハルドールは、剣の峰みねで肩を叩きながら溜息をもらした。

　無事に川を渡り終えた者、沈みかけの舟をどうにかもたせて渡りきった者、いったん向こう岸へ戻った者、そしてあえなく川底に沈んだ者──ハルドールの狙ねらい通どおり、賊軍の渡河には時間的に大きなばらつきが出ている。この時間差を利用すれば、敵を各個撃破することができるだろう。真っ先に渡りきった第一陣を目指し、ハルドールは両手に剣を持って突っ込んでいった。

「!?　なっ、何だ、貴様!?」

　賊軍の意識は、ブルームレイクの町とそこを守るグリエバルト軍に向けられている。当然、鎧らしき鎧も身につけていない少年──にしか見えない異世界の勇者が、単身突っ込んでくることなど夢にも思っていまい。敵の集団に対する作戦オプションはあっても、たったひとりで切り込んでくる敵に対しての備えなどあるはずもなかった。

「……金と命とどっちが大切か、よく考えて行動することをオススメするよ」

　ハルドールは敵の真まっ只ただ中なかに飛び込むと、両手の剣を縦横無尽にひらめかせた。幸か不幸か周囲にいるのはすべて敵──同士討ちの心配はない。

「ぐぎゃあ！」

「うぐぉっ」

「こ、こいつ……！」

「何なんだよ、このガキ!?」

「くそっ！」

　傭兵たちはハルドールを取り囲み、押し包んでひと息に始末しようと仕掛けてきた。だが、いくら戦闘に慣れているとはいえ、ひとりひとりはあくまで凡人──勇者の敵ではない。

「……さっさと逃げてくれないと、こっちが弱い者いじめをしてるような気分になってくるな」

　突っかかってくる敵を次々に返り討ちにしながら、ハルドールはまた重い溜息をついて背後を振り返った。

「──そこのお嬢さんがた！」

　ハルドールの孤こ軍ぐん奮ふん闘とうをよそに、クロとシロは城門のそばに馬を止め、何をするでもなくぼんやり戦況を眺めている。その周囲に血みどろで倒れているのは、おそらく、彼女たちの美び貌ぼうに目がくらみ、戦いも忘れてついつい手を出そうとした傭兵たちのなれの果てだろう。

「やっぱり俺を手伝おうって気にはならない？」

「ならないね」

　鞍あん上じようであぐらをかき、クロは自分の長い赤毛をいじっている。すぐ目の前で繰り広げられている戦いになど興味はないといわんばかりだった。

「ちょっと、クロちゃん……ね？　もっとソフトなリアクションを心がけて？」

　つっけんどんなクロの肩を揺さぶり、シロがうろたえ気味の表情で身みも蓋ふたもないことをいい始めた。

「──ほ、ほら、ここは一応協力するフリだけでもしておいて、何となく恩を売ったような感じにしておけばいいじゃない。そうすれば、あとの交渉を有利に進められると思うんだけど……」

「そんな小細工する必要ないだろ？　わたしがあのおチビくんに一騎討ちで勝てばいいだけなんだから」

「あくまで一騎討ちにこだわるあたりは正々堂々としてるんだけどね」

　またひとり、たがいの実力差も判らない傭兵を斬きり伏ふせたハルドールは、その場に剣を突き刺し、ナルグレイブをはめた右手をクロのほうへ突き出した。

「──だったら、さっさとこの戦いを終わらせるために、俺も少し〝お道具〟を使わせてもらうことにするよ。きみにとってもじゃじゃさまへの恩を返すいい機会だろ？」

　ハルドールが人差し指と中指でクロ──の首輪を指さすと、手の甲から彼女の首輪の間を赤い光がつないだ。

「──え!?」

　きのうシロを撃うち据すえた稲妻とは違う、まっすぐに伸びる赤しやつ光こうだった。驚いたクロが思わず身を引くのに合わせて、その光がどちゃりと重い音を立てる。

「これ……く、鎖!?」

　ふたりをつないだ光が一瞬で実体化し、頑丈な鎖に変わった。

　その瞬間、ハルドールは思い切り右手を引いた。
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「くっ、クロちゃん!?」

「ま……っ！」

　ハルドールが鎖でつながれたクロを力任せに振り回し始めると、彼女の言葉がぶつっと途と切ぎれた。

　ジャマリエールの説明によれば、ナルグレイブとクロたちの首輪の間には、つねに魔力の鎖が張られているという。ふだんは目にも見えず、手で触れることもできないが、こうして使用者の意志に応じて実体化させることができる。本来、これはクロたちがナルグレイブの所有者を攻撃してくることを想定した、彼女たちを捕ほ縛ばくするために用意されている機能らしい。

「ばっ……おまっ、やめ、ちょ、お……ぉあぁあいいぃっ!?」

　振り回す振り回す振り回す、さらに振り回す！　長い鎖の先端に分銅をつけた鎖分銅という武器があるが、ハルドールの鎖の先につながれているのは人外の美女、グローシェンカ──ならばこれは、鎖と美女とを組み合わせたまったく新しい武器、鎖美女とでもいうべき新兵器だった。

「はい、いってらっしゃーい！」

　ハルドールはその鎖美女をすさまじい速さで振り回しながら、敵集団へと突っ込んでいった。

「んがっ!?」

　大きな戦せん斧ぷをかかえた切り込み隊長風の傭兵が、珍妙な悲鳴とともに宙を舞った。高速で振り回されるクロのブーツのかかとが、ちょうど彼の首のつけ根のあたりにめり込んだのである。

　変な方向に首をひん曲げてスッ飛んでいった切り込み隊長を皮切りに、ハルドールから半径数十メートル以内にいた傭兵たちが次々と薙なぎ払はらわれていく。たとえ分銅代わりのクロにぶつからずにすんだとしても、高速で回転する鎖自体がほとんど鈍器のようなもので、ひとたび引っかけられれば無む窮きゆうの青空へ旅立たずにはいられない。

「ぎゃあっ！」

「がふっ」

「ちょ……っ、こ、この、おま、待て……っ、あだっ、がっ！」

「ぐわっ!!」

「ぎひいぃ！」

　哀れな傭兵たちの悲鳴にまぎれて、途切れ途切れのクロの声が聞こえてくる。が、ハルドールは決して手をゆるめない。まるで小型の台風が移動するかのように、ぶるんぶるんと鎖美女をブン回し、ハルドールが次に狙ねらいをつけたのは川面かわもに浮かぶ傭兵たちを乗せた舟だった。

「わわっ……！　よ、よせ、やめろ！」

　ハルドールの意図に気づいた船上の傭兵たちが、慌てて重い鎧をはずし始める。しかし、彼らの身み支じ度たくが終わるのを待ってやるほどハルドールはやさしくない。

「はっ！」

　それまで地面と水平に円を描えがかせていた鎖美女を、一転、今度は背負い投げのようなフォームでブン投げる。大きな山なりの曲線を描いて飛んだクロは、狙いたがわず水みな面もに浮かぶ舟を直撃、一撃で真っぷたつにしていた。

「ぼがががが」

　水中に没して派手に泡を吐いていたクロをすぐさま引っ張り上げ、間かん髪はつ入れずに横殴りの軌道で振り回す。平たい石が水を切って水面を跳ねていくように、クロの身体も水みず飛沫しぶきを上げて川面を何度も跳ね、その進路上にある舟を次々に破壊、沈めていった。

「あぶわびゃ」

「おお、およっ、おれ、おっ、泳げ、ね──」

「もがががぐんが」

　おびただしい数の舟がまたたく間に沈んでいき、その数倍の傭兵たちが無様にばちゃばちゃやっている。最初にハルドールが敵中に突っ込んでいってからまだ五分と経過していないが、おおよそ賊軍全体の三割ほどは無力化できただろう。

　それを確認して、ハルドールはようやく鎖を振り回すのをやめた。

「……これで少しは余裕ができたかな？」

　暴虐の鎖にはね飛ばされず、何とか無事に城壁までたどり着いた敵もそれなりにいたようだったが、それも城壁の上に陣取ったグリエバルト軍によって駆く逐ちくされつつある。ハルドールがヒゲのない顎を撫でてひと息ついていると、ざばざばと水をかき分け、クロが川から上がってきた。

「────」

　長い赤毛をタオルのように絞しぼりながら、ずぶ濡ぬれのクロは無言でハルドールのところにやってきた。あのいきおいで激しく振り回され、さらに武装した傭兵たちや舟に何度も激突したというのに、これといって怪け我がをしている様子はない。その頑がん健けんさはニンゲンやエルフの比ではなかった。

「怪我がなくて何よりだよ、ミス・グローシェンカ」

「そりゃどうも。──こいつはお返しだよ」

　自分の首輪につながっている鎖を摑んで手た繰ぐり寄よせ、クロはにやっと笑った。

　その直後、ハルドールの右腕がすさまじい力で引っ張られた。

「！」

　振り回される振り回される振り回される、さらに振り回される！　さっきとは逆に、今度はハルドールのほうがクロに振り回され、傭兵たちや舟に叩きつけられた。

「こっ、これはなかなか──じ、情熱的な、あだっ、いたたた！」

　右腕が肩から引き抜かれそうな加速度に三半規管が悲鳴をあげ、何かにぶつかるたびに全身がきしむ。咄とつ嗟さに勇者力で防御力を高めていなければ死んでいただろう。

「ちょ、ちょっと！　クロちゃあん！」

　巻まき添ぞえを食らわないように、地べたに伏せるような恰かつ好こうで、シロがそろりそろりとクロのそばへやってきた。

「──ねえ、もうやめて？　平和的に、へ、平和的に話し合いましょう？」

「あんたは引っ込んでなよ！　──ほら！　これでおあいこだろ？」

　さらに数百人の傭兵たちが戦闘不能になったあたりでクロは鎖を握る手をゆるめた。その途端、円運動が直線運動に切り替わり、ハルドールは背中から城壁に激突した。

「……きみ的にはこれでおあいこなのかい？　まあいいけど」

　壁面にめり込んだハルドールは、軽く頭を振って立ち上がった。

「へえ……さすがは勇者サマ、チビっ子のわりに頑丈じゃないか」

　大股でやってきたクロが、鎖をじゃらじゃら鳴らして不敵に笑った。

「──ちょうどいいから、このままチェーンデスマッチで決着をつけない？　こいつがある間はたがいに逃げられないしさ？」

「その必要はないよ」

　ハルドールは両手を上げておどけたように笑うと、鎖を消し去り、右手にはめたナルグレイブをはずしてクロに投げ渡した。

「……え？」

　両手でそれを受け止めたクロは、毒気を抜かれたようなキョトン顔でハルドールを見返した。

「おぬし、いきなり何のつもりじゃ!?」

　ハルドールの行動に気づいたジャマリエールが、城壁の上から身を乗り出して大声でわめいた。

「──きのうちゃんと説明したであろうが！　それを手放せばグローシェンカに逃げられてしまうのじゃぞ!?　それを、どうして……！」

「ああ、いいのいいの」

　少しだけ身軽になった右肩をぐるぐる回し、ハルドールはクロにいった。

「──ほら、いいよ、ミス・グローシェンカ。きみを拾ってくれたじゃじゃさまへの恩は今ので返したことになるし、これできみは晴れて自由の身だ。どこへなりと逃げていいよ」

「え……？　いや、あんた、何を──？」

「きみには俺がただのチャラいヤツに見えるかもしれないけど、それでも俺は勇者だからさ」

「……は？」

「たとえ報酬と引き換えだとしても、俺は今、この国のみんなのために身体を張って戦ってる。ただ、きみはこの戦いに命を懸かける必要はないからね。だから好きにすればいいさ」

　そのへんに転がっていた剣を拾うと、ハルドールはクロの肩を叩いて歩き出した。

「──嫌味じゃなく、心の底から、きみがきみのダンナさんとやらに再会できることを祈ってるよ」

「あ、お、おい、ちょっと──」

　戸と惑まどうクロを残し、ハルドールは残った傭兵たちのほうへずんずん歩いていく。

「ちょっと……何それ!?　ひ、ひどくなぁい!?」

　はっと正気に立ち返ったシロが、悲鳴をあげてハルドールに駆け寄った。

「──どうして!?　ねえハルくん、どうしてよ!?　本能のおもむくままに暴れた乱暴なクロちゃんが自由を手に入れられて、平和的な対話をこころみた心やさしいわたしにはどうして自由があたえられないの!?　ねえ、これ、ちょうだいちょうだぁい！」

　シロはハルドールの左手を摑み、がくがく揺さぶってナルグレイブを引き抜こうとしている。やんわりとそれに抵抗しながら、ハルドールは襲いかかってくる傭兵を叩き伏せた。

「い、いや、その話ならまたあとでね、うん、ミス・マシュローヌ……今はほら、取り込んでるから──」

「てめえら何をゴチャゴチャいってやがる!?」

「ひいっ!?　……い、今はとっても大切なお話をしてるからぁ！」

　斬りかかってきた傭兵を泣きながらハイキックで蹴り飛ばし、シロはハルドールにうったえた。

「ねえ？　わたしを憐あわれと思うなら、これ、これちょうだい……だってほら、わたしのほうがクロちゃんより美人だし……」

「美人かどうかでいうと……いや、俺は甲乙つけがたいと思うよ？　どっちも好みのタイプだし……いやでも、今はそういうことではなくてね……」

「じゃあどういうことだよ!?」

　強引にシロを押しのけ、ついでに近くにいた傭兵たちを薙ぎ払い、今度はクロがハルドールに詰め寄った。

「あんた……さっきのいいよう、わたしをバカにしてない？　あれじゃまるで、わたしが保身しか考えない弱虫みたいに聞こえるんだけど？　おまけにこれ！」

　ナルグレイブの右パーツの拳をハルドールの頰にぐりぐり押しつけ、クロは押し殺した声で続けた。

「こんな……あんた、わたしを憐れんでるのかい？　わたしは実力で奪い返すっていっただろう？　それを、まるでイヌにエサでもやるみたいにぽんと投げ渡してきて……わたしをバカにしてるとしか思えないね！」

「そ、そんなことないって！　自由を手に入れられたのに何が不満なのさ、ミス・グローシェンカ？　そもそもきみ、俺に力を貸す気はないんだろ？」

「そういう話をしてるんじゃないんだよ、わたしは！　まずは勝負だっていってるの！　あんたから勝ち取ることに意味があるんだから！」

　そういって、クロはハルドールの右手に無理矢理ナルグレイブをはめようとする。

「ちょ、ちょっと──今は戦ってる最中だからさ！　ほら、敵が……」

「鬱うつ陶とうしいんだよ、おまえら……！」

「ぎゃあっ！」

　クロが振り返りざまに右手を振るうと、さながら真しん紅くのマントがひるがえるかのように、灼しやく熱ねつの炎がぶわっと大きく広がり、近づいてきた敵を薙ぎ払った。

「──これでいいだろ？　さあ、あらためて勝負してもらおうか！　本気出しなよ？」

「お願い、ハルくん。どうせ憐れむならわたしにしてくれない？　それで、その……そっちの右手を返してもらって、代わりにこっちの左手のをわたしに──」

「絶世の美女ふたりにもみくちゃにされるのは悪い気分じゃないけどね」

　溜息をひとつもらし、ハルドールはすばやく身をひねってクロとシロの間からすり抜けると、あらためて両手に剣と槍やりを持って駆け出した。

「──俺にいいたいことがあるなら、戦いが終わってからにしてくれるかな？」

「おい!?」

「あぁん！」

「どちらにしろ、連中を排除するまで話し合いはお預あずけだよ。申し訳ないけどね！」

「ちっ……」

　忌いま々いまし気に舌打ちし、クロはハルドールを追って走り出した。シロもすぐに身体をくねくねさせながら相棒を追いかける。

「絶対に……ケリをつけさせてもらうからな！」

「ひいぃ……や、やめて！　わっ、わたしはただ、平和的な解決を……っ！」

　先頭を行くハルドールは無論のこと、それに追つい随ずいするクロとシロも、手当たり次第に傭兵たちを片づけていく。三人が通ったあとに立っている者はなく、もとから乱れていた賊軍の陣形は加速度的に崩壊に向かっていた。

「こっ、こいつら……」

「ふ、ふざけんな……やってられねえよ！」

　三人の強さを目まの当あたりにした傭兵たちが徐々に退却を始めた。舟の大半が破壊されているおかげで使えず、ほとんどの傭兵たちは、武器や鎧兜を捨てて泳いで川を渡ろうとしている。

「開門せよ！」

　敵の退却を見たジャマリエールが、城門を開けて追撃の指示を下した。

「水際まででよい、連中を追い散らせ！　乱世の初戦で、我がグリエバルト軍が華々しい勝利を飾ったという事実を作るのじゃ！　よい戦意高揚になるじゃろう！」

「可愛い顔をして容赦がないね、我が愛しのじゃじゃさまは」

「……それはあんたもだろう？」

　槍をかついでひと息ついているハルドールのもとにクロがやってきて、あらためてナルグレイブの右手のパーツを押しつけた。

「ほら、返すよ」

「困るな……そんなすぐには勝負に応じられないよ」

　ハルドールはいまさらのように槍を杖つえ代わりにして身体をささえ、わざとらしく咳せき込こんだ。

「──ほら、戦士にも休息が必要だろう？」

「まったく……いいよ、日をあらためて勝負だ。実力で奪い返さなきゃわたしの気がすまないんでね」

　ふっと力の抜けた笑みを浮かべたクロは、ハルドールに背を向けて歩き出した。

「クロちゃんたら……ホントに不器用っていうか、カッコつけっていうか……」

　戦いを終え、汗の浮いた胸の谷間にはたはたと風を送っていたシロが、クールに歩み去る相棒を見つめて苦笑した。

　その直後、ハルドールがはめなおしたナルグレイブからまばゆい稲妻が走り、クロを直撃した。

「ホントに浅せん慮りよなんだから……」





[image: ]




　グリエバルト魔王国ドウクス・エスタドスの都ランマドーラは、単純にいえば、南北のラインを長径とした楕だ円えん、もしくは木の葉のような形をしている。

　北から蛇だ行こうしつつ流れてきたブルーム川が途中でふたつに分かれ、それがまた合流することでできた中なか洲すのような土地に、ジャマリエールがみずからの国の都を置くと決めたのは、そこが豊かな穀こく倉そう地帯のほぼ中心に位置していることと、何よりも川の流れを水運に活用できるからだった。

　そういったことから考えても、やはりこの町の素顔は軍事的戦略拠点というより、大陸有数の経済的戦略拠点であった。

「──そういやきのう、ブルームレイクでひと戦いくさあったんだろ？」

　屋台でリンゴを見ていた男が、ふと思い出したように顔も上げずに尋たずねた。

　城の南の正門から延びるランマドーラ一の大通り──〝満月通り〟には、立派な構えの店が無数に軒のきを連ねている。しかし、そこから少しはずれた細い通りにも、驚くほどたくさんの露店が並んでいた。大商人であろうと店を持たない行商人であろうと、ここでは自分の身の丈に合った商売ができるし、それを求めて大陸各地からたくさんの人々がやってくる。

「ありゃあ戦なんてもんじゃないさ」

　店番をしていた中年女が、嫌けん悪お感かんを隠そうともせずに吐き捨てた。

「──ブルームレイクを襲ったのは、もともと町を守るために陛下が契約なすった傭よう兵へい団だんだっていうじゃないか」

「ああ、ワシも聞いたよ」

　隣の露店で川魚を商っていた老人が、ぷかりとパイプをふかして笑った。

「──要は、欲の皮を突つっ張ぱらせて陛下を裏切った連中が、陛下の逆げき鱗りんに触れてさんざん打ちのめされたってだけの話じゃ。確かにありゃあ戦じゃねえやな。おしおきだ、おしおき」

「この国の兵は経験不足で弱いって聞いてたんだが、よくそんなにあっさり撃退できたもんだな？」

「お客さん、よそから来たお人かい？」

　紙袋にリンゴを放り込み、中年女が猫背の男に尋ねる。

「ああ……乱世が始まっちまったろ？　どこか安全なところはないかって、あちこち旅してるんだよ。あんたらは不安じゃないのかい？」

　買い求めたリンゴをひとつ、さっそくしゃくしゃくとかじり、猫背の男は尋ねた。

「この世界のどこが安全かって聞かれても、わたしらにはよく判らないけどね……でもまあ、ウチの陛下はなかなかのやり手だそうだから、さほど心配しちゃいないよ」

「それにな、今話した傭兵団を撃退したのは、陛下がどこからか連れてきた勇者さまじゃというぞ？」

「勇者？」

「ワシも詳くわしくは知らんが、確かハル、ハル……ハルドールとかいったかのう？」

「それが勇者の名前なのかい？」

「うむ。とにかくその勇者がほとんどひとりで敵を蹴け散ちらしたそうじゃ」

「その上、わたしらにはまだジャマリエール陛下もいらっしゃるからね。乱世デラ・オスキユーラになったからって慌あわてる必要はないよ」

「そうじゃな。ワシも若い頃に苦労してこの町の定住権を手に入れたし、葬式もここで出してもらうつもりじゃよ」

　中年女とパイプの老人は、そういって吞のん気きに笑った。

「勇者ハルドール……か」

　猫背の男は果物屋の前を離れると、人の流れに乗って歩き出した。

　わずか三○キロ南方で実戦があったというのに、ランマドーラの喧けん騒そうに大きな変化はない。相変わらず多くの品々が流れ込み、人々の交流も続いている。

　猫背の男は芯しんだけになったリンゴを道端に投げ捨て、袋の中からもうひとつリンゴを取り出した。

「おまえも食うか？」

　いつの間にか猫背の男の隣には、背の低い小太りの男が並んで歩いていた。

「うん。……ところで聞いたか？」

　リンゴを受け取った小太りは、暗い瞳ひとみで雑ざつ踏とうを見回しながら呟つぶやいた。

「もしかして勇者の話か？」

「うん。ほとんどひとりであの傭兵団を撃退したとか聞いたんだが、本当かな？」

「どうかな？　あくまで噂うわさだし……」

「そりゃそうだが、あの傭兵団がほぼ壊滅したってのは事実だし、町が無傷だったのも事実だろう？」

「ま、オレたちが考えても仕方ないって。オレたちの仕事は聞いたままをお頭かしらにお伝えすることだからな」

「それもそうか」

　しゃくしゃくとリンゴをかじる小太り。ふたりはゆうべ泊まった木き賃ちん宿やどのところまで戻ると、預あずけていた馬にまたがった。

「……そういえばその勇者な」

「ああ、ハルドールだっけ？　何だかやたら若いって聞いたが」

「うん。その勇者な、異世界から来たって話があるぞ」

「は？　異世界？　ホントかよ」

　猫背はいぶかしげに小太りを振り返った。

「……それ、そのままお頭に伝えて怒られたりしないよな？」

「判らねえ……ただでさえ大たい枚まいはたいて寝返らせた傭兵どもが、クソの役にも立たずに潰かい走そうしたせいでやたら機嫌が悪いからな、今」

「だけど、やっぱ黙だまってるわけにはいかねえだろうなあ」

「あと、お頭じゃなくて頭領な」

　雑踏を抜けたふたりは、手た綱づなを大きく鳴らして馬のスピードを上げた。





　　　　☆






　城の裏手の練兵場に、グリエバルト軍の歩兵と近衛このえ騎士団が集まっている。今は槍やりを使った訓練をしているが、こうして見るかぎり、どの兵士もそれなりに使えているし、特に弱そうな印象はない。

「いかがですか、勇者どの？」

「そうだな……しいていうなら、お行儀がよすぎるかもしれない」

「はて、お行儀とは？」

「だから……まあ、いかにも実戦を知らない動きかな、という意味でね」

　ガラバーニュ卿きように真顔で尋ねられ、ハルドールは苦笑交まじりに頭をかいた。

「では、いったいどのようにすれば……？」

「そう聞かれても、俺は兵士だったことはないからなあ……」

「ですが、実戦経験は我々より豊富でしょう？」

「そりゃそうだけどさ……」

　兵士たちの視線がハルドールに集中する。騎士団を蹴散らしたポンガ某なにがしやクロを実力でねじ伏ふせたのみならず、きのうはブルームレイクを襲った傭兵団をもしりぞけた。いまやハルドールは文字通りの勇者として、特に兵士たちから尊そん崇すうのまなざしを向けられる存在となっていた。

　が、だからといって、ハルドールには人に教えられるようなものなどない。消えた顎あごヒゲを撫なでつつ、ハルドールは呟いた。

「……結局、身体からだの芯に染み込むまで身につけた動きでないと、咄とつ嗟さの時には出てこないからね。逆にいうと、馬鹿馬鹿しいと思うくらいに繰り返して身につけた技術なら、いざという時に頭で考えるより先に身体が動いてくれるんじゃないかな？　……よく判らないけど」

「そ、それはつまり……どうことで？」

「とにかく繰り返せってことさ」

　そういい置いて、ハルドールは歩き出した。そこにガラバーニュ卿が食い下がる。

「ゆっ、勇者どの！　もう少し……何か助言をいただけまいか？」

「これ以上の助言といわれても……」

「それがしどもの弱さは先日もご覧いただいた通り！　このままでは国を守ることなどままなりませぬ！」

「いやいや、実際のところ、みなさんはそこまで弱くはないと思うよ」

「は？　そんなはずはないでしょう？　……まさか勇者どの、それがしどもの相手が面倒で、適当なことをおっしゃっているのでは？　さもなければ脆ぜい弱じやくな凡人どもと憐あわれんでいるとか……？」

「どうしてそこまで卑ひ屈くつになれるんだか……ま、面倒だなって思ってるのは事実だよ。でも、噓うそもついてない」

　ガラバーニュ卿が悲観するほど、この国の兵士たちの練度は低くない。おそらく訓練だけはみっちりやってきたんだろう。ただ、乱世が来るまで本格的な実戦を経験してこなかっただけのことである。先日のような実戦を何度か繰り返せば、いずれ遠からず、身につけた練度にふさわしい強さをいつでも発はつ揮きできるようになるに違いない。

「ほ、本当ですか……？」

「ああ。ニンゲンのレベルでいえば、みなさんは決して弱くない。ただ実戦に慣れていないだけだよ。慣れればちゃんと戦える」

「そ、そうですか……そういっていただけると、救われたような気がいたします」

　ハルドールの言葉を聞いて、ガラバーニュ卿はほっとしたようなぎこちない笑みを浮かべた。

　その時、城の裏手の物もの見みの塔の上から、ケチャが大声でハルドールを呼びつけた。

「ゆうしゃ！　じゃじゃさまがよんでる！」

「判った！　すぐ行くよ！　──それじゃ団長どの、あとよろしく」

「は、はい、お任せください！　我らグリエバルト神殿騎士団、勇者どのからのお墨すみつきをいただいた──」

「意気込みだけはすでに一流だ。がんばって」

　ハルドールはヒゲの団長と生き真ま面じ目めな兵士たちに別れを告げ、城内に戻った。

「──それにしても、兵士たちの訓練を見てやれといったかと思えば、すぐにまた呼び出しか……人使いが荒いね、我が愛しのじゃじゃさまは」

　ハルドールが召喚されたばかりの頃は、パンダやクロが暴れたことはあったにせよ、城内の空気はまだどこかのんびりとしていた。しかし最近は、事務方の役人や伝令の兵士たちが駆け回っている姿をよく見かける。そのせわしなさは、グリエバルト魔王国を取り巻く状況が、刻一刻と変化していることを意味しているのかもしれない。現にじゃじゃさまの執務室に向かう途中でも、ハルドールはそれらしい役人たちと何度もすれ違った。

「……いいかな、入っても？」

　すでに半開きのドアをノックしながら、ハルドールは執務室の中を覗のぞき込こんだ。

「そこに突っ立っていられても邪魔じゃ。はよう入れ」

　少女のサイズからすれば巨大すぎる机の向こうで、じゃじゃさまが書類に羽根ペンを走らせていた。かたわらには冷ややかなまなざしのユリエンネ卿が控ひかえ、じゃじゃさまがサインをするたびに、またあらたな書類をその前に差し出していく。

「……魔王なんていっても、そうしている姿はふつうに王サマだね」

「力にものをゆわせた恐怖政治をするならともかく、まっとうなやり方で国を支配しようと思えば仕方あるまい。それが法治国家とゆうものじゃろ」

　また一枚、書類に目を通して決裁を下したじゃじゃさまは、ちろっとハルドールを一いち瞥べつし、空あいている席を指さした。

「……で、どうじゃ、我が軍は？」

「相手の強さによるかな」

「どうぞ、勇者さま」

「ありがとう、ミス・ジョルジーナ」

　ハルドールが席に着くと、部屋の隅すみで紅茶の用意をしていたジョルジーナが、その前にすかさずカップを置く。香り高い紅茶でまずはのどを潤うるおし、ハルドールはあらためて答えた。

「まあ、弱くはないよ」

「とゆうと？」

「だって、例のパンダはあれでも魔王ドウクスの端はしくれだったんだろう？　おまけにミス・グローシェンカはあのパンダよりはるかに強い。要するに、やたらあっさりと蹴散らされたように見えただけで、もともと彼らが戦うには強すぎる相手だったんだよ。ニンゲンレベルでいえば、この国の兵士たちは決して弱くないと思う」

「そうか」

「もしこれからこの国が相手にする魔王たちがパンダレベルなら、彼らをみっちり鍛きたえれば俺抜きでもどうにかなるだろうね。数と装備で対抗できると思う」

「前にもゆったであろうが？　アレは魔王としては下の下じゃ、基準にするな」

「そう？　じゃあ、仮にミス・グローシェンカを基準に考えるなら、数をどれだけ増やしても、どれだけ鍛えても、たぶんあまり意味はない。……じゃじゃさまにだってそれは判ってたんじゃないの？」

「……まあな」

　真に強い魔王と戦えるのは魔王だけ──だからこそこの世界の支配者は魔王たちなのである。凡人たちが束たばになってどうにかなるようなレベルの魔王であれば、そもそもこの乱世を勝ち抜いて大魔王グラン・ドウクスを目指すことなどできない。

「……要するに、魔王は魔王同士、配下の軍は軍同士で戦うのがこの世界で許された戦争なんだろう？　そういう意味でいえば、じゃじゃさまの軍だってそう悲観するほど弱くはないよ。経験不足で数が少ないのは事実だけどね」

「経験不足はいたしかたない、か……」

「陛下」

　ジョルジーナが部屋から出ていくのを待っていたかのように、それまで無言でふたりのやり取りを聞いていたユリエンネ卿が、書類を交換しながらおもむろに口を開いた。

「陛下の野望は重々承知の上で、あえて申し上げます」

「……何じゃ、リアーネ？　どうせムカつくような小言であろう？」

「本当にこの国の女たちのことをお考えであれば、覇を唱えるなどとおっしゃらず、まずはこの一年、国を守ることだけに専念していただきたいのです」

「わらわに大魔王になることをあきらめよと申すか？」

　じゃじゃさまは顔を上げ、羽根ペンを放り出した。その眉み間けんにはくっきりとしたシワが刻まれている。その気になればニンゲンなど一瞬で消し飛ばせるほどの力を持つ魔王に、不興を買うのを承知で直言できるとは、このユリエンネ卿、女ながら──といっては失礼だけど──驚くべき胆たん力りよくの持ち主である。

「この乱世が一年で終しゆう焉えんすることは、ほかならぬ女神がお決めになったこと……ならば一年持ちこたえるだけでよいのではないのですか？　わずか一年、嵐が吹き止むのを待つつもりで──」

「甘いな、リアーネ」

　じゃじゃさまは腹心の言葉をさえぎり、鼻を鳴らした。

「──わらわ以外の魔王が大魔王となり、女神から世界を統すべる権利を手に入れたらどうなるか、考えたことはないのか？　はっきりゆって、わらわほどおだやかな魔王はほかにおらぬぞ？」

　確かに平和なこの町を見るかぎり、為い政せい者しやとしてのじゃじゃさまは明らかに有能だった。この町、この国の治世が世界全体に拡大するのだと考えれば、乱世のあとの五○○年も人々は平和に暮らしていけるだろう。

「じゃが、ほかの魔王は血の気が多い連中ばかりじゃ。そんなヤツが世界を支配したらどうなるか、よく考えてみよとゆうておる。──たとえばふたつ向こうのアインホルト魔王国では、一○○年たっても完成しない大宮殿の造営のために、全国民が非人道的な強制労働をさせられておる。そのほかにも、ニンゲンと猛獣を戦わせるショーを楽しむ魔王や、定期的に生いけ贄にえを要求する魔王だっておるのじゃ。もしそんな魔王が天下を獲とってみよ、その魔王国だけでなく、世界全体がそんなことになるのじゃぞ？」

「それは確かに地獄絵図だね。……あれ？　でもさ」

　ハルドールは首を傾かしげ、じゃじゃさまに尋ねた。

「そういえば、今回の乱世が始まるまでの五○○年間はどうだったんだい？　これまでの話を聞くかぎり、じゃじゃさまは今回の乱世に備えて経済発展に注力してきたわけだよね？」

「うむ」

「ということは、それが許されるような大魔王の治世だったわけで……なら、かならずしも次の五○○年が最悪なものになるとはかぎらないんじゃないかな？　少なくとも前回の乱世で勝ち残った大魔王は、そういう平和的な魔王だったってことだし」

「それは違うぞ、我が勇者ハル」

「どうしてさ？」

「前回の乱世ではな、大魔王が決まらなかったのじゃ」

　じゃじゃさまは熱い紅茶に大量のハチミツを投じてかき混ぜ、ずるずるとすすった。あんなに甘くしたらのどがちくちくしそうな気もするが、じゃじゃさまはうまそうにごくごくやっている。

「何が起こったのかはわらわにも判らぬが……とにかく前回の乱世では、最強の魔王を決めることができなかった。だから世界を誰が支配するかも決まらなかった。そこで女神は、次の四九九年間は大魔王不在のまま、その時点で生き残っておった魔王たちに自治を許したのじゃ。無論、魔王同士が争ってはならぬという足あし枷かせつきでじゃがな」

「え？　乱世の終わりには魔王たちはほとんど死しに絶たえるんじゃないの？　だって、最強のひとりが決まるまで戦うんだろう？」

「そういえば、まだそのあたりの肝かん心じんなことを話しておらなんだな」

　カップを置いたじゃじゃさまは、自分のドレスの胸もとに手を突っ込むと、不思議な輝きを放つ宝ほう珠じゆのついたネックレスを引っ張り出した。

「──これが〝女神の宝珠ソルス・デル・デイオーサ〟じゃ。先日、あのパンダも持っておったろう？」

「ああ……兜かぶとの額ひたいについてたあれ？　じゃじゃさまが壊せっていってたやつ？」

「うむ。乱世に覇を唱えんとする魔王は、女神の使徒からこの宝珠をひとつずつ受け取る。いわば大会への参加証のようなものじゃな」

　大魔王への道を歩もうとする魔王は、この宝珠をたずさえて強力なライバルたちとの戦いに臨のぞまなければならない。もしこの宝珠を破壊されれば、どんな強大な力を持っていようと、一○○万の軍勢を率いていようと、その時点で失格となる。

「……わらわが軍備を後回しにした理由のひとつがこれじゃ。極論、一兵卒すら持っておらずとも、相手の宝珠をみずから破壊してしまえば、それで勝ちとみなされるのじゃからな」

「なるほど……それならふつうの戦争より血も流れにくいかな」

「確かに相手によっては、派手な戦争をするより腕のいい刺し客かくを送り込むほうが効率がよいかもしれぬ」

「……そんな大事なものを兜の額に埋め込んでおくなんて、あのパンダ、何を考えてたんだ？」

「知恵が足りないか、さもなくば自己顕けん示じ欲よくが強かったのじゃろう。いずれにしても大魔王どころか、ふつうの魔王としての器すらないわ」

　じゃじゃさまは大事なネックレスを懐ふところに戻し、紅茶を飲み干した。

「……しかし、魔王だからとゆって、かならずしもこの宝珠を受け取らねばならぬわけではない。自分の実力ではどうせ生き残れぬとあきらめて、最初から戦いに参加せぬ魔王も多いからのう」

「それで乱世のあとにも生き残っている魔王がたくさんいるわけだ。……ちなみに、それって途中で抜けたり途中から参加したりはできないの？」

「途中参加も途中退場も無理じゃな。乱世での戦いはすべて女神のしもべたちによって監視されておるし、ごまかすことも不可能じゃ」

「そういうことでしたら」

　じゃじゃさまのサインが入った書類を束ねて整理していたユリエンネ卿が、ふたりの会話が途切れた瞬間を狙ねらったように割り込んできた。

「──比較的安全に我が国が生き残っていくためには、ハルドールさまには敵国の魔王を狙う刺客になっていただくしかございませんね」

「どうかな？　どこの魔王だって暗殺は警戒してるんじゃない？」

　いずれにしても、この国の軍の状態をかんがみれば、こちらから積極的に討って出るのはまだまだ難しい。もっと軍備の増強が進むまでは国土を守るだけで手いっぱいだろう。となれば、当面の戦いはおのずと防衛が主になる。

「経済的に豊かな我が国を狙う魔王は多いじゃろう。そして、わらわを倒すためには魔王みずから出陣せねばならぬ。……そこをおぬしが返り討ちにするのじゃ」

「それでこの国の美女たちが救われるのなら、俺に否いなはないよ？」

「……ハルドールさま。美女だけではなく、すべての国民のための戦いですよ？」

　年増の美女がぎろりとハルドールを睨にらみつける。ハルドールは思わず首をすくめ、慌てて不用意な発言を訂正した。

「これは失礼。……ただひとついっておくと、俺にとってはすべての女性が尊重すべき美しい女性なんだよ」

「我が国には男性もおりますが」

「男だったら自分の身くらい自分で守れるさ。男の心配をするのは俺の仕事じゃない」

「この際そのへんのことはどうでもよい。……それよりも、きのうの傭兵団の件じゃ」

「何か判ったの？」

「わらわが睨んだ通り、裏で糸を引いておった魔王がおったようじゃ」

　経済力はあっても軍事力は心もとない──その代表格ともいえるグリエバルト魔王国は、傭兵たちにとっては最大のお得意さまといえる。そのグリエバルト魔王国を契約直後に裏切ったということは、じゃじゃさまに代わるような後ろ盾がついたと考えるべきだろう。そして、この乱世でそんな後ろ盾があるとすれば、グリエバルト魔王国を狙うほかの魔王以外に考えられない。

「それ、見当はついてるの？」

「捕ほ虜りよにした傭兵は下したっ端ぱばかりじゃったゆえ、まだ確証は得られておらぬが、こやつが黒幕ではないかとゆうヤツならおらぬでもない」

「これをご覧ください」

　ユリエンネ卿がハルドールに数枚の紙束を差し出した。

「……盗賊巨人？」

「そういう異名で呼ばれておるジャイアントがおってな。あちこちの国からマークされておる」

「こいつも魔王なの？」

「おそらくはな。少なくとも魔王を名乗ってもおかしくない実力はあろう。確証がないとゆったのは、こやつが〝女神の宝珠〟を授さずかったという確証がないとゆう意味なのじゃが、とにかく強いには強い」

「身長五メートルのジャイアントで魔王か……腕うで相撲ずもうじゃさすがに勝ち目がないな」

　ユリエンネ卿がまとめた資料には、ザブームという名のジャイアントの情報が、推測や不明な部分はありつつも、かなり細かくまとめられていた。ただ、ジャイアントとしてのサイズはもちろんだが、数千人規模の盗賊を配下にしたがえ、さらにはいくつもの盗賊団を意のままにあやつる影響力の持ち主というのが気になる。

「これって……この世界だと、もしかして小国の軍隊レベルじゃない？」

「実戦経験も含めて考えればそれ以上じゃな。この前もゆったが、今の時代、国の軍隊よりも傭兵や盗賊、山賊のほうがはるかに実戦に慣れておる。盗賊団とゆうより、もはや軍じゃ」

「で、この態度も図体もデカいザブーム氏が我が愛しのじゃじゃさまのお命を狙っていると？　それは不ふ届とどき千せん万ばんだ。極きよつ刑けいに処しよしてやらないとね」

「ここ最近、ザブーム軍によるものと思われる被害が各地で急増しています。そのせいで、いずれ物流にとどこおりが生じる可能性も出てきていますが……それ以上に懸け念ねんされるのは、これがザブーム軍による我が国への明確な侵攻作戦の一環なのではないかということです」

「判明しておるだけでも、小麦、武器や防具、あるいは薬品といった、この町に運び込まれるはずだったさまざまな物資が横取りされておる」

　どれも戦争となれば最優先で必要となる物資ばかりである。もしそれらを狙って略りやく奪だつしているのだとすれば、それはもう、グリエバルト魔王国に打撃をあたえつつ軍需物資をかき集めることが目的と見て間違いない。

「略奪がザブーム軍の仕し業わざだとすれば、すでに兵士の数は充分、軍需物資も潤じゆん沢たくに集まってることになるよね。……となると、敵の侵攻はそう遠くないかもしれない」

「うむ」

　じゃじゃさまは椅い子すから飛び下りると、ハルドールのところまでやってきて、ヒゲを失ったつるつるの顔をひたひたと撫でた。

「……もはや猶ゆう予よはないぞ？　まだあのふたりを御ぎよせぬのか？」

「それが必要になるような敵なのかな、ザブーム氏は？」

「あのな……おぬしの三倍以上も背が高くて一○倍以上も重いジャイアントじゃぞ？　パンダの比ではない本物の魔王じゃぞ？　なまじの武器など通じぬし、素手で立ち向かおうなどもってのほかじゃ」

「そうなのか。それは困ったな……」

「おぬしな……そうゆう時は本当に困った顔をしたらどうじゃ？　いつもいつもにやにやしおってからに」

「ま、たぶん何とかなるんじゃないかな？　何しろ俺は勇者だし」

「はぁ？」

「俺は俺を信じてるからね。きみも俺を信じるべきだよ」

　ハルドールはお返しのようにじゃじゃさまの頭をくしゃくしゃと撫でた。

　そこに、いきなりドアを押し開けてケチャが入ってきた。厳げん密みつにはノックの音もしたのだが、ノックの直後に返事をする間もなくドアが開いたので、実質ノックがなかったのと同じだろう。

「やあ、ケチャ」

「ここにいたか、ゆうしゃ！」

　がらがらとカートを押して部屋に入ってきたケチャは、自分の無ぶ作さ法ほうさをまったく意識していないのか、ユリエンネ卿が眉まゆをひそめているのをよそに、ビッ！　と右手をかかげてあいさつした。

「さがしたぞ、ゆうしゃ」

「それは手間をかけたね。……ところでケチャ、ひとついいかな？」

「なんだ？」

　このイヌ系メイド少女は高確率で舌をしまい忘れている。つねにはふはふいっているせいもあって、やたらと舌っ足らずなしゃべり方をするが、それはそれで可愛かわいい。

「いいかい？　誰かの部屋に入る前にはかならずノックをするんだ」

「ノックした」

「ノックして、入っていいかどうか確認するんだ。……俺はこの世界に来た日からずっときみを見ているけど、きみはいつもノックとほぼ同時にドアを開けている」

「まずいか？」

「相手によるね」

　ハルドールは身をかがめ、ぺろんとはみ出しているケチャの舌をつまんで引っ張った。

「──俺はそうじゃないが、人によっては全裸で寝ていることもあるからさ。俺の統計によると、美女ほどその傾けい向こうが強い。たとえば、俺がノックもせずにいきなりミス・マシュローヌなりミス・グローシェンカなりの部屋に踏み入ったとしよう。その時、もし彼女たちがあられもない寝姿をさらしていたら、俺は彼女たちにひどい恥はじをかかせることになるわけだ。判るかな？」

「だいじょうぶ」

「大丈夫？　何が？」

「あいつらおこらねえ」

「は？」

「ケチャがまえにいったとき、ふたりともはだかだった。でもなんにもいわなかった。だからだいじょうぶ」

「え？　やっぱり？　ちなみにふたりはどんな──」

　ケチャからその時の様子をつまびらかに聞き出そうとしたハルドールは、自分にそそがれるじゃじゃさまとユリエンネ卿の視線に気づき、慌てて咳せき払ばらいをした。

「あ、いや……それは相手が同性で、しかも幼いきみだからだよ。俺が同じことをしたら石材か火の玉が飛んでくる」

「ゆうしゃだってこどもじゃねえか」

「だから俺は見た目が若返っただけで……まあ、見た目でそういうことが許されるのなら天国だろうさ、まったく」

「よくわからねえけど、これ、きろ」

　ケチャはカートに積んでいた真新しい服とブーツをテーブルの上に置いた。きのう、ブルームレイクから帰還して採さい寸すんしたばかりなのに、立派な服がもう三セットも仕上がっているとは、ここのお針はり子こはかなり腕がいいらしい。

「……生地も丈夫で着やすそうだ。サイズもぴったり、かな？」

　ハルドールは服を胸に当て、自分の身体を見下ろした。するとケチャがハルドールのズボンを引っ張り、

「ぬげ、ゆうしゃ」

「え？　ちょ、ちょっと」

「これ、あらっといてやる」

「い、いや……ほら、ちょっとここでは、ね？　じゃじゃさまもユリエンネ卿もいるわけだし」

「ユリエンネきょうはいいとししたばばあだし、じゃじゃさまはもっとばばあだ。こどものはだかなんかきにしねえ。だからぬげ」

「ちょ!?」

　ズボンを脱がされかけていることより、ケチャの発言のほうがはるかに危ない。肩越しに見えたユリエンネ卿の顔が完全に感情の色を失っていることに気づき、ハルドールはケチャを強引に抱き上げた。

「……せ、せっかくだから、着替える前にお風呂をいただこうかな？」

　ケチャを右肩にかつぎ、新しい服とブーツを左の小脇にかかえ、ハルドールはじゃじゃさまにいった。

「思えばこの世界に来てから一度も身体を洗ってないんでね。せっかく服も新調してもらったし、さっぱりしたいんだけど」

「いいじゃろう。……救国の勇者は国民の希望の象徴じゃからな。小こ綺ぎ麗れいにしていてもらわねば恰かつ好こうがつかん。一段落ついたらお披ひ露ろ目めのことも考えねばな」

「お心遣いどうも」

　まだ仕事があるというじゃじゃさまたちを残し、ハルドールはケチャをかかえたまま執務室をあとにした。





　　　　☆






　目に見えない鎖くさりでつながれているという安心感があるからか、この城の住人たちは、クロたちの動きにさほど注意を払っていないようだった。あるいは下手にかかわりたくないだけという可能性もあるけど、いずれにしろ、行動半径が見えない鎖の長さによって制限されているとはいえ、ある程度の自由が保証されているのは僥ぎよう倖こうだった。

「……ないわ」

　ハルドールの部屋を家や捜さがししていたシロは、溜ため息いきとともにかぶりを振った。

　じゃじゃさまがハルドールに用意した私室は、それこそ城住まいの王族の部屋かと思うような豪ごう奢しやなものだった。ベッドは大きくふかふかしていて、装飾過多のクローゼットや姿すがた見みなんかのおしゃれ家具の数々は、どう考えてもハルドールにふさわしいとは思えない。

「当たり前だろ？　そこまで不用心なはずないじゃない」

　クロは扉の脇に立ち、むすっとした表情で腕組みをしている。

「でも～、ハルくんは今頃、お風呂に入ってるはずなのよ？　ふつう、お風呂にあんなゴツゴツした籠こ手てなんて持ち込むかしら？　クロちゃん、鎧よろい着たままお風呂に入る人とか見たことある？」

「知らないよ」

　誰にも掣せい肘ちゆうされないのをいいことに、シロはハルドールが不在の隙すきを狙って彼の部屋へと忍び込んだ。狙いはもちろん、彼女たちを縛しばっている鎖──の根っこ、魔ま拳けんナルグレイブである。

「……まったく、何が哀しくてこんなコソ泥どろみたいな真似をしなきゃならないわけ、このわたしたちがさ？」

　シロに引きずられるようにしてここまで来たものの、クロは決してシロの考えに賛成しているわけではない。クロが求めているのは、あくまでも実力でハルドールを叩きのめし、勝利の代価としてナルグレイブを手にすることである。生まれついてのクロの気性が、それ以外の解決法を忌き避ひさえしていた。

「……ていうか、あんた、何してるのさ？」

「だって……ほら、わたしたちの部屋には姿見がひとつしかないじゃない？」

　気づけば姿見の前でくねくねとポーズを取っていたシロが、鏡越しにクロにウインクをしながら微笑ほほえみかけた。

「ハルくん男の子だからこんなのいらないだろうし、だったら持って帰ってもいいかなーって……」

「あんた……目的が変わってきてない？」

「あのね、クロちゃん？　あなたこそちゃんと自覚してる？」

　シロは豊満な腰に手を当てて振り返ると、わざとらしく頰ほおをふくらませて非難の声をあげた。

「──そもそもの話、あの日クロちゃんが素直にあの籠手をもらっておけば、こんなことにはなってないと思うの、わたし」

「そう？　どっちにしろあんたは囚とらわれのままだったと思うけどね」

　ハルドールが渡そうとしたのはクロを縛っている右手のパーツだけだった。たとえクロがあのまま自由を手に入れていたとしても、ハルドールが左手のパーツを押さえているかぎり、シロは自由になれない。

　クロがそう指摘すると、シロは眉をひそめ、

「ねえクロちゃん……もしかしてハルくんて、おしとやかで平和的な年上のおねえさんより、ケンカっ早い乱暴な女のほうが好きな変わり者だったりするのかしら？」

「……どういう意味でいってる、それ？」

「だぁってぇ……」

「くねくねダンスを踊りたいなら好きにしなよ。わたしは部屋に戻って寝る。夕食の時間になったら起こして」

「ああっ、ちょ、ちょっと待ってよ！」

　さっさと帰ろうとするクロの手を摑つかみ、シロは半泣きでうったえた。

「──次はほら、お風呂よ、お風呂！」

「は？」

「あの籠手がこの部屋のどこにもないってことは、ハルくん、やっぱりお風呂まで持ち込んでるのよ」

「だろうね」

「ひとりで行くの何か抵抗あるから……ね？　クロちゃんつき合って？」

「……は？」

「別にいいでしょ、ヒマなんだから！　脱衣所を捜すのよ！」

「ってか、痛っ、痛いんだって、あんたホント馬鹿力！」

　シロはがっちりとクロの手首を摑んで強引に引きずっていく。クロはシロの魔手をどうにか振りほどくと、赤い痣あざが残る手首をマッサージしながらぼやき交じりにいった。

「……わざわざ入浴の時にも部屋から持ち出すようなヤツなら、脱衣所にそのまま放り出しておくなんてことはしないだろ、ふつうに考えて」

「え？　まさか……ハルくんも鎧を着て湯船に入る変態だってこと？」

「あのね……わたしならすぐ手が届く場所に置いとくよ。それだけ大事なものなら」

「と、とにかく行ってみましょう。ほら、早く！」

「いたたたた！　だっ、こ、こら！　二の腕の肉をつまむな！」

「ちょっと静かにして、クロちゃん。はしたないわよ？」

　シロはクロの口を手でふさぐと、先に立って歩き出した。

　ランマドーラ城の住人は、主人であるジャマリエール以下、彼女の治世をささえる文官たちや城内ではたらくメイドに料理人まで、その大半が女性だった。さすがに騎士団の連中は全員が男たちだったけど、それを含めても女性人口は極端に高い。

　すれ違う女たちがみんなやや引き気味にぺこりと頭を下げるのを見て、クロは眉をひそめた。

「……金があるならどうして戦力になりそうな男連中を集めないんだ、あのチビっ子魔王は？　女のわたしがいうのもなんだけど、この城にいる女たちの大半は、いざ敵が城下まで迫ればほとんど戦力にならないだろうに」

「……確かに、殿との方がたが少ないのはちょっと残念ね……」

「あんたの視点はちょっと違うと思う」

「そう？　──あ、ほら、この上よ」

　シロはクロを案内して螺ら旋せん階かい段だんを登っていく。クロは自分でうろついて調べた城内の見取図を脳内で広げ、

「……たぶんここ、あんたがこの前、逃げる時によじ登ってた塔の内側だよね？　あの大きな風車のついてた？」

「うん。あの時に窓から中が見えたのよね。すっごく見晴らしのいいところに綺麗なお風呂があるなーって」

　おそらく塔の上に設置されていた風車は、この高さまで汲くみ上あげた水を城内の各所に供給するために使われているのだろう。耳を澄ますと、どこかからかすかに歯車の音が聞こえてくる。

　螺旋階段を登りきった塔の最上階は、フロア全体が大浴場になっていた。脱衣所には誰もいないが、大浴場のほうには人の気配がある。

「……今のうちに捜すわよ、クロちゃん」

「いや、だからあるはずないだろ？」

　クロの言葉を無視したシロは、足音を忍ばせて脱だつ衣い籠かごに歩み寄り、中を漁あさり始めた。けれども、着古した服と真新しい着替えがあるだけで、肝かん心じんのナルグレイブはどこにもない。

「……やっぱり変態だったのね、ハルくん……」

　シロは悔しそうに親指の爪を嚙かみ、大浴場に通じる引き戸を睨んだ。

「単に常在戦場の気構えがあるだけだろ？　いい加減に変態ってワードから離れなよ」

「……クロちゃん、やけにハルくんのことかばうわね？」

　シロの視線が今度はぎろりとクロのほうに向く。壁に寄りかかっていたクロは、そのまなざしに溜息をついた。

「変に勘かん繰ぐらないでくれる？　……わたしだってあいつのことは気に入らないけど、認めなきゃならない部分はあるだろ？　実際、強いのは事実なんだし」

「まったく……クロちゃんはお尻が軽いわね。ご主人に申し訳ないと思わないわけ？」

「は!?　何だいそれ!?　別にわたしは──」

「だから静かにして、クロちゃん」

　ふたたびシロはクロの口を押さえて黙らせ、大浴場の引き戸に手をかけた。

「……いい、クロちゃん？　中に踏み込んだら、ハルくんの羞しゆう恥ち心しんにつけ込んで一気に籠手をもらうの。最低限、左手のパーツだけでも確保してね？」

「……何なんだよ、その卑ひ怯きようなやり口……」

「え……？　逆に何なの、その、軽けい蔑べつしきった目は……？　だってわたし、殴り合いとか、そういうのイヤだし……え？　平和的に解決しようとしてるのに、どうして軽蔑されないといけないの？」

「いや、だからね──」

「乱世の流儀に合わないからっていう理由だけで、どうして非暴力主義者のわたしが、何でも暴力で解決するクロちゃんにさげすまれなきゃいけないの？」

「むびゅ」

　涙目で詰め寄るシロの手が、クロの顎を下からガッと摑む。

「……クロちゃんが納得できないなら、右手のほうはあとでクロちゃんが殴り合いでも何でもして、ハルくんから奪うばえばいいでしょ？　でもね、わたしはそういう野や蛮ばんなことしたくないの。あくまで平和的に、痛いこととか怖いこととかしないで、なるべく楽して、無駄な汗をかかずに結果だけを手に入れたいの！」

「……じ、自分の横着さをそこまで堂々と主張できるってすごいね、あんた……」

「横着だなんてヒドい……とにかく、行くわよ、クロちゃん」

　シロはクロを解放し、引き戸をそろそろと引き開けた。

「お取り込みのところをお邪魔しま～す……お背中流しにきたよ、ハルくん？」

「おや」

　白い湯ゆ気げがもうもうと立ち込める広い浴場には、全身泡だらけのハルドールと、その背中を激しくこするケチャのふたりしかいない。いきなりふたりに踏み込まれたというのに、ハルドールは特に慌てた様子もなく、苦笑交じりにケチャを指さした。

「ご覧の通り、あいにくと今は俺の背中は空いてなくてね」

「ゆうしゃのせなかはまかせろ！　かわがむけるまでこすってやらあ！」

「……それはやめよう、ケチャ」

「だったらわたしたちは前のほうを──ね、クロちゃん？」

「はいはい」

　うんざり顔でうなずいたクロは、その時になって気づいた。

「シロ！　こいつ、持ってないよ!?」

「え？　ウソ!?」

「持ってないって、いったい何の話を──」

「ゆうしゃ！　おゆ！」

　ハルドールのセリフをさえぎるように、ケチャが手て桶おけにすくったお湯をざばんざばんと何度もブッかける。クロは眉をひそめてハルドールのそばを離れた。

「……で、何の話？」

　ぞんざいに泡を流してもらったハルドールは、顔をぬぐって立ち上がり、湯船に向かった。

「あら、可愛い見た目のわりにはなかなか……」

「あんた、見るところが違うだろ」

　少年のヌードをじろじろ見ているシロを小突き、クロは舌打ちした。入浴の時にも肌身離さず持っていると予想していたナルグレイブを、ハルドールは身につけていない。最初から実力で奪うつもりだったから落胆はないが、ハルドールの抜け目のなさが──判っていても──癪しやくに障さわる。

「……きみたちもよかったらどう？　この広いお風呂を俺ひとりで独占してるってのももったいないし」

　のんびりとお湯につかり、ハルドールは湯船の縁ふちに頭を預けて目を閉じた。

　クロはすばやくあたりに視線を走らせ、ナルグレイブを捜した。でも、広々とした大浴場のどこにもあのガントレットはないし、隠せそうな場所もない。

「くろボン！」

　ぺちんぺちんとクロのお尻をはたき、ケチャが椅子を指さした。

「ぬげ！　そしてすわれ！　あらってやる！」

「……もしかして、くろボンてわたしのこと？」

「くろくてボーン！」

　自分のまったいらな胸をさすりながらケチャが説明する。言葉は足りないけど、いわんとするところはだいたい判った。たぶんこのメイドは、シロのことは「しろボン」と呼ぶに違いない。

「……わたしはいいよ。あっちにいってごらん」

「じゃあしろボン、ぬげ！」

「やっぱり……」

「そ、そんなことより……」

　椅子に座らせようとするケチャをかかえ上げてクロに投げ渡すと、シロは泣きながらモザイクタイルの床に膝ひざをついてハルドールににじり寄った。

「ハルくん！　あっ、あれはどこ？　どこにやったの？」

「あれって？」

「こ、これ！」

　シロは湯船に手を突っ込み、ハルドールの腕を摑んで引き上げた。

「──あの雷が落ちる籠手のことよ……！　ね、わたしのぶんだけでいいからちょうだい！　ね？　いいでしょ？」

「そういうわけにはいかないな」

　たたんだタオルを頭の上に載せ、ハルドールは溜息をもらした。

「……ミス・グローシェンカは、いずれ俺と決着をつけるといってただろ、俺に勝ってナルグレイブを奪い取るって？」

「そ、それはクロちゃんだけで……わたしはそういう野蛮なことイヤなの！」

「それはそれでいいけど、だったらせめて、きみもじゃじゃさまに恩返しをするべきじゃないかな？　ミス・グローシェンカはこの前の戦いで筋を通してるけど、ミス・マシュローヌは違うよね？」

「わ、わたしもちょっとは戦ったからぁ！」

「ほんのちょっとね。……とにかく、彼女への義理をきちんと通した上で、あらためて俺と交渉してくれるかな？　それさえも嫌なら、当初の予定通り、俺の入浴でも寝込みでも襲って強奪してくれたらいいよ。今だって、本当はそのつもりで踏み込んできたんだろ？」
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「ご、強奪だなんて……ヒドい！　ハルくん、どういう目でわたしを見てたの？　わたし、暴力とかそういうのダメなタイプなのに！」

「いや、だって、頼まれてもいないのに俺の背中を流そうだなんて、何か下心があると考えるのがふつうだと思うけど？　背中を流すふりをしてナルグレイブを奪うつもりだったんじゃないの？」

「ぼっ、暴力は振るわない予定だったからぁ！　おねえさんの魅み力りよくにハルくんがもじもじしてる間にやんわりともらう予定だったからぁ！」

「……きみのやんわりはクマやパンダさえ絞め殺すレベルだからね……」

「じゃあ……じゃあ、ひとつだけ教えてくれる？」

「ナルグレイブの隠し場所以外なら」

「ヒドいっ！　ハルくんの意地悪！　うっ、ううう……！」

　シロは親指の爪を嚙んで泣きながら立ち上がった。

「──クロちゃん、傷心のわたしにつき合って！　ゴハン食べにいこ？」

「シロさぁ……その前にわたしにひと言あっていいんじゃない？　あんたのくだらない計画につき合わせて、結局は無駄足じゃないか」

「えっ？　どうしてクロちゃんまでわたしを責めるの？　ヒドい！」

「……あんた、泣けばつねに被害者になれるとか思ってない？」

「お嬢さんたち、食事がまだなら俺といっしょにどう？」

　ざぶりとお湯から上がったハルドールが、ケチャから受け取ったバスタオルを頭からかぶってそう声をかけた。

「──じゃじゃさまがさ、時間がある時は城下に出て民衆の生活を見ておけっていうんでね。それでちょっと外で食事してこようかと思ってたところなんだ。どこで何を食べてもお代はじゃじゃさまにつけておけばいいっていうし……どうかな？」

「あんたねえ、わたしたちをお嬢さんていうのは──」

「いいわね、みんなでゴハン！」

　むっつり顔のクロの口をみたび封じ、シロはにこにこ微笑んだ。さっきまで泣いていたはずなのに、この女の涙は本当に信用がならない。

「──この際だし、おたがいの理解を深めるのもいいわよね？　ね？　わたしのことをよく知ってもらえれば、きっとハルくんもこころよくわたしに籠手をくれるわよね？」

「たがいをよく知り合うのは俺も賛成だよ。じゃあ行こうか」

　ハルドールは脱衣所へ向かい、真新しい着替えに袖そでを通した。
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　すでに日は沈みかけ、東の空から忍び寄る夜の帳とばりが町を群ぐん青じよう色いろに染め変えつつある。長く伸びた影を引きずって歩く人々は、夜を前に家路を急いでいるのか、やけに足早だった。

「ケチャ、じゃじゃさまおススメの店はどこかな？」

「あっち！」

　大おお雑ざつ把ぱな道案内でハルドールたちが向かったのは、大通りよりもひと足早く夜が訪れたような、どこか淫いん靡びな空気のただよう裏通りだった。あからさまに女性が多いこの町で、この裏通りにはなぜか男の姿が目立つ。

「……つまり、そういう店が集まってる通りってことかな」

「ん～、いいお酒がありそう」

　かすかに香ってくる上質なアルコールの香気に、シロが形のいい鼻をひくつかせる。

「ケチャ、店の名前は？」

「しばりくび！」

「……はい？」

「しばりくび！　だったとおもう！」

「〈縛しばり首くび〉って……そんな物ぶつ騒そうな名前の店に客が来るわけないだろう？」

　ケチャの頓とん狂きようなセリフにクロが肩をすくめていると、シロがちょんちょんと肩をつついてきた。

「……クロちゃん、ちょっとあれ見て。わたし、怖い……！」

　裏通りの一角に、ひときわ大きな間口を取った構えの店があった。大理石の柱やタイルをふんだんに使用した豪勢な造りの三階建ての店で、それを誇こ示じするかのように、店頭やバルコニーに煌こう々こうと篝かがり火びが焚たかれている。

「客単価の高そうな店だね」

「じゃなくて、ほら、あれ……！」

　シロがその店の脇を指さす。

「……は？」

　見れば、店の隣となりの厩きゆう舎しやのところに太い木で組んだ枠のようなものが立っていて、そこにいくつか大きな袋のようなものが吊つられている。咄とつ嗟さにそれが何なのか理解できず、ハルドールたちは凝視してしまった。

「……何だい、あれ？」

「しばりくび！」

　ハルドールの肩から飛び下りたケチャは、小走りに吊られた麻袋のそばに駆け寄り、スカートをひるがえして蹴けりを入れた。

「──てい！」

「うぐぇ……」

　ケチャの回し蹴りを食らった袋が低い声で呻うめき、もぞもぞと動いた。

「!?」

　地上に下ろした麻袋を開けて中を確認してみると、縄で縛られた半裸の男が押し込められていた。袋の中で上下さかさまに吊るされていたらしく、真まっ赤かな顔で苦しげに喘あえいでいる。

「な、何なの、これ!?　こ、怖い……！」

「ここでのみくいするとこうなる！」

「え!?」

「……そういえば、俺が前に立ち寄ったことのある異世界に、貴人を処刑するにはこういう袋に詰めて撲ぼく殺さつするって国があったな」

「じゃあこいつもこれから処刑されるってこと？」

「おほほほほ！　あたくしの店の前で物騒なことをいうのはやめていただけるかしら？」

　ハルドールたちが男を囲んでひそひそやっていると、店の中から羽は根ね扇せん子すを持った女が出てきた。年の頃は三○代のなかばくらいか、匂におい立たつような色気のあるかなりの美女である。ゴージャスな銀色ラメのドレスに押し込まれたボディはシロ以上にむっちりとしているが、こういうプロポーションが好きな男は確実に存在する。

「ぎんボン！　きゃくつれてきた！」

　ケチャは軽く背伸びをしてドレスの女のおっぱいをぺたぺたと叩たたき、ハルドールたちを指さした。

「あらあら、ケチャが案内してきたってことは、陛下のご紹介のお客さまかしら？　ウチの店に欲しいくらいのお嬢じようさんがたに……こちら、可愛かわいい殿との方がただわね」

「俺もあなたのような美しいご婦人とお近づきになれて光栄だよ。……拷ごう問もんはノーサンキューだけど」

　ハルドールはちゃっかり美女の左手を取り、手の甲に軽くくちづけをした。

「お口のお上手なお客さまだこと」

　美女は顔の下半分を扇子で隠したまま、目を細めて笑っている。なかなか油断のならなそうな美女だった。

「──とにかくこんなところで立ち話も何ですし、さあ、どうぞ中へ♪」

「ちょっと待ってくれよ」

　クロは地面に転がされている男を指さし、美女に尋たずねた。

「うっかり足を踏み入れてこんな目に遭あったんじゃシャレにならないからね。ちゃんと説明してもらえるかい？」

「おほほほほ」

「おほほほほじゃなくて！」

「どうかお気になさらず。当店ではよくあることですわ」

「……どういう店だよ？」

「ウチで楽しいひと時をすごしたにもかかわらず、正規の料金をお支払いいただけない場合は、ほかのお客さまへの見せしめとして、身ぐるみを剝はいでここでひと晩すごしていただく決まりになっておりますのよ。つまり、この男たちは無銭飲食の犯罪者……容よう赦しや無む用ようですわ」

「だから〈縛り首〉なのか」

「はい？」

　いったんは店の中に入ろうとしていた美女は、ハルドールの呟つぶやきに足を止めて振り返った。

「いや、ケチャに店名を聞いたら〈縛り首〉だって」

「ケチャったら……ウチの店はそんな品のない名前じゃありませんわ」

　美女は手にしていた羽根扇子でエントランスの上にかかげられた看板をしめした。そこには見事な装飾文字で〈絞こう首しゆ刑けい〉と刻まれている。

「……〈縛り首〉も〈絞首刑〉も大差なくない？」

　シロが首を傾かしげてひとりごちる。しかしハルドールは、

「いや、あながちそうでもないよ。〈縛り首〉には未開地を思わせる野や蛮ばんさがただよっているけど、〈絞首刑〉という響きには法整備が進んだ文明の香りが感じられるからね」

「あら嬉うれしい。そのへんの微妙なニュアンスの違いを判ってくださるお客さまは珍しいんですのよ？」

　機嫌よさそうに笑って、美女はみずからクロたちを店内へと案内した。

　外観からある程度予想できていたが、〈縛り首〉あらため〈絞首刑〉の内装は贅ぜいを尽つくした見事なものだった。エントランスホールの中央には小さな噴水があり、その両サイドをぐるりと回り込むようにしつらえられた階段は、吹き抜けの二階にまでつながっている。高価な美術品と調度の数々、珍しい異国の植物がそちこちに飾られ、この店の華やかな演出にひと役買っていた。

「あらためて……グリエバルト魔王国ドウクス・エスタドス一の名店〈絞首刑〉へようこそ、みなさま。当店主人のドミナ・ドンナでございます」

　色とりどりのドレスの女たちをしたがえ、ドミナがハルドールたちに一礼する。

「──陛下からご紹介いただいたお客さまは、問答無用で一番高いＶＩＰルームにお通しすることになってますの。いろいろと内密の話もございますでしょうし……ささ、どうぞこちらへ」

「ありがたい気き遣づかいだね」

「そういえば、お客さまがたのお名前をお聞きしておりませんでしたわね」

「これゆうしゃ！」

　ハルドールの尻しりをはたいてそう答えたケチャが、続けてクロとシロの胸を横から無ぶ遠えん慮りよにひっぱたいた。

「で、くろボンとしろボン！　みんなバカみたいにくいやがる！」

「あらあら、陛下のお客さまにバカだなんて、相変わらずアタマが足りないのね、ケチャは。おほほほほ」

「あはははは」

　つき合いが長いのか、ケチャとドミナは顔を見合わせて吞のん気きに笑っている。その間もハルドールは、油断なくあたりに視線を飛ばしていた。

「ねえハルくん？　きみはどういう子が好みなの？」

　ハルドールの目の動きをどう解釈したのか、シロがこそこそと耳もとでささやいた。

「そう簡単には選べないな。みんな愛あい嬌きようがあるおねえさんたちばかりだし」

　そう答えながら、ハルドールはわずかな違和感を覚えていた。

　店の女主人であるドミナは、おそらくこの町でも指折りの美女といえるだろう。この場で彼女と張り合えるのは、それこそクロとシロだけに違いない。

　そんな彼女がおそらくみずから選び、雇やとっているはずの女たちは、けれども、みんながみんな絶世の美女というわけではなかった。もちろん、器量が悪いわけではない。いい悪いでいえばみんな器量よしだった。

　ただ、この町で一番の店に所属する女たちというわりには器量にばらつきがある。さらにいうなら、どう見てもはたち前ほどの娘もいれば、ドミナより年とし嵩かさ風ふうの女もいた。とにかくそのへんにいる女たちをかき集めてきて綺き麗れいに磨みがき上あげ、きらびやかに飾り立てたという感じがする。

　唯一共通しているのは、いずれもとびきり愛嬌があるということ──そこも加味するなら、間違いなく美女ばかりといえるが、この手の店のやりようにしては奇妙な違和感がぬぐえなかった。

「なあマダム」

　女の器量には興味がないのか、クロが一階フロアのテーブルを見下ろして尋ねた。

「──この町は男の数がやたら少ないようだけど、それで商売が成り立つのかい？　こういったら何だけど、こういう店のターゲットは男だろう？」

「くろボンさまはよそからいらしたのかしら？」

「クロでいいよ。……確かにこの町は初めてだけど」

「そうでございましたか」

　二階の一番奥まったところへとやってきたドミナは、紫のカーテンをめくってハルドールたちを招き入れた。

「確かにこの町の殿方の数は多くありませんけど、商売でよそからいらっしゃるかたがたも多いですし」

「ああ……そういう連中なら贅ぜい沢たくに遊ぶ金も持ってるわけか。やっぱり客単価が高いんだな」

「ええ。おかげさまで何とかやっていけております。身のほど知らずの男どもの屍しかばねの上に建った店、なんて悪口をいう連中もおりますけど、それは代価を払えずにさらし者にされた男たちの遠とお吠ぼえにすぎませんわ」

　一階フロアの華やかな猥わい雑ざつさから切り離されたＶＩＰルームには、大きなオーバルのテーブルとふかふかのソファが用意されていた。ここの調度類ももちろん上質で手抜きがない。こことくらべると、質実剛健なじゃじゃさまの城のほうが貧相に見えてくるくらいだった。

「今後は前もってお伝えいただければ、貸切にもいたしますから」

　じゃじゃさまの紹介なら勘かん定じようを踏み倒される心配がないと考えているのか、あるいは出せば出しただけ儲もうけになると思っているのか、何も注文していないのに、酒と料理が次々に運ばれてくる。巨大なテーブルが皿とグラスで埋まるまで、ものの三分もかからなかった。

「くえ、ゆうしゃ！　うめえから！」

　ケチャがケイポンのローストにナイフを入れ、誰よりも早くもぐもぐと食べ始める。ふだん給仕役に徹てつしている少女の横着さに苦笑していると、ドミナみずからハルドールのグラスにワインをそそいだ。

「──ところで、ゆうしゃ……さま？　ひょっとして、ブルームレイクを救ったと噂うわさの異世界から来た勇者ハルドールさまかしら？」

「自分で名乗るのは面おも映はゆいからいわないけど、ま、否定はしない」

「あんた……それはもう、自分で名乗ってるようなもんだろ？」

　ケチャの向こうを張るように、クロもまたすでに忙しそうにナイフとフォークを動かしている。ケチャの健けん啖たんさはたった今知ったばかりだが、クロとシロがやたら食べるということは、すでにきのう見て知っている。うかうかしていると、ハルドールが食べるぶんがなくなるだろう。

「なるほど……救国の英雄とそのご一行さまということですわね？」

　ドミナの言葉に、ひくっとクロの眉まゆが吊り上がった。

「いっとくけど、わたしは別にそいつの手下でも仲間でも──」

「そ、そういえば～」

「でゅふっ」

　シロがさりげなくクロの脇わき腹ばらにショートフックを叩き込んで黙だまらせた──ハルドールはその瞬間の目撃者となった。

「あ、あの～……そもそもこの国に男性が少ないのって、どうしてか教えていただけるでしょうか？　もしよろしければ、ですけど……」

「ひと言でいえば戦争のせい、それに陛下のおかげですわねえ」

「戦争のせい……？　徴兵されて男性の数が減ったということでしょうか？　そのわりには兵士の数が多いわけでもないですし……」

「いえいえ、この国に女が多いのは乱世デラ・オスキユーラになる前からですわ。この国なら女が安心して暮らせますから」

「……どういう意味だい？」

　脇腹を押さえて無言で身をよじっていたクロが怪け訝げんそうな表情で聞き返した。

「魔王ドウクスといっても、ジャマリエール陛下はああいうおかたですから」

　ドミナがじゃじゃさまの何を指してそういっているのか、ハルドールにはよく判らなかった。もちろんクロやシロにも判らなかっただろう。

「──あのおかたは、あたくしたち女の庇ひ護ご者しやなのですわ」

「女たちの庇護者……？」

「ええ。戦争が始まれば、真っ先にひどい目に遭うのは力のない女と子供たち……陛下はこの魔王国を建国した当初から、戦乱にもてあそばれる世界中の女たちに向けて、この国へ集まるように呼びかけてこられたのです」

「じゃじゃさまがそんなことを？」

　乱世終しゆう焉えんから次の乱世開幕までの四九九年間、魔王同士の争いは禁じられているとはいえ、結局、この世界の人々の上に君臨しているのは、そうした力を持てあました魔王たちである。おのずとどこの魔王国でも、力の強い者が社会の上位に立ち、弱い者がしいたげられるという構図になりがちだった。

　そんな中、自身が女だからか、それとも何らかの思惑があったのか、じゃじゃさまは自分の懐ふところに逃げ込んでくる女たちをあたたかく迎えてきたのだという。

「実際この国では、社会福祉は男よりもはるかに女に手厚く行き届くようになっておりますから」

　男よりも女のほうが人頭税が安く、法律も何かと女の味方をしてくれることが多い。建国から五○○年、その制度を維い持じし続けているおかげで、この国には世界各地から困こん窮きゆうした女たちが集まってくるのだという。

「軍拡より経済発展を優先してたのはそういう意味もあるのか……」

　テーブルの上を見て、ハルドールはしたり顔でうなずいた。

　ランマドーラは海から遠く離れた内陸の平野部に位置する町だが、今この食卓には、新鮮な海産物を使ったスープや海鳥のタマゴを使ったデザート、さらには秋にならなければ収穫できないはずの果物も並んでいる。これほどバラエティに富んだ皿を一度に提供できるということは、それだけこの町の市場に、大陸各地からさまざまなものが日常的に運び込まれていることをしめしている。

　サフランソースのかかったスズキのグリルをもぐもぐ食べながら、ハルドールはふと気づいた。

「……ひょっとして、マダムもこの国の生まれじゃないのかな？」

「ええ。あたくしだけでなく、この店のほとんどの子たちはそうですわね。生まれや素す性じようはそれぞれ違いますけど、共通しているのは、みんな男運がないことかしら？」

　ドミナはそれ以上詳くわしく語らなかったが、何となく事情は察せられた。ここではたらく女たちが器量も年齢もまちまちなのも、そのあたりに理由があるのだろう。いわばこの店は、何かに追われていた女たちが逃げ込む最後の砦とりでなのかもしれない。

「……女の庇護者を気取るのはいいけど、それで軍隊が弱体化してるんじゃ本末転倒だと思うけどね」

　真っ赤なワインを水のように何度もあおり、クロは呟いた。

「これまではそれでどうにかなってたのかもしれないけど、もう世界は乱世に突入してるんだろう？　男手が足りない、軍が弱い、それで国を守れなかったら、結局、この国に救いを求めてやってきた女たちはもっと不幸になるんじゃないか？」

「だから俺が呼ばれたんだよ」

　ハルドールはじっとクロを見つめた。

「簡単にいうじゃないか」

「俺が口先だけの男じゃないってすぐに証明してみせるさ。この国が女性上位の夢の国だというならさらに張り合いも出るしね」

「そうかい？　ま、好きにすればいいよ。わたしには関係ないことだし」

「ちょ、ちょっと、クロちゃん……」

　ハルドールとクロの間にただよい始めた剣けん吞のんな空気を察して、シロが今にも泣きそうな顔で相棒の肩を揺ゆすった。

「わたしとの決着がつく前に、あんたがよその魔王に殺されないように祈ってるよ」

「それはありがたいね。聖女にかぎらず、女性の祈りは俺を強くしてくれるからさ」

　そう小さく笑ったハルドールは、ちゃっかり彼の皿からスズキを強奪していたケチャを膝ひざの上に乗せ、黄色く汚れた口の周りを拭ふいてやった。

「……すいません、マダム」

　会話が途と切ぎれて居心地の悪い沈ちん黙もくが落ちてきた時、カーテンをめくって店の女がひょいと顔を覗のぞかせた。

「今、デルビル商会の会長さんがお見えになって、すぐにマダムを呼べと……すでにどこかでお飲みになってきたらしくて」

「あら、ご来店と同時に管くだを巻いてらっしゃるわけ？　どうせ酔ようなら最初からウチで高いボトルを開けていただきたかったのだけど」

「どうしましょう？　その……用心棒のような男たちもいっしょで……」

　そう伝える女はひどくおびえているようだった。どうやらあまりスジのいい客ではないらしい。

　少しとろんとしてきた目をマダムに向け、クロが尋ねた。

「……耳がいいんで聞こえちまったけど、下で騒いでるのは誰だい？」

「申し訳ございません、クロさま。──いえ、商談のたびにこちらへ寄ってくださるお客さまなのですけど、このかたがもうあたくしにべた惚ぼれで……おほほほほ」

「察するにマダムの崇すう拝はい者しやか。気持ちは判らないでもないかな」

「いえいえ、ここだけの話ですけど、金払いがよくなければとっくに出禁にしているようなお客さまですわ」

　マダムは自分の首に手を当て、軽く舌を出してみせた。

「──持って生まれた容姿のことはとやかく申しませんけど、品性のほうがどうにもこうにも……女たちも含めて、この店を丸ごと全部買い取ろうだなんておっしゃってくるようなお客さまですので」

　金がない客なら叩き出すだけですむが、なまじ金のある客だと無下にもできない。おそらくかなりの豪商なのだろう。

「どれ、ここは俺が間に入って──」

　ハルドールがケチャを脇にのけて立ち上がろうとするより先に、ワイングラスをまたひとつ空にしたクロが、軽く肩を回しながら席を立った。

「……やかましい客だね。黙らせてくるよ」

「お、おい、ミス・グローシェンカ！　きみが行くのはまずいよ！」

　魔法生物マギウスにも酩めい酊ていするということがあるのかどうか、ハルドールには判らない。が、明らかに今のクロは酔っている。少なくともふだんの彼女とは目つきが違う。力の加減を忘れた彼女がてのひらをひと振りしたら最後、ニンゲンやエルフはいうまでもなく、屈強なドワーフですら、ほかほかと湯ゆ気げを立てる丸焼きになりかねない。下手をすると店に延焼する恐れすらあった。

　慌ててハルドールがＶＩＰルームを出ると、すでに一階フロアはぴりぴりするような緊張感に支配されていた。

「……さっきからやかましいんだよ、デブ」

　階段の途中で手て摺すりに寄りかかり、ワインの香りのする溜ため息いきをつきながら、クロは噴水の前にいた男にいい放った。

「どこかよそに行きな。せっかくのワインがまずくなる」

「……え？」

　くだんの商人──ドン・デルビルは、いきなり現れた小麦色の肌の美女を見上げてぽかんと口を開けっ放しにしていた。その周囲にいる腕の太い男たちもまた、クロに見とれて言葉を失っている。彼女の美び貌ぼうからすれば当然のことだろう。

　それからたっぷり五秒ほどたってから、デルビルは贅ぜい肉にくの塊かたまりのような身体からだをぶるぶる震わせ、クロを指さした。

「き、きみい！　いきなり何なんだね!?　私は──」

「うるさい。黙りなっていってるだろ？　声が無駄にでかいんだよ、さっきから」

　頭ごなしにデルビルのセリフを封じ、クロは階段を下りていった。

「──この店は下品な客はお断りだ。怪け我がをする前にさっさと出ていくんだね」

「はは～ん……さてはきみ、新入りだな？　礼儀がなっていないところを見ると、きょうが初めての体たい入にゆうか？」

　デルビルは鼻の下のヒゲを撫でつけながら、無遠慮にクロの全身を眺ながめやった。

「体入なら私のことを知らなくても仕方ないなあ……ならちょうどいい、この機会に覚えておくことだ。私はこの店の常連で、城にも出入りが許されている御用商人の──」

「人の言葉を理解できないのに商売ができるのかい、あんた？」

　ぶちぶちっとイヤな音がして、デルビルのヒゲがはらはらと舞い落ちていく。デルビルがいやらしくクロに顔を近づけた瞬間、彼女の手がすさまじい速さで動き、嫌味な商人の鼻の下から悪趣味なヒゲをむしり取っていたのである。

「……むぐお!?」

　ワンテンポ遅れて痛みに気づいたデルビルがその場にしゃがみ込む。クロはそれを傲ごう然ぜんと見下ろし、指先に残っていたヒゲをふっと吹き飛ばした。

「今のは迷惑料だ。これ以上無駄に支払いをさせられる前に帰ったほうがいいよ？」

「てっ、てめえ……旦那さまに何て真似を！」

「許さねえぞ、このアマ！」

　取り巻きの用心棒たちが色めき立ち、いっせいにクロを取り囲んだ。修羅場の予感に店の女たちが悲鳴をあげ、固かた唾ずを吞のんでなりゆきを見守っていたフロアの客たちも、思わず腰を浮かせている。

「……わたしは再三警告したからね」

　うんざり顔で嘆たん息そくし、クロは右手を振り上げた。

「よしなよ、ミス・グローシェンカ」

　そこから繰り出されるのは灼しやく熱ねつの炎か、それとも必殺の拳こぶしか──ともあれ、死者が出てからでは遅すぎる。一瞬でクロのかたわらへと移動したハルドールは、彼女の手を押さえてたしなめた。

「……今のきみでは手加減ができないだろう？　ここはマダムの店だよ？」

「だから何だい？」

「内装や調度品を壊したらかなりの高額になる。当然きみには弁償できないだろうし、となれば代わりにじゃじゃさまが弁償することになる。……また彼女に借りができるけど、いいのかな？」

「…………」

「だいたい、きみがわざわざ拳を握るほどの相手じゃないだろう？」

「何だと!?　このガキ──」

「俺たちがどこから出てきたか、よく確認したほうがいいよ」

　殴りかかってきた目の前の男の胸を、ハルドールがてのひらで軽く突く。その一撃だけで、男は店の外まで吹っ飛んでいった。

「なるべく何も壊さないように……っと」

　さらにハルドールは、ほかの用心棒たちに何かさせる間もあたえず、あっという間に全員を通りへと叩き出してしまった。

「──さて、会長さん」

　鼻の下を押さえてへたり込んでいるデルビルを強引に立ち上がらせると、ハルドールはその肩を摑つかんで後ろを向かせ、ほこりを払ってやった。

「申し訳ないけど、今夜のところは帰ってもらえるかな？」

「あ、なっ、なん、お、おまっ」

「俺？　俺はほら……だからさ、ＶＩＰルームから出てきたんだから、何となく察しようよ、ね？　この国で一番偉そうにしてる人っていえば何となく判るでしょ、ここで商売をしてるなら？　もちろん俺だって、他人の威光を借りるのはあまり好きじゃないけどさあ」

「ええ!?」

　完全に酔いが醒さめたデルビルは、さっきまで真っ赤だった顔を急に青ざめさせた。

「ま、まさか!?　──じゃ」

「みなまでいわない！　秘密だよ！　お忍びってやつ？　判るよね？」

　ハルドールはデルビルの肩を叩いて店の外まで案内し、そこで気絶している用心棒たちを指さした。

「……とりあえずこのままだといかにも見苦しいし、ほかのお客さまたちにも失礼だから、さっさと彼らを連れてきょうはもう帰りなよ。じゃあね」

　デルビルを軽く突き離し、ハルドールは店の扉を閉めた。

「……余計なことをしてくれるね」

　戻ってきたハルドールを、クロが睨にらみつける。さっきよりもさらに酔いが回っているようだった。

「俺はあちこちの世界を渡り歩く勇者だから、基本、得え物ものにはこだわらないんだ。その世界で調達したもので戦うことにしてる」

　さらに何かいいかけたクロを制し、ハルドールはいった。

「──けど、たとえばここによく磨かれた名剣があったとしても、それで料理をしようとは思わないよ。料理には包丁を使うべきだからね」

「……何がいいたいんだい、あんた？」

「あんな連中を始末するのに使うには、きみの力は上等すぎるってことだよ。いい女は自分を安売りしないだろう？」

「……あんたは逆に言葉を安売りしすぎるよ。男のくせに口数が多すぎる」

　ハルドールの脛すねを軽く蹴飛ばし、クロはＶＩＰルームに戻っていった。





　　　　☆






　結局、その後もさんざん飲み食いしたハルドールたちが〈絞首刑〉をおいとましたのは、完全に日付も変わった真夜中のことだった。

「どうぞお気をつけて……なんていうのもおこがましいとは存じますけど」

　店の外まで見送りに出てきたドミナは、また羽根扇子で口もとを隠しておほほほと笑った。

　店の横では、今夜も所持金が足りなかった男たちが、身ぐるみを剝がれて麻袋に詰められ、無む慈じ悲ひに吊られていく。綺麗に着飾ったドレス姿の女たちが、額ひたいに汗しながら無銭飲食の男たちを吊るしていくさまは、どことなくシュールだった。

　ハルドールの視線に気づいたのか、ドミナはしたり顔でうなずき、

「……あのようなお客さまもいらっしゃいますけど、それでもここは、よその土地よりははるかに安全で住みやすい土地ですわ。ぜひともこの平穏を守ってくださいましね、ハルドールさま？」

「ああ」

　ハルドールは背中のクロを揺すり上げ、ドミナたちにウインクした。

「──それにしても、魔法生物でも酒に酔って眠りこけるものなんだね」

　熟睡中のケチャを小脇にかかえたシロと並んで、ハルドールはぐっと人ひと気けが少なくなった通りを歩いていく。もっとも、あと四、五時間もすれば、近隣に住む農夫たちが集まってきて、中央広場と満月通りに朝市を立て、賑にぎわしさに満ちたあらたな一日の幕を開けるのだろう。もしかするとランマドーラが静けさに包まれるのも、この深夜のひと時だけなのかもしれない。

　シロはクロの寝顔を覗き込み、小さく笑った。

「酔って寝ていたって、危険を感じればすぐに飛び起きるわ。むしろそういう時のクロちゃんが一番危ないのよ。半分寝ぼけたまま、無差別に周りのものを焼き尽くそうとするから……だからハルくんも、絶対にクロちゃんの寝込みなんか襲っちゃダメよ？」

「やれやれ……まだ信用されてないのかな、俺は？」

「んー……わたしよりクロちゃんのほうがハルくんを信用してると思うけど」

「彼女が？　とてもそうは思えないけどな」

「そんなことないわ。基本、クロちゃんは直感で生きる野生動物みたいなものだから、あれこれと言葉を交わすより、実際に戦うほうが相手を理解できるのよ。だから、ハルくんのこともそれなりに理解してると思う」

「ああ……それは俺も同じかな」

　少なくとも、おびえたりうろたえたりする裏で何かたくらんでいそうなシロより、たとえケンカっ早かろうと、直情的なクロのほうが考え方が判りやすいし、その意味では信用できる。

　とはいえ、さすがにシロにそう告げることもできず、ハルドールは溜息をひとつついて話題を変えようとした。

「……ところでさ、ミス・グローシェンカとそっちのケチャ、交換しない？」

「え？　女のわたしにクロちゃんを背せ負おえって……ハルくん、どうしてそんなヒドいこというの？　そもそもケチャちゃんだって、本当ならハルくんが背負ってくべきじゃないの？」

「いや、だってきみ……」

　大雑把に考えて、ハルドールとクロのパワーはほぼ互角、ならばクロを腕力でねじ伏ふせられるシロのパワーはハルドールを大きく上回る。シロのパワーなら、クロとケチャを左右の肩にかついで鼻歌交じりにスキップするくらいわけはないだろう。

　ハルドールは小さく咳せき払ばらいをし、

「……ミス・グローシェンカの性格をかんがみるに、もしあとで自分が俺に背負われて帰ってきたなんて知ったら、きっと大きく恥はじ入いるか激げつ昂こうするかのどちらかだと思う。それを避けるためにも、きみが背負っていったほうがいいと思うんだよ」

「そんなのいわなければバレなくない？」

「そりゃそうだが……」

　気づけばシロは、ケチャの後ろ襟えりに指を引っかけ、まるでバッグか何かのようにぶらぶらさせて歩いている。ケチャが熟睡を続けているからいいようなものの、どうもこの金髪美女の場合、自分への気遣いに全振りしすぎたせいで、他人への気遣いがひどく欠けている気がしてならない。

「……クロちゃんも、きっといろいろあるのよ」

「いろいろって？」

「いくら身近に危険なものがなかったとはいえ、クロちゃんがこんなに酔って寝込んじゃうほど飲むって、たぶん、不安なんだろうなって」

「不安？　片手ひら～、で何百人もの兵士たちを薙なぎ払はらえる彼女が？」

「強くさえあれば不安がないわけじゃないでしょ？　現にじゃじゃさまは、強い力を持ってるのに、国を守っていくことに不安があったからあなたを召喚したんだし、わたしたちの封印を解いたのよね？」

「まあ、人にはそれぞれの立場に応じた悩みがあるのは判るけど……察するに、きみたちのご主人のことかな？」

「ええ」

　シロは手を伸ばしてクロの額にかかった髪を指で梳すいた。

「──ゆうべわたしたち、あらためて自分たちが覚えてる記憶をすり合わせてみたの。でも、結局わたしたちが覚えているのは、おたがいのことと、わたしたちがご主人と呼ぶ誰かにつきしたがっていたということ──それくらいだった」

　ご主人、あるいはダンナと呼ぶ何者かが、本当は何という名前で、どんな姿をしていたのか、自分たち三人が最後に何をしていたのか、誰と戦っていたのか──何ひとつ思い出せないのだと、シロは淋さびしげにもらした。

「もしわたしたちが完全に記憶を失っていたなら、もしかしたらここまで不安にならなかったかもしれない。でも、わたしたちには中途半端に記憶が残っているから……」

「きみも不安なの？」

「不安だし、嫌だわ」

　シロは潤うるんだ瞳ひとみを伏せてうなずいた。シロが見せる涙の何割かは、彼女の高度な演技力によるものじゃないかと疑い始めているハルドールだけど、この涙はおそらく本物に違いない。

「……あんなに好きだったはずのご主人のことを思い出せないことも嫌だし、なぜ自分たちだけが戦場に放置されていたのかを考えるのも怖い。前にじゃじゃさまがいってたように、状況から考えれば、ご主人が討ち死にして自分たちがそのまま放置されていた可能性もあるでしょ？」

「だけど主人の死を信じたくはない、か……」

「もちろんご主人が生きていてほしいとわたしたちは思ってるわ。だけど……だとしたら、どうしてわたしたちは戦場に置いていかれたの？」

　主人が死んだと考えたくないシロたちの気持ちは理解できる。しかし、もし主人が生存しているのだと仮定すると、何らかの理由でシロたちを戦場に捨てたことになる。どちらにしても、それはシロたちにとっては耐えがたいことに違いない。

「……ご主人本人を見つけて問いただすか、でなければご主人のことを知る人を見つけるかしないと、とても真相は判らないけど……」

「そうか……」

　自分の肩に顎あごを乗せて眠るクロを振り返り、ハルドールは笑った。

「意外に繊せん細さいなところもあるじゃないか、ミス・グローシェンカ」

「ハルくん、いくらわたしたちのことを好きになっても無駄よ？　わたしたちはご主人のものなんだからぁ」

「……そう聞くと、見ず知らずのご主人とやらへの嫉しつ妬とが止まらないね。俺だって本来の姿になればかなりイケてるダンディだと思うんだけど、それでもダメ？」

「んー……外見がどうのというより、ハルくんはちょっと口数が多すぎるかなぁ？　そのせいで軽薄そうに見えるっていうか……」

「……ミス・グローシェンカにもいわれたよ、それ。けど、女性に対する賛辞はいくら連ねてもやりすぎってことはないと思わない？」

「ご主人はもっと寡か黙もくで渋い人だったような気がするのよね……だから、ハルくんとはぜんぜんタイプが違うみたい」

「そうなのか……けど、だからといってこのスタイルを捨てたら、俺は俺じゃなくなるしなあ」

　いつしかハルドールたちは城の近くまで戻ってきていた。町が夜のしじまに支配されていようと、さすがに城の守りに休みはないのか、門前や城壁の上には篝火がいくつも焚かれ、白銀の鎧よろいに身を包んだ兵士たちが槍やりをかかえて歩ほ哨しようについている。

「おっ、お帰りなさいませ！」

「ご苦労さん」

　ハルドールたちの帰城に番兵たちが緊張気味に敬礼する。とはいえ、彼らが緊張しているのはハルドールに対してではなく、シロとクロのふたりに対してだろう。近衛このえ騎士たちがクロひとりに蹴散らされたという話は、すでに城内の兵士たち全員の知るところとなっているようだった。

「……ねえ、ハルくん、あれ──」

　城門を抜け、広大な中庭の中を縫ぬう道を歩いていると、シロが何かに気づいてハルドールの肩を揺さぶった。

「え……？」

　シロに急せかされて顔を上げると、まばらに輝く星々の間を、それよりもはるかに明るい光を放つ何かが飛んでいくのが見えた。それもひとつやふたつではない。いくつもの光が尾を引いて、東から西へ、あるいは北から南へ、夜空を横切って飛んでいく。

　それがいったい何なのか、ハルドールにも判らない。ただ、同じくその光に気づいた兵士たちは、ひどくうろたえた様子で空を見上げていた。

「な、何なんだ、あの光は……？」

「流れ星──じゃないよな？」

「とっ、とにかく、総員、警戒態勢！」

　ざわつく兵士たちを一いち瞥べつし、ハルドールとシロは顔を見合わせた。
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　絆ばん創そう膏こうが貼はられた鼻の下をかき、ドン・デルビルは顔をしかめた。

「……くそ」

「何かいったかね、デルビル会長？」

　頭上から降ってきた地鳴りのような声に、デルビルは思わず首をすくめた。

「い、いえ、ちょっと……」

「そうかね？　まあいいが……身体はいたわりたまえ。いくら金を稼かせいだところで不健康では人生楽しむことはできんよ？」

「は、はあ……」

　隣に立つ身長五メートルのジャイアントを見上げ、デルビルはぎこちなく笑った。

　いったいいつの時代に作られたものか、深い森の奥にひっそりと存在する遺跡が、盗賊巨人ザブームの目下の本拠地である。その遺跡に今、長ちよう蛇だの列をなして、おびただしい量の物資が運び込まれていた。デルビル商会がザブームに供出した、武器や防具、兵ひよう糧ろうといった軍需物資である。

　続々と積み上げられていく物資の山を満足そうに眺め、ザブームは自慢のヒゲを撫でつけた。

「これほど短期間にこれだけの物資が揃そろうとは……さすがはデルビル商会だ。仕事が早くて助かるよ」

「いえいえ、陛下にはいつもお世話になっておりますから」

「陛下？　それはさすがに気が早いな。吾わが輩はいはまだ一介の盗賊にすぎぬよ」

「陛下が一国のあるじとなるのもそう遠くはない……私はそう信じておりますので」

　デルビル商会とザブームとの関係が始まったのは、乱世に突入するよりも前──かれこれ一○年以上も前のことになる。デルビルはザブームにひそかに物資や資金を提供する代わりに、ほかの商人たちの隊商を襲撃してもらい、その販はん路ろを奪うばい取とってきた。また、周辺諸国に出入りしてさまざまな情報を手に入れることで、ザブームを討伐しようとする動きがあれば、逐ちく一いちそれを伝えてサポートもしてきた。いわばデルビルとザブームは、表おもて沙ざ汰たにできない共犯関係にあるといえる。

　そのザブームが、乱世の到来に合わせて大魔王グラン・ドウクスへの道を歩み出した。デルビルはそこに賭かけたのである。

「実を申せば」

　とうの昔に水の枯れた噴水広場に積まれた木箱が、盗賊たちの手で片かたっ端ぱしから開けられていく。中身はぴかぴかの未使用の盾や鎧、防具の数々だった。

「……これらの武器と防具は、本来であればランマドーラへ運び込むはずのものだったのですよ」

「ほう？」

「ジャマリエールの小娘が、高値で買うからとにかくまとまった数の武器と防具を用意しろとワガママをいいましてな……確かに、これまであの国にはかなり稼がせてもらいましたが、正直、この先の乱世を生き抜いていくには力不足です」

　デルビルは肩をすくめてかぶりを振った。

「──ましてやザブーム陛下に目をつけられたとなれば、一年ともちますまい。ならばこれ以上小娘に肩入れしても損そんがふくらむだけですからな」

「それよりは吾輩に恩を売って戦後の儲けを大きくしたほうがよい、と？」

「ありていに申せば」

「商人にしては正直者だな、貴公は」

　巨体を揺すって笑ったザブームは、ふと思い出したように、

「……そういえば思い出した。確か貴公にも、吾輩ほどではないにしろ、立派なヒゲがあったような気がするのだが？」

「あ、いや、これは……」

　絆創膏を押さえ、デルビルは口ごもった。

「……先日、ランマドーラでいささか」

「ほう？」

「そ、そうだ、いい機会ですので、ぜひ陛下のお心に留めておいていただきたいことがあるのですが……」

「何かね？　いってみたまえ」

「ランマドーラの城下に〈絞首刑〉という店があるのですが、ランマドーラを攻め落としたあかつきには、そこの女たちをぜひ私にお下げ渡しくださいますよう……」

「尻の毛を抜かれるという話はよく聞くが、さては貴公はヒゲをむしられたか」

「まあ、何と申しますか……その、はあ」

「よかろう。吾輩も、あの経済都市を灰に変えてしまうのは惜おしいと考えている。可能なかぎり無傷で手に入れるつもりだが、いずれにしろ、再建の折には貴公にも手を貸してもらわねばならんからな。酒場のひとつやふたつ、安いものだよ」

「は……あ、ありがとうございます」

　もしザブームがそのへんにいる怪力だけが自慢のジャイアントであったなら、いかに強かろうと、デルビルも手を組もうとは考えなかっただろう。しかし、ザブームは突然変異ともいえる知性派のジャイアントだった。破壊しか考えない同類とは正反対の、冷静な思考を持つ戦略家で、だからこそこうして取引が成立する。

「──そう、ということは貴公、ついこの前までランマドーラにいたのだな？」

「は、はい」

「では、何か勇者の話は聞かなかったかね？」

「ああ……はい。町はその噂でもちきりです」

「例の傭よう兵へい団だんがあっさり潰かい走そうした話は貴公も知っているだろう？」

「はい」

　グリエバルト魔王国に加勢するはずだった傭兵団が、契約を反ほ故ごにしてブルームレイク攻めに転じたのは、そもそもザブームがめぐらせた策の一環だった。信用第一のはずの傭兵団を寝返らせるために、ザブームはかなりの現金を用意しなければならなかったが、そのためにデルビルも少なからず協力している。

「……せっかく寝返らせた傭兵たちが、その勇者の活躍であっさりと潰走させられたという。もちろん吾輩とて、あの傭兵団だけでブルームレイクを落とせるとは考えていなかったが、だとしても、支払った金に見合う戦果でなかったのは事実だよ。もし本当に彼らを叩たたき潰つぶしたのがその勇者だというのなら、何か策を考えなければならぬ」

「確か……ハルドールとかいう名前だとは聞いておりますが」

「うむ。吾輩の手の者が聞いてきたところによれば、まるで少年のような風ふう体ていで、左右に赤毛と金髪の美女がついていたとか」

「少年……？　赤毛の美女……？」

「ん？　どうかしたかね？」

「いえ……その美女というのは、ひょっとして、こう、肌がほんのり焼けたような」
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「知っているのかね？」

「……かもしれませぬ」

　デルビルは険しい表情で鼻の下を押さえた。
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　当たり前のことだが、城の住人たちは、何か必要になったとしても、わざわざ城下に買い物に行ったりしない。食料や消耗品のたぐいはとにかく量が多いため、定期的に商人たちのほうから納入にくるという。

「……だったらわざわざ買い物に出なくてもいいんじゃないの……？」

　市場の雑踏の中で不安そうに周囲を見回し、シロはハルドールの上着の裾すそをぎゅっと引っ張った。この人いきれの中では連れと簡単にはぐれてしまいかねないから、気持ちは判らないでもない。が、いかんせん、腕力にしろ握力にしろ彼女は強すぎる。

「あの……ミス・マシュローヌ？　新調したばかりの服が破れるから、少し力をセーブしてくれるかな？」

「えっ？　ひ、ヒドい、ハルくん……わたしの不安が判らないの？」

「きみほどのパワーがあって何が不安なんだか……だいたい、そんなおびえるくらいなら、わざわざついてこなくてもよかったんだよ？」

「だ、だって……もしかしたら、何かのきっかけでハルくんに大きな恩を売ることができるかもしれないし──」

「はい？」

「ほ、ほら、たとえばここに狂暴な暴れ牛が突っ込んできて、わたしが身を挺ていしてハルくんを助けたりしたら、お礼に籠こ手ての左手のほうを──」

「……暴れ牛がここに現れる可能性はゼロじゃないにしても、俺が暴れ牛をよけそこねる確率はゼロだよ。というか、わざわざよけるまでもないし」

　勇者力をそそぎ込んだハルドールの拳なら、巨大なパンダの頭ず蓋がい骨こつだろうと水牛の頭蓋骨だろうと、一撃で砕くことができる。暴れ牛に後おくれを取ることなどありえない。

「そ、そんな……！」

　そう聞いたシロは洟はなをすすって涙ぐんでいる。しかし、この涙にいちいちつき合うのは労力の無駄だということをすでに知っているハルドールは、それをスルーすると、自分たちの少し後ろを歩いてくるケチャとクロをちらりと見やった。

「……気のせいか、きょうのミス・グローシェンカはおとなしいね。口数もやけに少ないし。何かあった？」

「この前のことがあったから、それで照れ臭いんじゃないの？」

「この前って？」

「だから、酔って正体をなくしてハルくんに背負われて帰ったこの前の夜のこと」

「えっ？　きみ、そのこと彼女にしゃべっちゃったの？」

「うん」

　こともなげにうなずくシロ。ハルドールは思わず上ずる声を抑おさえ、シロにいった。

「俺に背負われて帰ったことを知ると、ミス・グローシェンカの精神衛生上よくないから、代わりにきみに背負っていってと俺は頼んだよね？」

「うん」

「でもきみがそれを断ったんだよね？　いわなきゃばれないって？」

「うん」

「なのにばらしたの？」

「うん」

「どうして？」

「だって、ばらしたほうが面白そうだったし……」

「きみは何かというと俺をヒドいヒドいというけど、きみのほうがヒドくない……？」

　ハルドールは首をすくめてクロを振り返った。

「…………」

「ひいっ!?」

　クロのほの暗いまなざしとまともに正面から見つめ合ってしまい、ハルドールは慌あわてて前に向き直った。

「あ、あれは絶対に怒ってる顔だな……理不尽だ。理不尽すぎる。どう考えても俺に落ち度はないのに──」

「クロちゃんはあの通り不器用で意い地じっ張ぱりな子だからぁ」

　シロは他ひ人とごとのように楽しそうに笑った。

「あなたに借りを作ってしまったことが悔しくて、けどそれを言葉にするのも男らしくない──っていい方はおかしいけど、とにかく文句もいえないから、せめてああして睨むことしかできないんじゃない？」

「……本当に理不尽だ」

　女からの恨うらみがましい視線のひとつやふたつ、ふだんなら何とも思わないハルドールだが、相手は人を一瞬で丸焦げにできる物騒な魔法生物である。それに、彼女を心服させなければならない以上、このままでいいはずがない。

　ハルドールはその場できびすを返し、クロに歩み寄った。

「代わろう、ミス・グローシェンカ」

　人ひと混ごみの中を歩き疲れたのか、いつの間にかケチャはクロにかかえられてぐっすり寝こけていた。確かこの少女はハルドールの世話係だったはずだが、逆にハルドールやその周囲の人々にたびたび面倒をかけていることについては、果たしてどう考えているのだろうか。

「別にいいよ。さして重いもんでもないし」

　クロはぷいっとそっぽを向き、まるで濡ぬれたタオルをかけるかのように、かかえていたケチャを肩に乗せた。

「……いったいどんな理由があってこんな年で城勤めのメイドなんてやってるのか知らないけど、たぶんいろいろと疲れてるんだろ」

「そうだね……きみはやっぱり」

「……何だい？」

「きみはやっぱり、本質的には弱者に対して思いやりを持てる人なんだな」

「は？」

「この前だって、結局きみたちは俺といっしょにブルームレイクを守ってくれたろう？」

「ただあんたに乗せられてやっただけだよ。……久しぶりにのびのびと身体を動かしたかった、ただそれだけさ」

「いつかきみのご主人と再会した時のために──かい？」

「ああ」

　すでにクロはあのじっとり湿しめった視線を引っ込め、何も気にしていないとでもいいたげに、路ろ傍ぼうの屋台を覗き込んでいる。ハルドールはスパイスの利きいたヒツジの串くし焼やきを何本か買うと、クロとシロに差し出した。

「……俺の仕事はこの乱世を勝ち抜いてじゃじゃさまを大魔王にすることだ。そのためにはきみたちの協力が必要だとじゃじゃさまがいっている」

「だろうね」

　受け取った串焼きにさっそくかじりつき、クロは鼻を鳴らした。

「俺自身は、たとえ俺ひとりでもやりとげるつもりでいるんだ。ただ……判るだろう、ミス・マシュローヌ？」

「えぇと……わたしたちがいたほうがずっと楽だってこと？」

「流れる血の量が減るといったほうがいいかな。……俺はいつだってきみたちと仲よく楽しくやっていきたいと思ってる」

「でもぉ……ねえ？　わたしはそういう物騒なのイヤだし……」

　正直、シロの怖がりはファッションというかビジネスというか、本人がそれをどこまで狙ねらっているかはともかく、実質的に、「かよわくはかなげで美しいわたし」を演出するためのものとしか思えない。たとえばシロを餓うえたオオカミの群れの中に放り込んでひと晩放置したとしても、翌朝ハルドールが発見するのは、死し屍し累るい々るいと転がるオオカミの中で号泣する無傷の彼女だけだろう。

　ハルドールはさらにシロの空いているほうの手にも串焼きを握らせ、

「──もしきみのいうご主人とやらが生きていたら、この乱世でどう動くかな？」

「それは──」

「戦うだろ」

　シロより先にクロが答える。

「──はっきりとは覚えてないけど、これだけは断言できる。わたしたちはずっと戦ってた。だから、ダンナが生きていれば、今度の乱世でもきっと大魔王を目指して戦い始めてるはずだよ」

「だったら、きみたちがご主人と再会するためには、同じ舞台に立つほうがいいと思わない？」

「それは……一理あるかもしれないけど……」

　シロはいぶかしげな表情でクロと顔を見合わせ、もそもそと串焼きをかじった。しかし、クロは食べ終わったあとの串をハルドールに差し向け、不ふ敵てきにいい放った。

「だから俺に協力してくれって？　さすがにそんな手には乗らないよ。戦うならあんたらだけで戦うんだね」

「いい話だと思うんだけどなあ」

「この乱世でダンナが台頭してくるのなら、わたしたちはそれを待っていればいいだけのことだろ？　たとえあんたがわたしからの挑戦を拒み続けたとしても、ダンナと戦うことになれば勝敗は見えてる」

「え？　そう？　俺だってそこそこ強いつもりなんだけど……」

　眉み間けんにしわを寄せ、ハルドールは苦笑した。

「どっちが強いかって話なら、わたしもクロちゃんの意見に賛成だわ。ハルくんじゃご主人には絶対勝てない気がする」

「ご主人のことを具体的には何も覚えてないのに？」

「でも、とにかく強かったってことは覚えてるから……確かにハルくんも規格外のニンゲンだけど、ご主人にはおよばないと思う」

「そういうことだよ。判ったかい？」

　ずっと気難しげな顔をしていたクロが、きょう初めて笑みを見せた瞬間、ハルドールは名前も知らない、見たことすらないそのご主人とやらに、激しい嫉妬を感じた。ご主人なるその男は、これほどの美女たちから無制限の信頼を勝ち得ているのだ。

　かすかな動揺を鎮しずめたハルドールは、小さく咳払いをして続けた。

「……だとしても、きみたちは俺の提案に乗るべきだと思うよ」

「しつこいね、あんたも」

「何の理由もなくいってるわけじゃないよ。──そもそもこの乱世では、かならずしもきみたちのご主人が勝ち残れるとはかぎらない」

「は？　あんた、わたしたちのダンナを馬鹿にするのかい？」

「だって、今のご主人には最強の武具のはずのきみたちがいないわけだろう？」

　ハルドールの指摘に、クロの怒気がしゅるりと引っ込んだのが判った。

「それに、きみたち主従が別れ別れになったのだって──これは推測でしかないけど、おそらく戦いに敗やぶれたからだ。だったら、今度の乱世でもご主人がふたたび後れを取らないとはいいきれない。だとすれば、きみたちにとってベストなのは、一日でも早くご主人と感動の再会を果たすことじゃないかな？」

「もちろんそうよ。わたしたちだってご主人に今すぐ会いたいわ」

　両手に食べかけの串焼きを持ったまま、シロがぐすぐすいい始める。

「だからだよ。ご主人が台頭してくるのを待つというのもひとつの手だけど、きみたち自身が有名になれば、逆にご主人のほうがきみたちを見つけて、ここまで迎えにきてくれるかもしれない。……どう考えても、ただ待つより効率がいいよね？」

「それは確かにそうかも……」

　計算高いシロが串焼きを食べながら思案顔を見せる。クロもハルドールの提案にツッコミどころが見つからないせいか、何もいえずにうつむいていた。

「……ただ、ひとつだけ難点がなくはない」

「難点……？」

「ああ。……きみたちが戦場に置き去りにされていた理由が、もしご主人に見捨てられたからなのだとすれば、いくらきみたちが威い名めいをとどろかせようと、彼がきみたちを迎えにくることは──」

「おい」

　ハルドールにみなまでいわせず、クロが串を投げ捨てて襟首を摑もうとしてきた。寸前でその手を逆にハルドールが摑み止めると、クロは静かに左の拳を握り締め、

「……それ以上くだらないことをいうんじゃない。口が腐るよ？　わたしが消毒してやろうか？」

「加熱殺菌の必要はないよ。毎朝毎晩、それに三度の食事の前にも歯を磨いてる」

「その減らず口……本当にムカつくよ」

「ちょ、ちょっと、クロちゃん──」

　ハルドールとクロの間でシロがおろおろしている。が、それ以上に周囲の人々のほうが、両者の睨み合いに気づいてざわついていた。人出の多い市場ならケンカや摑み合いくらいは日常茶飯事だろうけど、そうしたトラブルに慣れている人々だからこそ、ハルドールたちの睨み合いがふつうではないことを敏感に感じ取ったのかもしれない。

「いい加減先延ばしにするのはやめなよ。……いい機会だ、そろそろ決着をつけようじゃないか、おチビちゃん」

　クロの全身から、目に見えるくらいのねっとりとした殺気が放たれている。それを浴びた市場で遊ぶ子供たちが唐突に泣き始め、それをきっかけに、ハルドールたちの周りから徐じよ々じよに人の波が引いていった。もし彼らの中にいる者が、ここで対たい峙じしているのが救国の英雄と最強の武具だということを知っている者がいたなら──そして、ハルドールたちがブルームレイクで数千の敵をさんざんに打ちのめしたということに気づいたなら──一気に大パニックになるだろう。

　ハルドールはあたりを見回し、

「……ご主人の教育がよくなかったのかな？　人に迷惑はかけないようにって教わらなかったの？」

「わたしを挑発してるつもりかい？　どうでもいいんだよ、ほかの連中のことなんて」

「じゃあやればいいんじゃないかな？」

「あんた──」

　性格的に考えて、よっぽどのことがないかぎり、クロは無抵抗の相手に攻撃を加えたりしない。その、〝よっぽど〟のラインがどこにあるのか──実をいえばハルドールにも判らなかった。ご主人のことを引き合いに出してさんざん挑発した結果、もしかしたらとっくにそのラインを踏み越えていて、今にも周囲の人々まで巻き込むような魔法を炸さく裂れつさせる可能性だってゼロとはいいきれない。

　ただ、それでもハルドールは、クロの激発はない、と信じていた。

「──おい、クロぼん！」

「ひぇわ!?」

　今にも破裂しそうな両者の緊迫感を一瞬で霧む散さんさせたのは、それまでクロの肩で寝ていたケチャだった。

「こうしてみるとますますでけえ！　ケチャにもわけろ、これ！」

　そういいながら、ケチャはクロのバストをばしばしひっぱたいた。

「こっ……お、この──」

　いきなりデリケートゾーンに一撃を受け、「ひぇわ!?」なんてあられもない悲鳴をあげてしまったのが恥ずかしかったのか、クロはケチャを摑み上げただけで何もいえず、かすかに頰ほおを赤らめ口をぱくぱくさせていた。

「ふぅむ」

　こういう時、さらにからかって追撃するべきか、それともあえて彼女を辱はずかしめずに流してやるべきか──なんてことを考えていると、がしゃがしゃとやかましい鎧の音を引きずって、ガラバーニュ卿きようと数人の兵士たちがやってきた。
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「ああっ……や、やはりあなたがたでしたか──」

「おや、団長さん、市中見回りかな？」

　摑んでいたクロの手を離し、ハルはガラバーニュ卿に向き直った。すでにその頃にはクロの殺気も消え去り、周囲の人々の動揺も子供の泣き声もあらかた収まっていた。

「見回りかな？　ではありませんぞ、まったく……」

　兜かぶとを脱いで汗を拭き拭き、ガラバーニュ卿はハルドールにささやきかけた。

「……妙な四人連れが市場のド真ん中で睨み合っている、よく判らないが今にも何か大変なことが起こりそうだと、複数の市民からの通報があったのです」

「もしかして俺たちのこと？」

「四人組の風体を聞いた瞬間、そうではないかと思って慌てて駆けつけてまいったのです。……もちろん勇者どのはそのようなことをなさるまいと信じておりますが、その、まあ、お連れのかたがたは──」

　ハルドール越しにちらちらとクロを見やり、ガラバーニュ卿は言葉を濁にごしている。ポンガ某なにがしと並んで彼ら神殿騎士団の自信を木こっ端ぱ微み塵じんに打ち砕いたのがクロなのだから、ガラバーニュ卿が彼女を苦手に思うのも当然だろう。

「大丈夫、何でもないよ。というか、むしろここの市民の防犯意識、危機管理能力の高さに拍手を送るべきだ」

　ハルドールは明るく笑ってガラバーニュ卿の肩を叩くと、こっちも声のボリュームを落としてそっとささやいた。

「……それはそれとして、この町には不ふ穏おんな輩やからが少なからず入り込んでるね？」

「は!?　と、おっしゃいますと？」

「このへんをみんなで歩いていて、何となく感じたんだよ。まあ、彼女たちはあの通りの美女だから、男女問わずに注目を浴びるのは当たり前だよね。けど、俺たちのあとをつけてじっと観察してる連中が何人かいた。美女ふたりの熱狂的なファンという可能性もなくはないが、それでも一時間以上も距離を置いてつけ回すっていうのはね」

　ハルドールとクロとシロ、この三人を下心抜きにつけ回す者がいるとすれば、その目的はおのずと絞られる。

「お三方の正体を知った上で、暗殺の機会を窺うかがっていた──とか？」

「可能性はなくはないよね。何しろこの前の戦いに勝ったとはいえ、敵を追い払うのがおもな目的だったからさ。あの時の傭兵たちの生き残りが、商人に化けてまぎれ込んでいても不思議じゃない。例の巨人が絡んでるかもしれないんだろ？」

「は、はあ……」

「おい、あんたら」

　男ふたりのナイショ話に、不機嫌そうなクロの声が割り込んできた。

「はっ、はいっ!?　な、何でしょうか、グローシェンカどの!?」

「どうでもいいから、ここの支払い」

「は……？」

　見ればケチャがすごいいきおいで串焼きをぱくついている。

「ケチャにないしょでズルいな、おまえら！　こんなうまいもんくって！」

「じゃじゃさまがケチャを城勤めにしておく理由がよく判ったよ」

　こんな少女を城の外におつかいに出したら、あちこち寄り道してばかりで戻ってこないに違いない。ハルドールは手持ちの金でケチャの暴食の代価を支払うと、ガラバーニュ卿の肩を叩いた。

「そういうことだから、見回りよろしく」

「はっ！　勇者どのも、なるべくなら、その──」

「判ってるさ、トラブルは起こさないよ。……さあ、行くよ、ケチャ」

「もうすこし……あと一○ぽん！」

「そんなに食べたら夕食が入らなくなるぞ」

　口いっぱいにヒツジ肉を頰張る少女をかつぎ上げ、ハルドールは歩き出した。

「──おい」

　すかさずハルドールの横についたクロが、真正面を見み据すえたまま低い声でいった。

「さらっと何もなかったことにするんじゃないよ。場所を変えたいならあんたが好きなところを選びな」

「あれ？　まだ怒ってる？」

「おこるな、クロぼん。ケチャのかおにめんじてゆるせ」

　事情も判っていないくせに首を突っ込んでくるケチャを黙もく殺さつし、クロはいった。

「当たり前だよ。……ダンナがわたしたちを見捨てるわけがないだろ？」

「じゃあいいじゃないか。俺が提案したように、この乱世で名前を売って、ご主人に見つけてもらえば手っ取り早い」

「それまであんたたちに利用されろって？」

「そこはおたがいさまって考えようよ。──この一年、俺に協力していっしょに戦ってくれたら、乱世が終わった時にきみたちのご主人捜しに手を貸すよ。その頃にはじゃじゃさまが世界の支配者になってるはずだから、人捜しも楽なもんさ」

「そうはいうけど……ハルくん、もしその前にご主人の居場所が判ったら？　もしこの国と敵対する魔王として現れたらどうするの？」

「そこはまあ……これはじゃじゃさまには秘密にしてね？」

　ハルドールは唇くちびるの前に指を一本立て、美女たちにウインクした。

「──もし乱世が終わる前にご主人の居場所が判ったら、俺はいさぎよくきみたちを解放するよ」

「は？　あんた本気でいってる、それ？」

「もちろん。だからじゃじゃさまには秘密っていったんだよ」

　いかにクロとシロの所有権がハルドールにあるとはいえ、今の話をじゃじゃさまが聞けば猛反対するに決まっている。それはいってみれば、敵対する魔王に強力な武具をタダでくれてやるようなものだからである。

　シロは目を丸くし、

「……ハルくんはそれでいいの？」

「いいよ。何でそんなこと聞くの？　それがきみたちの望みなんだよね？　現にこの前は、ミス・グローシェンカにすんなり右手のパーツを渡したよね？」

「それはそうだけど……もしそうなったら、この国は負けるのよ？」

「どうして？　負けないだろ？」

　ハルドールは大おお袈げ裟さに肩をすくめて笑った。

「──結局、最後に勝つのは俺だからさ。きみたちと戦うのは胸が痛むけど、そこは俺もプロの勇者だからね」

「あんた……それは要するに、ダンナとわたしたちがいっしょになっても、それでもあんたのほうが強いっていう意味かい？」

「それ以外の解釈があるかな？」

「…………」

　クロは何もいわなかった。だが、怒りに言葉を失っているというより、そもそもハルドールの提案に心が揺れているのだろう。表情を見れば何となく判る。

　その時、周囲の雑踏から驚きの声があがった。

「みろ、ゆうしゃ！」

　ケチャが容赦なくハルドールの二の腕を叩いた。

　ケチャや周りの人々が見上げている空に、白い光の線が走っている。先日の夜、城へ戻る時に目にしたあの光だった。

「あれが〝神使アンヘリート〟ってヤツかい？」

　クロが冷ややかに呟く。ハルドールは小さくうなずき、じゃじゃさまから聞いたセリフを反はん芻すうした。

「女神の耳じ目もくとなって世界中を飛び回る〝戦争管理委員会インスペクダード〟の神使たち──たぶんあの光が飛んでいく先では、大きな戦いくさがおこなわれてるんだろうさ」

「要するに、そいつらがこの町に舞い降りてきたら、ここが戦場になるってことか」

「俺もじゃじゃさまも、それだけは避さけたいと思ってるけどね」
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　ランマドーラ城内、じゃじゃさまが執務室の隣となりの軍議の間には、巨大な砂場が用意されている。といっても、別にケチャあたりが無邪気に遊ぶためのものじゃない。

「あー……」

　くたびれたシャツの襟えりもとをゆるめ、チコラーニャは小さな帳面に記しるした情報を読み上げた。

「五日前、アインホルト魔王国ドウクス・エスタドスに魔王ドウクスルルカーが軍を進めて国境沿いで衝突、丸一日やり合ったあと、ルルカーはいったん軍を退ひいたそうですが、増援が出てるのが確認できてますんで、ひょっとしたら今頃はまた激突しとるかもしれんです」

「ふむふむ」

　あぐらをかいた恰かつ好こうで宙に浮かんでいたじゃじゃさまは、砂場の上で両手を広げ、虚こ空くうを撫なでるように交差させた。そのふんわりした動きに呼応して、さらさらと砂が勝手に動き出し、あるところでは陥かん没ぼつし、またあるところでは隆りゆう起きしていく。

「乱世デラ・オスキユーラの始まりを待ちきれない欲しがりばかりじゃな、まったく」

　じゃじゃさまの魔法によって、ほんの数十秒の間に、グリエバルト魔王国とその周辺の立体的な地形図が完成した。

「クロシュ、旗はたを」

「こちらでよろしいですかな？」

「うむ」

　じゃじゃさまはクロシュばあさんから受け取った旗を、アインホルト魔王国とルルカー魔王国の中間に突き立てた。

「──いずれにせよ、アインホルトは当分こちらに手は出せぬじゃろうな。ルルカーは戦うことしか考えない戦闘バカゆえ、ここで防ふせぎ止とめぬとあっという間に国を食い荒らされてしまうじゃろうし」

「それと、ザグレウスが魔王不在のまま自治を続けていた周辺の小国を一気に併へい吞どん、軍備を増強しとるようです。それに対し、ベルリンクとブラッサールは足並みを揃そろえて対抗していくようですが、果たしてどれだけもつか……」

　じゃじゃさまの下で多くの諜ちよう報ほう官かん──要するにスパイたちを取りまとめているのは、ノームの中年男、デニスカ・チコラーニャである。そのへんの安い酒場にかならずひとりかふたりはいそうな、これといって特徴のない平々凡々とした男だが、印象に残りにくい風ふう貌ぼうと目利きを買われて、じゃじゃさま直属の諜報室長という仰ぎよう々ぎようしいポストに就ついている。

　ぽりぽりと鼻の頭をかき、チコラーニャは溜ため息いきをついた。

「あのあたりには、陛下のおっしゃる二流三流の魔王がベルリンクたちのほかにも何人かいますが、そいつらが束になってかかったところで、ザグレウスは止められんでしょう。といって、その泡ほう沫まつ魔王どもの領地に手を出すには、ウチはまだ遠すぎますんで、漁ぎよ夫ふの利りを得るというわけにもいかんですし」

「結局はザグレウスの総取りになるか……ならば、ベルリンクたちが一日でも長く持ちこたえてくれるよう祈るしかないな」

「であれば陛下、御用商人のブレルメを通じて、ブラッサール魔王国にひそかに援助するのはいかがでしょう？」

「できるのか、クロシュ？」

「ブレルメ商会は、もともとかの国で店を興おこしたと聞いております。商売の規模を大きくするために我が国に進出してきましたが、依い然ぜんブラッサールとのパイプはあるはず。……室長、今のブラッサールにもっとも足りぬものは何じゃ？」

「そりゃまあ……戦いくさのことを考えれば兵ひよう糧ろうじゃねえでしょうか？」

　チコラーニャが緊張気味に答える。王宮の最長老であるクロシュばあさんに対して物もの怖おじせずに発言できるのは、じゃじゃさまを除けばユリエンネ卿くらいのものだろう。

「ブラッサールは、一昨年おととし、昨年と立て続けに凶作に見舞われとります。そのまんまで乱世になっちまいやしたんで、兵糧に困ってるじゃねぇですかね？」

「ほっほっほっ……それは都合がよい」

　いまだに入れ歯いらずの老ろう婆ばは、真っ白な自前の歯を輝かせて笑った。

「──我が国では備蓄食糧を三年ごとに入れ替えることになっております。通例では、古い食糧は商人たちを介かいして格安で販売し、代わりにあらたな食糧で倉庫を満たすことになっておるのですが、さいわいなことに、我が国はここ何年も不作知らず。……国内では、おそらくよほどの安値でなければ古い麦などさばききれますまい」

「なるほど……その古い麦をブラッサールにくれてやろうとゆうのじゃな？」

「ご明察の通り、ブレルメ商会を代理人として、すべての麦をブラッサールに安く売ってやるのです。ブレルメには手数料としてその売上のすべてをあたえる代わりに、あちらとの仲介と麦の輸送のすべてを任せればよろしい。ただ同然の古い麦でブラッサールに恩を売れるのです。やってみる価値はあるのではないかと」

「でしたら」

　チコラーニャが思案顔でいった。

「──その際、諜報官を何人か隊商にまぎれ込ませられんでしょうか？　うまくいけばブラッサールの王宮に潜入できるかもしれませんし」

「おぬしも抜け目がないのう、室長」

「いや、閣かつ下かほどでは……」

「ばばあとおっさんがほめ合うな。気持ち悪い」

　そう毒づきながらも、じゃじゃさまはにやにやと笑っている。自分が抜ばつ擢てきした人材が自分のためにあれこれ献けん策さくしてくれるのが嬉うれしいのである。

　その後もじゃじゃさまは、チコラーニャの報告を受けて地形図の各所にさまざまな小旗を立てていった。剣が描えがかれた旗は現在進行形で戦いがおこなわれている場所、馬が描かれた旗は進軍中の大規模な軍を表している。そして髑髏どくろの旗は、これまでに倒された魔王の数をしめしていた。

「一○、一一、一二、一三……開戦のラッパが吹かれてわずか一週間で一三人か」

「陛下、これはペースとしては早いほうなので？」

「まったく判らん」

　地形図をさまざまな角度から眺め、じゃじゃさまはかぶりを振った。

「前の乱世では、おぬしらのような諜報官を使って情報を集めることができなんだからのう。……そもそも、今回の乱世で〝女神の宝珠ソルス・デル・デイオーサ〟を授かった魔王がどれだけいるのか、その正確な数を知っておるのは〝戦管〟の神使アンヘリートだけじゃろう」

「左様ですか」

「どこでどんな魔王が勢力を伸ばしておるか、わらわが把は握あくしておるのは世界のごく一部にすぎぬ。じゃからおぬしらを使って、絶たえず最新の情報を手に入れておるのじゃ」

「責任重大ですな……」

　チコラーニャは首をすくめ、禿はげ上あがった頭の汗をぬぐった。

「──差し当たって陛下からお尋たずねのあった、例の盗っ人魔王のアジトですが」

「ほう？　もう何か判ったかのか？」

「正確な場所まではまだですが──グレンドルシャムはご存じで？」

「当たり前じゃ。あの町はわらわがわざわざ設置させた防衛拠点じゃからな」

　グレンドルシャムは、グリエバルト魔王国の最南端に位置する小さな町である。すぐそばまで森林地帯が迫っているため、大規模農業に向かず、これといった資源も発見されていないため、周辺の開発はほとんど進んでいない。あえてそんな土地にグレンドルシャムが置かれたのは、国の南方の守りの要かなめとするためだった。

「──あの森林地帯の向こうにはボーゼアンの魔王国があるからのう。うっかり深入りして、あやつの目がこちらに向いても面倒じゃし、そもそもあの森林地帯を開かい墾こんするには時間がかかりすぎる」

「ところがその森林地帯に出入りしている連中がいるってえ話で……それで人数を割さいて重点的に調べさせたんですが」

「何？　まさかあんなところに？」

「あの緑の地獄みてえな森の奥に古い遺跡があるんですが……どうやら、そこに出入りしている連中がいるらしいって、グレンドルシャムでも噂うわさになっとるんです」

「確かにそうじゃな……手下どもならともかく、ザブームの図体では、どこの町にいようとすぐにそれとバレるからのう。それにしても、遺跡をアジトにしておったか」

「それともうひとつ」

「何じゃ？」

「戦争解禁の少し前あたりから、定期的に森の奥へあれこれと物資を運ぶ一団が目撃されとるんです」

「ザブームの配下が戦争に備えて軍需品をかき集めておるとゆうことか？」

「それが、物資を運んどるのは盗っ人どもでなく、どうやらデルビル商会のようでして……これもあくまで噂止まりなんですが」

「デルビル商会じゃと？」

　宙に浮かんで頰ほお杖づえをついていたじゃじゃさまは、チコラーニャの言葉に思わず身を起こした。

「最初は森林地帯を越えて、その先のボーゼアン魔王国まで荷を運んどるんじゃないかとも思ったんですが、それにしては行って帰ってくるまでがやたら早いんですわ。それで、あっしの仲間が実際に荷を運んだという男を見つけ出して、酒場で一杯おごってうまく聞き出したところによると、やはり荷の届け先は森の中の遺跡だそうで……」

「本当にデルビル商会の隊商なのか、室長？」

「確たる証拠はまだなんですが、何でも、いつも一行を率ひきいているのは鼻の下にチョビヒゲを生やした小男で、遺跡で荷を受け取るほうは逆に雲を突くようなジャイアントだと。……でまあ、その風ふう体ていから、デルビル商会の三代目と盗っ人魔王なんじゃないかと考えた次第でして」

「……かぎりなく黒に近いようですな、陛下」

　杖でコツコツ床を叩き、クロシュばあさんが渋い顔で呟つぶやく。ああして杖でコツコツやるのはこの老婆が苛いら立だっている証拠だった。

　経済活動を何よりも優先してきたグリエバルト魔王国では、世界中の商人たちに対して平等に門を開き、彼らに特別の忠誠などは求めてこなかった。ただし、この国との取引を優先してくれる商人に対しては、こちらからもあれこれと便べん宜ぎを図はかってきた過去がある。特にデルビル商会は、先々代の頃からじゃじゃさまの宮廷に出入りし、取引の額もいまやすべての商人たちの中で一、二を争うほどになっている。ほかの商人には回さないような特別な取引をしたことも一度や二度ではない。

　そのデルビル商会が、じゃじゃさまと真っ向から対立するザブーム軍とひそかに取引をしていたという事実は、決して看かん過かできるものではなかった。

「……商人どもに忠誠を求めぬとはゆえ、矛ほこを交まじえている両者と取引をするとゆうのはさすがに見すごせぬぞ」

「いえ、陛下……これはばばの私見ですが、おそらくデルビル商会は、我が国を見かぎってザブームについたものかと思われます」

「何じゃと？」

「実はここ最近、ザブーム軍によるものと思われる各商人の隊商への襲撃事件が急増しております。ですが、なぜかデルビル商会の被害は驚くほど少ないのです。これもまだ確証はございませんが、もしデルビルとザブームが通じておるとすれば──」

「……ならば得心が行くな」

「あの……陛下、まさかこの町が戦場になるなんてことは──？」

「安心するがよい。そのようなことにはならぬわ」

　チコラーニャをはじめとして、じゃじゃさまの宮廷ではたらく役人たちの大半は、このランマドーラに家族を住まわせている。彼らはみんな、この都こそがもっとも安全だと信じているのである。

「……陛下のお口からそれを聞いて安心しました。それじゃあっしは、そろそろ仕事に戻りますんで」

　チコラーニャはズボンの尻ポケットから帽子を引き抜いて目深にかぶった。こうしていると、確かにこの男には猥わい雑ざつな町の場末の飲み屋がよく似合う、と思えてくる。市し井せいの人々の中にまぎれ込まれたら、すぐに見つけ出すのは難しいだろう。これもまた一種の才能といえるのかもしれない。

「クロシュ」

「はい」

　じゃじゃさまが軽く手を振ると、クロシュばあさんがチコラーニャにふたつの袋を差し出した。

「──小さいほうはあんたの報酬、大きいほうは活動用の資金だよ」

「こりゃあどうも……」

「ブレルメ商会とはきょう中に話をつける。あしたまたあたしの執務室に来ておくれ」

「判りました」

　チコラーニャはじゃじゃさまとクロシュばあさんにていねいに頭を下げ、こそこそと軍議の間を出ていった。

　じゃじゃさまは天井近くまで舞い上がり、砂で描いた地図を見下ろした。

「当面、我が国の大きな障害になると思われる魔王はアインホルト、ルルカー、ザグレウスの三名じゃが……デニスカの報告が正しければ、三名とも今すぐこの国に攻めてこられる状況ではないようじゃな」

「ならば今のうちに、ザブームとの決着をつけねばなりますまい」

　ザブームはこれといった領土を持たない魔王である。国主である魔王たちと違い、そういう魔王は倒したからといって得るものはほとんどない。しいていうなら、相手が持つ〝女神の宝珠〟を打ち砕くことで解放される魔力──〝魔王力ドウクソーラ〟くらいなら手に入るが、国力や戦力の直接的な増強には結びつかない。

　といって、このままザブームを放置しておくわけにもいかなかった。ザブームの本拠地がグレンドルシャムのすぐ南方にあるというのであれば、これを放置しておくことは確実に南部の治安悪化を招く。何より、ほかの魔王国との戦いの最中に、先日のように国内で叛はん乱らん工作などされたら命取りにもなりかねない。

「勝ったところでわらわにろくなメリットもない戦いじゃが……我が勇者の名を天下に知らしめるにはよい機会じゃろう」

「では、陛下……？」

「五○○年もの猶ゆう予よがあったにもかかわらず、地道な地盤作りをおこたってきた横着者の出番などない。それをすぐにあのでくの坊に教えてくれるわ」

　にひっと微笑ほほえんだじゃじゃさまは、ドレスをひるがえして砂場に飛び降り、グレンドルシャムの南の森林地帯を素足で踏みつけた。
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　揺ゆらめく蠟ろう燭そくの明かりの下に一枚の絵を広げ、ドン・デルビルは周囲の男たちを見渡した。

「──近々、ジャマリエールは大規模な輸送部隊を南方に送り出すらしい。ウチをはじめとした城下の商人どもから、懲こりもせずにまた武具やら薬やらを買い込んだからな」

「するってぇと、またあの巨人のダンナにご注進して……？」

「それも考えないではなかったが、今度はれっきとした軍の輸送部隊で、護衛の数もこれまでとは段違いだ。その上、例の小僧が同行するという噂でな」

「例の小僧？　まさか……」

　前歯がまばらにしか生えていない用心棒の男が、口もとを押さえて絶句した。

「そのまさかだ。……一○○○人以上の騎兵と噂の勇者が護衛に就いた輸送部隊は、さすがに獲物としては大きすぎる。ザブームもそれなりの数でなければ襲撃はできんだろうし、そうなればジャマリエールに悟られかねん」

「それだと何かまずいんで……？」

「はっきりと聞いたわけではないが、私が思うに、ザブームは勇者の小僧をかなり警戒しておる。厳げん密みつにいえば、小僧とジャマリエールの両方を同時に相手取ることを嫌っておるらしい。あれでザブームはかなり用心深い男だからな」

　そうは思っても、デルビルはザブームを小心者だと笑うつもりはなかった。そのくらい用心深くなければ乱世で生き延びることはできまい。それに、もしデルビルがザブームの立場にあれば、やはり同じように慎重になっただろう。

「……小僧だけが都を離れておれば、ザブームも小僧を始末しやすかろう。だから小僧の動向に目を光らせておくのだ！」

「目を光らせておくだけでいいんで？」

「そ、そりゃあ暗殺できればそれが一番いいが……た、たぶん無理だろう」

「そうでやすよね……相手は何しろ救国の英雄、三○○○人の傭よう兵へいをたったひとりで蹴け散ちらした異世界の勇者だ……」

「てか、オレらこの前あっさりのされたしな、実際」

　げんなりした表情で用心棒たちが顔を見合わせる。弱気な用心棒たちの様子に、デルビルはなおさらに苛立った。

「何だ、おまえたち、いまさら何を怖おじ気けづいている!?」

「い、いえ、別にビビってるわけじゃ……ただ、今でもウチの社員の大半はこの国の出身ですし──」

「何だと？　だから国は裏切れんとでもいうのか？」

「抵抗を感じる者も多いんじゃないかと……」

「そうです。本当にこの国を切って、ザブームと手を組むのが正解なのかって……」

「おまえたちまでオヤジと同じようなことをいうのか!?」

　デルビル商会は、一○○年ほど前このグリエバルト魔王国で産声をあげ、その発展とともに成長してきた。ドン・デルビルの父であり、デルビル商会の二代目でもある先代会長は、そのことを決して忘れることなく、ジャマリエール・グリエバルトとのつき合いを大事にしろと死ぬまでいい続けていた。

　が、ドン・デルビルはそんな父親が大嫌いだった。

「口を開けば私のことを勉強不足だの自覚が足りないだのと、文句ばかりいいおって……あんなオヤジのいうことなど聞く必要はない！　そもそも私はな、女どもが幅を利かせすぎておるこの国が嫌いなんじゃあ！」

「か、会長、どうかお静かに……」

　すでに買い物客相手の営業時間は終わっているとはいえ、デルビル商会ランマドーラ本店では、まだ多くの社員たちがさまざまな業務に就いている。もしこの密談を聞かれたりしたら、いろいろと面倒なことになるだろう。

「……とにかくだ」

　エキサイトしかけていた心を鎮しずめ、デルビルはいった。

「ザブームは、グリエバルト魔王国を征服した暁あかつきには、ここでのすべての商取引を私に一任するといっておるんだ。こんなうまい話に乗らん商人がどこにいる!?」

「し、しかし会長、社員の多くにとっては祖国を裏切ることに……」

「国を裏切るといったって、実際には国のトップが代わるだけだ。あの生意気なジャマリエールに代わってザブームが支配者になるだけで、国民の生活がそう大きく変わるわけじゃない。むしろ私らがうまくやれば、この都を戦火にさらすことなく勝利できるんだぞ？　社員たちだって判ってくれる」

　デルビル商会をさらに発展させ、販路を大陸中に拡大することで、初代や二代目を超え、自分の有能さを証明することができる──それこそがドン・デルビルの望み、長年の野望だった。ジャマリエールを見切ってザブームにつこうと決意したのも、グリエバルト魔王国での商売が頭打ちになり、これ以上の業績アップが難しくなってきたからである。

「商人にはな、商機を逃さず大きな賭かけに出ることも必要なんだ。いわばこれは、商人にとっての戦いなんだ！」

　自分にいい聞かせるかのように繰り返し、デルビルは男たちに命じた。

「──あの巨人は小僧の顔を知らん。おまえたちはこの似顔絵をザブームのところに持っていって、何かあれば連絡係を務めろ。いいな？」

「は、はい」

　折りたたんだ似顔絵を懐ふところにしまい込み、用心棒たちはうなずいた。

「それでは会長もどうかお気をつけて」

「あの小娘との会食さえなければ、ワシもザブームのご機嫌を伺うかがいにいくところだが、まあ仕方あるまい。……グレンドルシャムが落ちたと聞いた時、あの小娘がどんな顔をするのか今から楽しみだ」
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　雲の少ない青空の下を、おびただしい数の荷馬車が南へ向かっている。その両サイドには、荷馬車の群れを守るかのように、銀色の鎧よろいを着込んだ騎馬兵たちがつきしたがっていた。

「……ずいぶんとまあ仰々しい隊列だね」

　馬車の窓から身を乗り出し、ハルドールは望遠鏡で隊列の前方を眺めた。

「ハルくん、これ全部、その何とかいう町に運ぶの？」

「ああ。グレンドルシャムっていったかな？」

　頭の中でこの国の地図を広げ、ハルドールはアマンドをぽりぽりとかじった。馬車に揺られての退屈な旅だが、任務である以上は仕方ない。

　馬車の小窓を閉め、ふかふかしたシートにあらためてお尻を落ち着けたシロは、隣に座るクロを一いち瞥べつし、

「……そもそも、わたしたちを輸送部隊の護衛任務につけること自体が腑ふに落ちないんだけど」

「護衛役を命じられたのは俺だけだよ。別にきみたちまでついてこなくてもよかったんだけどな？」

「……あのさ」

　それまで押し黙っていたクロが、くわっと目を見開いて自分の首を指さした。

「あんたから離れすぎるとわたしらのココに雷が落ちるよな？　見えない鎖くさりの長さがどのくらいなのか判らない以上、ついていくしかないよな、ぼうや？」

「俺のそばを離れたくないって思ってくれたわけじゃないのか。それは残念」

　アマンドの入った小こ瓶びんをクロに手渡し、ハルドールはいったん浮かべた笑みをすぐさま消し去った。

「……真ま面じ目めな話、物もの見み遊ゆ山さんでいられるわけじゃないよ。事実、この国の領内で何度も隊商が襲われてるらしいからね」

「隊商が襲われるって、盗賊にかい？」

「盗賊なんて可愛かわいらしいもんじゃないよ。規模でいうなら完全に軍さ」

　グリエバルト魔王国の南方に、〝盗賊の魔王ラドロウ・ドウクス〟ザブームの本拠地があるらしい──という話はハルドールも聞いている。これまで繰り返し発生していた襲撃事件の大半は、ザブームや彼と足並みを揃える盗賊団によるものと考えるべきだろう。

「そのせいで、このところ南方への流通がとどこおってるらしい。特にグレンドルシャムでは、周辺に広い耕作地を確保できないせいで食糧の自給が困難だっていうし」

　この輸送隊が運んでいるのは、グレンドルシャム一帯に住む数万の人々を餓が死しから救うための救援物資だった。だが、これまでのように護衛をつけずに送り出せば、またザブームに根こそぎ横取りされる恐れがある。ハルドールがじゃじゃさまから輸送隊への同行を命じられたのは、つまりはそういうわけだった。

「事情は判ったけど……その護衛の任務に、この子までついてくる意味ある？」

　シロはハルドールの隣に座っているケチャをそっと指さした。

「ケチャはゆうしゃのせわがかりだからな」

　いつもやたらと騒そう々ぞうしいはずのこの少女が、今はなぜか真剣な表情で本を読みふけっている。少女の目はじっと細かな字を追いかけていて、ハルドールたちのことなど一いつ顧こだにしない。おまけに、言こと葉ば遣づかいもどことなくふだんより賢そうだった。

　クロは小瓶の中のアマンドをひと粒残らず口に流し込み、ばりぼりとかじりながら首を傾かしげた。

「……おまえ、急にどうしたんだ？　何か悪いものでも拾って食ったか、それともどこかに頭でもぶつけたか？」

「おまえはもっとほんをよめってじゃじゃさまがゆってた」

　淡々とそう答えたケチャが読んでいるのは、どうやらこの国の地政学について論じたものらしい。確かに勉強には役に立つだろうが、それ以上に、人を撲ぼく殺さつする際に活用できそうな厚い本だった。

　クロはふと眉まゆをひそめ、

「……まさかあのチビっ子魔王、この輸送部隊をそのジャイアントを釣つるためのエサに使うつもりじゃないだろうね？」

　これだけの規模の輸送部隊である。ザブームたちがすでにその動きを察知していたとしてもおかしくはない。

「ええっ!?　何それ、こ、怖い……！」

　シロは急に不安そうな顔をして、隣のクロの二の腕を摑つかんだ。

「だからあんたはすぐにそうやって人の腕を摑むな！　っていうかつまむな！　本気で痛いんだから！」

「ひ、ヒドい、クロちゃん！　わたしの不安な気持ち、判ってくれないの!?」

「まあ、ミス・マシュローヌの怖い怖い詐さ欺ぎはこの際あっちへ置いといて──」

「ハルくんまでヒドい！」

「そんなに怖いなら今夜は俺が添そい寝ねをしてあげるよ。だから今はちょっと黙っててくれる？　──でまあ、じゃじゃさまがいうには、もしザブームが本気で大魔王を目指しているのなら、物資うんぬんより、グレンドルシャムそのものを狙ねらうだろうってさ」

　じゃじゃさま配下のスパイたちが調べてきたところによれば、ザブームの現在のアジトは密林の奥の遺跡だという。つまり、ザブームを倒すためには、その密林へと大軍を派遣しなければならない。

　が、その緑の壁はザブームにとっても有利にばかりはたらくわけではない。密林の奥地では、数万単位の兵士たちをやしなう本拠地とするには不向きだし、逆にこちらから兵を進める際にも面倒すぎる。

「──おそらくザブームは、これまでの略りやく奪だつで貯ため込こんだ軍資金や兵糧をここで一気に吐き出し、天てん下か獲とりの最初の足掛かりとなる拠点として、まずグレンドルシャムを狙ってくるだろうね。それも、この部隊が到着してすぐに」

　この輸送部隊が運んでいる物資は、いったんグレンドルシャムに運び込まれたあと、南部一帯の町や村へと届けられることになっていた。つまり、輸送部隊が到着した直後のグレンドルシャムを攻め落とせば、膨ぼう大だいな量の物資がおまけについてくるということでもある。

「さらにいうなら、たぶんじゃじゃさまは、俺もエサにするつもりなんだよ」

「え？　ハルくんがエサ？」

「ああ。──ブルームレイクでの戦果を聞いたのなら、ザブームだって俺を警戒する。少なくとも、俺とじゃじゃさまを同時に相手にするような愚ぐは犯さないだろう。要するに、俺とじゃじゃさまがいっしょにいるうちは、迂う闊かつに仕し掛かけてはこない」

「でも、小娘が都に残ってあんただけがグレンドルシャムに向かったと知れば、各個撃破するチャンスと見て、ザブームも兵を動かすかもしれない、か……」

「はっきりと本人から聞いたわけじゃないけど、たぶんじゃじゃさまはそう考えてる。町と物資と俺の首をエサにしてザブームをおびき出し、ここで確実に討ち取る──それがじゃじゃさまの作戦だろうね」

「自分は危ない橋を渡るつもりはないってことか」

　別に自分がエサにされているわけでもないのに、クロはどこか不満そうにしている。が、ハルドール自身は別に腹も立てていないし不満もない。

「じゃじゃさまに何かあれば俺たちの負けだからね。俺はそれで納得しているし、いいんじゃない？　美女のために戦うのは男の本ほん懐かいだよ」

「あの小娘が美女ってガラ？」

　クロがふふんと鼻を鳴らすと、静かに本を読んでいたケチャが鼻の頭にしわを寄せ、今にも嚙かみつきそうな視線でクロを睨にらみつけた。

　それをなだめるかのように、少女の顎あごの下をこちょこちょと撫でながら、ハルドールはいった。

「俺にとってはあの国に住むすべての女性が美女なんだよ。極きよく論ろん、男以外は全員ね」

「博愛主義者なんだか差別主義者なんだか……」

「女性崇拝者といってもらいたいね。そもそも俺はさ、美女たちのために自分を犠牲にすることで陶とう酔すい感かんを覚える、なかなかの変態なんだよ」

　窓の外を眺めながらハルドールが呟くと、いきなりケチャが脇腹のあたりをぼすっと殴りつけてきた。

「くちをつつしめ、ゆうしゃ」

「うおっ？　──ど、どうしたんだい、ケチャ？」

「まがりなりにもゆうしゃだぞ、へんたいとかゆうな！」

「いや、それは……もちろん一般市民の前ではいわないよ」

「こんごはイメージせんりゃくもたいせつだとじゃじゃさまがゆってた。きをつけろ、ゆうしゃ」

「はいはい」

　つんと澄すましている読書中のメイドと苦笑している勇者を見て、クロは怪け訝げんそうに眉をひそめた。

「……なあ、シロ。やっぱりこいつおかしくない？　きのうまで知力が五くらいしかなさそうだったのに、きょうは八○以上ありそうなこといってるし……」

「ケチャちゃんの知力が五なら、クロちゃんの忍耐力だって五くらいじゃない？」

「あのね──」

「まあまあ、今はこの馬車の旅を楽しもうよ」

　忌いま々いましそうに舌打ちするクロを制し、ハルドールはシートに身をうずめた。もしじゃじゃさまの見立てが正しければ、ハルドールたちがのんびりできるのもグレンドルシャムに到着するまでだろう。

　気づけば窓の外の風景が少し変わってきていた。どちらかといえば開けた土地が多かったランマドーラ周辺と違って、森を切きり拓ひらいて作られたような牧草地が目につく。どうやらこのあたりの開拓はまだ道なかばといった様子だった。

　グレンドルシャム周辺では牧畜がさかんだと聞いているが、裏を返せば、開拓が追いつかないため、林業と牧畜をするしかない土地柄ということだろう。

　ハルドールは大きく深呼吸し、腕組みをして目を閉じた。
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　厚みのある緑のベールは、兵の往来のさまたげになる反面、その動きをうまく隠してもくれる。潤じゆん沢たくな物資によって装備を整え、満を持して本拠地を出たザブーム軍は、日が傾き始めた頃、深い森の中で〝友軍〟と合流した。

「ずいぶんとまあ……ものものしいいでたちであるな」

　林立する木々の向こうから近づいてくる漆しつ黒こくの一団を見て、ザブームは自慢のヒゲを撫でつけた。

「聞こえましたわよ、ザブームどの？」

　蛮ばん族ぞくたちを率いてやってきた女は、ザブームの呟きに目を細めて一礼した。

「我らが大王、グラジオ・ドゥクス・ザグレウスの命により参上……〝蛇へびの目〟のジャニヤーと申します」

　その名の通り、蛇のような目をした妖よう艶えんな美女だった。その瞳ひとみといい、びっしりと刺青いれずみにおおわれた青みがかった肌といい、純粋なニンゲンとは思えない。おそらくレプタリアンの血が混じっているのだろう。いかにも女呪術師といった風体のジャニヤーは、身長五メートルのジャイアントを前にしても臆おくした様子を見せず、むしろ不ふ敵てきに笑っている。

　そんなジャニヤーとその背後の蛮族たちを見やり、ザブームはうなずいた。

「ザグレウス陛下のお心遣いに感謝する。吾わが輩はいがジャマリエール・グリエバルトを倒した暁には、陛下と手を取り合い、ともに覇は道どうを歩むことをお約束しようではないか」

「おやまあ、威勢のよろしいこと……」

　ひゅるりと赤い舌を覗かせ、ジャニヤーは目を細めた。

　現在グラジオ・ドゥクス・ザグレウスは、西方で複数の魔王たちを相手に戦いを繰り広げているという。そんな状況の中、ザグレウスがザブームの援軍要請に応じたのは、おそらくグリエバルト魔王国のいきおいをくじくためだろう。周辺の魔王たちを平らげたザグレウスが次に狙うとすれば、それは自国の東に位置するグリエバルト魔王国しかないからである。

　おそらくザグレウスは、ザブームが勝つなどとは思っていないに違いない。それでも援軍を送って後押ししてやれば、グリエバルト魔王国の勢力を適度に削そいでくれるかもしれない──そう考えているであろうことは、ジャニヤーの慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな態度を見ていれば想像がつく。

　しかし、ザブームは特に腹を立てたりしなかった。ほかの魔王たちから警戒され、敵視されるくらいなら、あなどられているほうがはるかにいい。名より実を取る、ザブームはそういう計算ができる男だった。

「いずれにせよ、ザグレウス陛下の助力が得られたのは望外の喜びだよ。貴国の兵はつとに精強だと聞いているからね」

　抜け目なくザグレウスの兵たちを観察しながら、ザブームはうなずいた。〝剣の魔王グラジオ・ドウクス〟を名乗るだけあって、ザグレウスの魔王国では強さこそが美徳とされている。国民の大半は頑がん強きような肉体と苛か烈れつな闘争心を持つバーバリアンたちで、乱世に突入するよりはるか以前から、戦いに備えて自国の軍を強化してきた。そのやり方は、仲間同士で殺し合うかのような過酷なものだったと聞いている。

　実際、ジャニヤーの背後に控ひかえている蛮族の兵士たちは、じきに戦が始まるというのにまったく浮足立ったところがなく、その落ち着きぶりは異様なほどだった。

　節くれ立った杖を手に、ジャニヤーはいった。

「大王のご命令により、わたしが率いる部隊はザブームどのの指示にしたがって戦いましょう。……ですが、あまりに勝ち目がないようであれば、さっさと戻ってこいとも申しつけられております」

「これは心外……吾輩は勝ち目のない戦いなど挑まんよ。すでにいくつも策をめぐらせている」

「ならばよろしいのですけど……何しろ、ジャマリエールのもとには魔王のように強い勇者とやらがいると、そう聞きましたので」

「勇者ハルドールの噂はすでに貴国にまでおよんでいたか」

　ザブームは懐から一枚の紙を取り出し、指先でつまんでジャニヤーに差し出した。

「……これは？」

「勇者の似顔絵だ」

「…………」

　ジャニヤーは勇者の似顔絵に見入り、困惑の表情を浮かべた。

「……子供にしか見えませんけど？」

「まさにその通り、かの勇者はどうやら子供であるらしい。──が、外見とその強さがかならずしも比例はしないということは、ジャニヤーどのならお判りかと思うがね？」

「……ええ」

　すぐにまたあの不敵な微笑みを取り戻したジャニヤーは、似顔絵を小さく折りたたんでドレスの胸もとに押し込んだ。
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　デルビル商会は、初代の頃にはすでにランマドーラ城への出入りを許されていた。ドン・デルビルもまた、将来の三代目として、父に連れられて一○代の頃から城に出入りし、ジャマリエール・グリエバルトと謁えつ見けんしたことも一度や二度ではない。

　がしかし、今こ宵よいはいつになく緊張している。

　それがなぜなのかはデルビルにも判らない。ただ、この食卓に着いた時から胸騒ぎが止まらないのである。

「……あまり食が進まぬようじゃな、三代目？」

「え？　あ、ああ、いえ、そのようなことは──」

　会食の場に陪ばい席せきしていたクロシュ・ハクバードが、フォークを持つ手が止まっているデルビルを一瞥して呟いた。

「ならばよいが」

　巨大な細長いテーブルをはさんで、あちらにはジャマリエールとクロシュばあさん、それにユリエンネ卿きようの三人。対してこちら側に座っているのはドン・デルビルひとりだけという状況は、決して居心地がいいものではない。この国で最高のはずの美び味みが並んでいるというのに、ろくに味が判らなかった。

　それでもデルビルは努めて平静をよそおい、ワインのグラスに手を伸ばした。

「……乱世と呼ばれる時代に突入したというのに、この国の豊かさは揺るぎませんな」

　上等なワインの味わいが、デルビルの焦しよう燥そうをわずかにやわらげてくれる。デルビルが女遊びの次に好きなものが酒だった。

「それについてはおぬしら御用商人のはたらきがあってこそ……特におぬしのところは我が国とのつき合いも古い。今後とも頼りにしておるぞ？」

　がつがつと料理をかき込んでいるジャマリエールに代わり、クロシュがデルビルに声をかける。とっくにこの国に見切りをつけていることなどおくびにも出さず、デルビルは愛想よく笑ってみせた。

「もったいないお言葉……こちらこそ長くご贔ひい屓きいただき、ありがとうございます」

「そこでじゃな」

　クロシュが軽く手を打つと、テーブルのそばに控えていたメイドたちが、深々と一礼して食堂から出ていった。あとに残ったのは着席しているデルビルたち四人のみ──これは何か内密の話があるのかと、デルビルは居住まいを正した。

「……折り入っておぬしに頼みたいことがある」

「それはもう、わたくしどもでお役に立てるのなら何なりとおっしゃってください。我が商会が用立てられぬものなどございませんので」

「頼もしいお言葉です」

　ユリエンネ卿がフォークを置き、口もとをそっとぬぐった。

「──ですが、頼みたいことというのはデルビル商会に対してではなく、あなた個人に対してなのです」

「は？　わたくしに……ですか？」

「その通りじゃ」

「それはどういう──？」

「おぬしには、まだ子供がおらなんだはずじゃな？」

「え？　ああ……そ、そうですが、それが何か？」

「すまぬが、おぬしには会長職を引退してもらいたい」

「……は？」

「じゃから、おぬしには今夜かぎりでデルビル商会の会長を辞やめてもらいたい」

「四代目の会長については、我々のほうですでに目星をつけてありますので、商売のほうは心配ありません」

　クロシュばあさんとユリエンネ卿は、まるで茶飲み話でもするかのようなおだやかさでそう語った。しかし、その内容は──少なくともドン・デルビルにとっては──はいはいとスルーできるようなものではない。デルビルは思わず腰を浮かせ、ようやく生え揃ってきたヒゲを震わせた。

「そっ、それはいったい……ど、どういうことですか!?」

「今いった通りじゃ。おぬしにはデルビル商会の運営のすべてから手を引いて隠いん居きよしてもらう。命までは取るまい。まがりなりにも、おぬしたちは三代にわたって我が国の発展に貢こう献けんしてくれたでな」

「我々がなぜこのような決断をくださねばならなかったか──お心当たりがおありでしょう？」

　ユリエンネ卿の冷ややかなまなざしが、頭に血が昇りかけたデルビルに冷水を浴びせかけた。

「我が国は商人どもに忠誠心を求めはせぬ……が、それはあくまで最低限の義理を通せばの話じゃ。おぬしらが我が国に見切りをつけ、他国に本拠地を移すというのであれば黙って見送りもしたじゃろう」

「しかし、あなたがたは我々を見かぎっただけでなく、我が国に仇あだなそうとした」

「────」

　いったん赤くなったデルビルの顔が急激に青ざめ、そして今度は大量の汗の珠たまがにじみ出てきた。

　きょうはジャマリエールと差し向かいで食事をし、それから特別な契約を結ぶという話だった。最後の最後までジャマリエールから金を搾しぼり取とってやろうと、デルビルも内心ホクホクでここまで来たのである。

　それが、急に自分を断罪するような展開になり、デルビルは慌てた。心当たりがあるだけに、余計に慌てた。

「そ、それは……！　か、勘違いです！　我が商会は、けっ、決してこの国と陛下に弓引こうなどとは」

「それだけでなく、ほかの商人どもの邪魔もしたな？」

　クロシュがデルビルの弁解の言葉をさえぎった。

「商人同士が足の引っ張り合いをするようなことは、まあ、よくあることなのじゃろうな。じゃが、それにも限度というものがあろう。……おぬし、よりによってザブームと手を組んだな？」

「……！」

　デルビルののどの奥がひくっと鳴った。

「ザブームを使ってほかの商人の隊商を襲わせたじゃろう？　無関係の多くの者どもの命が奪われ、この町の経済に打撃をあたえた……これはさすがに看過できぬぞえ？　たとえ我々が許そうと、城下の商人どもがおぬしを許しはすまい」

「そ、そんな……しょっ、証拠は!?　私がザブーム某なにがしと結けつ託たくしてほかの商人の商売を邪魔したという、たっ、確かな証拠でもおありですか!?」

「それはおぬしの店を隈くまなく捜せば何か出てくるじゃろう」

「は!?　しょ、証拠もなしに、私に罪があるとおっしゃるのですか!?　そういうことは法にのっとって──」

「おぬしは何か勘違いをしておるな」

　ふたたびクロシュがデルビルの言葉をさえぎった。

「この国はグリエバルト魔王国……魔王ジャマリエールが治める国じゃ。陛下のご意思がすべての法に優先する独裁国家じゃぞ？　陛下がおぬしをさばくのに法など持ち出すまでもない」

「ばっ、バカな……！」

「むしろ、おぬしが飲んだワインに毒が入っておらなんだことに感謝するがよい」

　ふうふう冷ましながら紅茶をすすり、クロシュは上目遣いにデルビルを見み据すえた。

「本当に血も涙もない独裁者であればそうしておるところじゃ。そこを、これまでのデルビル一族の貢献をかんがみ、会長辞任と隠いん遁とんですませてやるといっておる」

「ふっ、ふざけるな！　デルビル商会はワシのものだ！　誰にもやらんぞ！」

　デルビルが思い切りテーブルを叩くと、食堂の扉が開いてガラバーニュ卿と数人の騎士たちが姿を現した。

「いかがでしたか、ガラバーニュ卿？」

「はっ。ほとんどの従業員は今回のたくらみは知らされていなかったようで、さしたる抵抗もございませんでした。ただ、ガラの悪い用心棒風の男たちが一○人ほど手向かいいたしましたので、これらについては捕縛して牢ろうに放り込んであり申す」

　ユリエンネ卿に問われたガラバーニュ卿が、脱いだ兜かぶとを小脇にかかえて報告する。それを聞いていたデルビルは、自分の店がジャマリエールに押さえられたと知って目を見開いた。

「まっ、まさかおまえら──ワシの店を!?」

「もしこれでおぬしとザブームのつながりをしめす証拠が何ひとつ出てこなんだら、シワだらけのあたしの首でもくれてやろうかね」

　そういって、クロシュは綺き麗れいに残っている白い歯を見せて笑った。

「んぐぐぐぐ……！」

　デルビルは拳こぶしを握り締めて歯ぎしりした。デルビルの野望がついえようとしているこの時にいたっても、ジャマリエールは相変わらず椅い子すに座ったまま、ガツガツモリモリと食事を続けている。途中で食事を切り上げたクロシュやユリエンネ卿の皿まで引き寄せて、ひたすらにもぐもぐやっている。思えばここへ来てから、デルビルはまだひと言もジャマリエールの言葉を聞いていない。

「──ば、バカにしおって、この小娘が！」

　デルビルはテーブルの上のナイフを摑み、ジャマリエールに向かって投げつけた。





　　　　☆






「…………」

　遠くで馬がいななくのが聞こえた。

「……どうしたの、クロちゃん？」

　クロがベッドから身を起こした気配に気づいたのか、シロが眠そうな声をあげる。クロはベッドから抜け出すと、乱雑に脱ぎ捨ててあった服に手を伸ばした。

「空に白い光が走ってる」

　クロたちが輸送部隊とともにグレンドルシャムに到着したのは、じきに日が沈むかという頃のことだった。

　南部最前線の町というだけあって、グレンドルシャムは砦とりでをそのまま大きくしたかのような、物々しい雰ふん囲い気きに支配されていた。城壁はブルームレイクのものよりもさらに頑がん丈じようそうで、住人の半分は兵士だという。

　そんな町だから、日が暮れてから遊べるような店もない。簡単に食事をすませたハルドールは自分にあてがわれた部屋にさっさと引っ込み、クロたちもそれにならってさっさとベッドに入った。それがほんの数時間前のことである。

「……例の〝戦管〟てやつじゃないのかな、あれ？」

　素肌の上から衣服を身に着け、クロは窓を開けた。

　クロたちが部屋をあたえられたのは、町のほぼ中央に位置する砦だった。この町にこれより高い建物は存在しないため、窓からは町全体を望むことができる。

「篝かがり火びも増えてる」

　城壁の上だけでなく、町のあちこちに篝火が焚たかれていた。そのほかにも、松明たいまつを手にした兵士たちがあちこちの通りを行き来しているのが見える。深夜だというのにやけに騒がしいのは、彼らも今の光を目撃したからだろう。

　ベッドの上で目をこすっていたシロは、それを聞いて首をすくめた。

「それってもしかして、もうすぐここで戦争が始まるってこと？　……怖い！」

「そう思うならいい加減に服くらい着なよ。それともいざって時に裸で逃げる？」

「ちょ、ちょっと待ってよ……」

　のたのたとベッドを出て自分の服をかき集めるシロ。肩越しにそれを見て嘆たん息そくしたクロは、あらためて窓の外に視線を転じ、じっと目を凝こらした。

　町を囲む城壁のさらに向こう、はるか遠くに濃紺の夜空より一段濃く見えるのは、町のすぐそばまで迫っている森のシルエットだろう。ニンゲンはおろかエルフよりもすぐれたクロの視力は、その手前に点々と連なる、おびただしい数の赤い光があることに気づいていた。

「あれが敵だとすると……かなりの数だね」

「えっ？　も、もう敵が来てるの!?」

「たぶんね」

「ど、どうする、クロちゃん？　やっぱりハルくんたちに手を貸して戦う？　それともどこかに隠れてる？」

「────」

　シロの問いに、クロは否定も肯定もできなかった。

　ジャマリエールに協力して戦うことで名を上げ、ダンナから見つけてもらう。そしてもしダンナの居場所が判明すれば、すぐにでも自由の身になって会いにいってかまわない──戦うことが嫌いではないクロにとって、それは悪くない提案だった。唯一引っかかっていることがあるとすれば、すべてハルドールの思おも惑わく通り、彼にいいように転がされているような気がするという点だけだった。

「……けどね」

　砦の内部も徐々に騒がしくなってきている。部屋の外の廊下を兵士たちが走り回る足音に首をすくめ、シロはいった。

「──そもそもクロちゃんは、ずっと前からハルくんのてのひらの上で踊らされてるでしょ？」

「は？」

「だからぁ、傭兵たちを追い払ったあの時から、もう完全にそうだったでしょ？　ホントならクロちゃんはもう自由を手に入れてたはずなのに、ハルくんの挑発にうまく乗せられて、摑み取ったはずの自由を手放しちゃったじゃない。メンツがどうのとか、戦って勝ち取るだとか、そんな生ぬるいこといって……浅せん薄ぱくなのよ」

「む……！」

　シロの指摘に、クロは眉み間けんにしわを寄せて押し黙った。いわれてみれば確かにそうかもしれない。無条件で差し出されたナルグレイブをみすみす返してしまったのは、ハルドールがクロの性格を読み切った上で、そうなるように仕向けたからだろう。その意味では、ハルドールにうまく転がされているといえる。

　クロがもごもごいっていると、隣の部屋の扉が開く音がした。

「──ねえ、ちょっといいかな？」

　控えめなノックに続いて、低く抑えたハルドールの声が聞こえてきた。

「何だい？」

　扉を細く開けると、ケチャを連れたハルドールが立っていた。

「もう気づいてるとは思うけど、ザブーム軍が近づいてきてるんでね。ちょっと行ってザブームを始末してくるから、その間、ケチャを頼みたいんだよ」

「そんなのベッドにでも放り込んでおけばいいじゃないか」

「だって、きみたちは出陣しないだろう？　だったら添い寝くらいしてあげてもいいんじゃない？」

「どうして出陣しないって思うんだい？」

　クロはケチャの後ろ襟を摑んでぽいっと後方に放り投げた。

「あら？　結局クロちゃんはお手伝いするの？」

　ケチャを受け止めてベッドの上に転がしたシロが、ブーツの紐ひもを結びながらいう。

「結局またハルくんに乗せられちゃうのね」

「そんなんじゃないって。……ただ、この前のこいつの言葉にも一理あると思っただけさ」

　それはシロに対するエクスキューズというより、何のかんのでハルドールのいう通りに動いてしまう自分自身を納得させるための、もっともらしい言い訳のようなものだった。ダンナと再会するための最短距離だと思えば、生意気な少年の策に乗るのもそこまで不愉快にならずにいられる。

　ケチャを自分たちのベッドに寝かせ、シロはいった。

「ハルくん、あの約束、本当なのよね？」

「きみたちのご主人が見つかったらきみたちを即座に自由にするっていう話？」

「うん」

「もちろんだよ。……といっても、こればっかりは信じてもらうしかないけどね。契約書を何枚書いたところで意味はないわけだし」

　たとえその約束を破ったとしても、ハルドールには何のペナルティもない。ハルドールにはクロたちを縛りつける現実的な力──ナルグレイブがあるが、クロたちにはそうしたものが何もないからである。だから、あとはもう、クロたちがハルドールの言葉をどこまで信じられるか、それだけだった。

「……ま、いいさ」

　クロは肩をすくめ、ハルドールを廊下に押し出した。

「どうせヒマだし、暴れさせてもらうよ」

「それはつまり、俺を手伝ってくれる気になったってことかな？」

「わたしはわたしの好きなようにやらせてもらうだけさ。あんたの指図は受けないし、協力する気もない」

　砦の前の広場では、馬を使った伝令兵がひっきりなしに出入りしている。戦況はかなり緊迫しているようだった。

「勇者どの！」

　砦から出てきたハルドールたちを、この町の軍事のすべてをゆだねられた老総督が出迎えた。確か近衛このえの団長をしているモーウィン・ガラバーニュ卿の叔お父じで、サルウィン・ガラバーニュとかいう名前だった気がする。顔立ちも似ているし、背格好も性格も似ていて、正直、頼り甲が斐いがあるかといわれると即答しかねる。

「──町の南方五キロのところに敵軍です。斥せつ候こうからの報告では森の中から現れたとのことで、歩兵が中心ですが、騎兵の数もそれなりにいるとのことです」

「ザブーム軍で間違いないのかな？」

「は、はい。それらしい巨人がいることも確認されており申す」

「なるほど」

「ですが、これほどの大軍がここに攻め寄せてきたのは初めてのことですので……もっと小規模な盗賊が相手であれば、完全に門を閉ざし、接近してきたところで矢を射かければすぐに退散するのですが」

「それじゃ無理じゃないの？」

　最前線の防衛拠点だけあって、ここの兵力はブルームレイクよりはるかに多く、兵の練度もずっと高いが、クロが見たところでは敵のほうがさらに数が多く、実戦経験でも向こうのほうが上だろう。

　しかも今夜は雲で月が隠れた暗夜である。その点でも、夜目の利きかないニンゲン主体のグリエバルト軍より、さまざまな種族が交じり合っているザブーム軍のほうが明らかに有利だった。

　そして何より、敵軍を率いるザブームが問題だった。

　ザブームは身長五メートルを超えるジャイアントで、巨大な斧おのを自在に振り回すという。たぶんザブームなら、この町の城門を単独で破壊することも可能だろう。もし門が破壊されたら、敵の大軍が一挙に町の中に雪な崩だれ込こんできて一巻の終わりだった。

「──とにかく、門を破壊されたり城壁を崩されたらこっちの負けになる。そこはセオリー通りにいこう」

　ハルドールは南のほうを指さし、ガラバーニュ総督にいった。

「まず、城壁の上にありったけの弓兵を配置してください。それと、篝火をもっと増やして」

「すでに用意させております」

「仕事が早くて助かるね。それじゃ、残りの戦力は門の外に布陣してください。ザブーム軍を分断するのに使うと思いますから」

「ぶ、分断……ですか？」

「結局のところ、この戦いはザブームを倒せば終わるんで」

　おのおのの魔王たちが天下を獲るために相争うのがこの世界の乱世である。自分たちのトップと認めた魔王がいなくなれば、その下についていた兵たちに戦う理由はもうない。もちろん、その中からあらたに魔王を称して天下獲りレースに参戦する者が現れる可能性もなくはないが、いずれにしても、今夜の戦いはザブームを倒せばひとまず終息する。

「──だから、俺がザブームに近づけるようにお膳ぜん立だてしてもらえればそれでいいんですよ」

「しかしそれでは、軍を大きくふたつに分けることになると思いますが……指揮はどうなさるので？」

「外に出す騎兵の指揮は総督閣下にお願いしますよ。で、弓兵隊の指揮は……この際だから、彼女にやってもらったら？」

　そういってハルドールが指さしたのは、いつの間にかすぐそこに立っていたケチャだった。

「ケチャちゃん……寝てたんじゃないの？」

「こんなに騒がしかったら起きてくるでしょ、当然」

　ハルドールは軽く肩をすくめ、ケチャにいった。

「──今の話、聞いてたでしょ？　任せてもいいよね、指揮？」

「おぬし……とっくに気づいておったのじゃな？」

　いつもの舌足らずな口調ではなく、はっきりとそういったケチャの瞳が、妖あやしい銀色に輝いていた。
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　ドン・デルビルは、右手に摑んだナイフを正面のジャマリエール目がけて思い切り投げつけた。

「へっ、陛下!?」

　ガラバーニュ卿が止める間もなく、肉用のナイフがひしひしと食事を続ける少女魔王の顔面へと飛んでいく。しかし、それが命中する寸前、ジャマリエールはほとんど予備動作なしに椅子の上に立ち上がると、手にしていたフォークをひと振りした。

「たーっ！」

　かきぃん！　と小気味いい音がして、ジャマリエールのフォークがデルビルのナイフを見事に捉とらえた。

「あぎゃっ!?」

　綺麗に打ち返されたナイフがデルビルの禿げ上がった額ひたいに見事にヒットした。といっても、結局はふつうのナイフだから、ニンゲンの頭蓋骨を貫通するほどの鋭利さはない。せいぜいよく輝くデコの肉に数ミリほどめり込んだ程度だろう。

「いだだだだだ！」

　デルビルは額を押さえてその場にうずくまり、情けない悲鳴をあげた。ユリエンネ卿はその醜しゆう態たいを冷ややかに見つめ、

「……ザブームと内通している証拠を捜し出すまでもなくなりましたね、ばばさま」

「うむ。陛下の暗殺未遂は重罪じゃからのう。──これ、若造」

「はっ！」

　ガラバーニュ卿とその部下たちがデルビルを押さえつけ、たちまち縛り上げる。

「ぐ……く、くそぉ……！」

　額にうっすらと血をにじませたデルビルは、悔しそうに唇くちびるを嚙み締め、椅子の上で仁に王おう立だちするジャマリエールを睨みつけている。

「くそっていうな！　ケチャはまだしょくじちゅう！」

　ガラバーニュ卿の手で引きずり起こされたデルビルに、ジャマリエールがいった。

「そもそもひとがメシくってるのをじゃますんな！　れいぎがなってねえな！」

「え……？　な、お、おまえ──おまえ、ジャマリエールではないな!?」

「だまれ、れいぎしらず！」

　ジャマリエールはテーブルの上の空の皿を摑み、デルビルに投げつけた。

「うおっ!?　いたっ、ちょ、こ、やめっ……」

「そのくらいにしておけ、ケチャ」

　高価な白はく磁じの皿が一○枚ほどこなごなに砕けたところで、クロシュばあさんが少女を止めた。

「……ザブームと通じておったおぬしを糾きゆう弾だんする場に、本物の陛下を同席させるわけがなかろう？　陛下は我々などとはくらべものにならぬほどお強いおかたじゃが、万一ということもあるでな」

　クロシュばあさんのその言葉が終わる前に、ぽふんと可愛らしい破裂音がして、ジャマリエールの全身が白い煙に包まれた。

「お、もどった」

　その煙が晴れたあとに立っていたのは、メイド服を着たワードッグの少女だった。デルビルは目を見開き、

「そ、そんな……では、ほ、本物のジャマリエールはどこだ!?　せめてひと言、ひと言なりと──」

「命いのち乞ごいでもしたいのか？　それとも恨うらみ言ごとでもいうつもりか？　ま、どちらにしても無理じゃがのう」

　何事もなかったかのように食事に戻ろうとするケチャに割れた皿の片づけを命じ、クロシュばあさんは小さく笑った。

「──おぬしが恃たのみとしたザブームも、それにその軍も、じきに消えてなくなるじゃろうて」
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〝化け身しん〟の魔法を解除して本来の姿に戻ったジャマリエールは、両手でわさわさと髪をかきむしり、得意げに笑っているハルドールを睨にらみつけた。

「わ～……ケチャちゃんがじゃじゃさまに変わっちゃった～」

　シロは目を丸くし、無ぶ遠えん慮りよにじゃじゃさまの頭や顔をぺたぺた撫なでている。鬱うつ陶とうしそうにそれを振り払い、じゃじゃさまはハルドールに毒づいた。

「おのれ……この女どもでさえ、わらわが魔法でケチャに化けておったことに気づかずにおったとゆうのに、おぬしにはなぜ判ったのじゃ？」

「いや、そもそもケチャが急に本を読み出すのがまずありえなくない？」

「ぬ……時間を無駄にしたくなかったがゆえに読書などしたのが裏目に出たか……」

「それに、きみとケチャとでは匂においが全然違うんだよ」

「は？　ここへ来てまたあらたな変態的側面を見せてきおったか、おぬしは」

「へ、陛下……？　本物の陛下でございますか？」

　総督が怪け訝げんそうな顔つきでじゃじゃさまに声をかける。じゃじゃさまはこれまた鬱陶しそうに手をひらひらさせ、

「あー、あいさつならあとでよいわ。大おお袈げ裟さに騒ぐとザブームに気け取どられかねぬし」

「わざわざケチャに化けてこっそりついてきたのはそのためか……」

　ハルドールだけならまだしも、じゃじゃさままでこの町に来たと聞けば、ザブームは警戒して攻め寄せてこないかもしれない。だからじゃじゃさまは、クロシュばあさんとユリエンネ卿きよう、それにガラバーニュ卿といった側近中の側近にしかこのことを打ち明けず、ひそかにここまで来たのだという。

「……実はデルビル商会がザブームと通じておることが判ってな。あやつの息がかかった者がどこにひそんでおるか判らぬゆえ、都を出るにも慎重を期きさねばならなかったのじゃ」

「とりあえず、その策は今のところうまく行ってるみたいだね」

「うむ。ようやくわらわの目の届くところにザブームが出てきよったわ。……あとはおぬしがヤツを仕し留とめるだけじゃ。頼んだぞ？」

「お任せあれ」

　じゃじゃさまに見送られ、ハルドールとクロとシロ、それにガラバーニュ総督に率ひきいられた騎兵隊は、門を出て町の南に布陣した。

「勇者どのは、その……馬は？」

　馬上から総督が心配そうな表情で尋たずねる。

「ん？　ああ、いらないよ。長距離を移動するならともかく、戦場でなら自前の足のほうが馬より速いし、小回りも利きくからね」

「そのようなものですか……いや、しかしこうして見たところ、丸腰では……？」

「あー、それもいいの。武器がなくても俺は強いから。必要なら倒した敵からテキトーにいただくし」

　各所の関節をほぐしながら、ハルドールは正面の敵の陣容を見み据すえた。

　さすがにこの距離ではザブームは目視できない。しかし、全軍を指揮してグレンドルシャムを攻め落とそうと考えているなら、中央後方に陣取っているに違いない。

「……この戦場に出ている兵力の差を考えれば、敵はまずこっちの騎兵を包囲殲せん滅めつしようとするだろう。そのあとじわじわと距離を詰めながら城壁の上の弓兵隊を減らすか、さもなければザブーム自身が出てくるか──とにかく最終的には門を破壊して、町の中に突入してくる」

「それでは我々はどのように動けばよいので？」

「ま、大きな声ではいえないけどさ」

　ハルドールは肩越しに城壁のほうを一いち瞥べつし、声をひそめて続けた。

「……町の守りはじゃじゃさまに任せておけばいいから、あなたがたは全滅しないように適度に遊撃しててもらえるかな？」

「は？　いや、しかしそれでは……」

「いいんだって、せっかくじゃじゃさまっていうデカい切り札があるのに、使わない手はないでしょ？　だいたいさ、疲れるから自分は戦いたくないってじゃじゃさまはいうけど、疲れたって休めば回復するよね？　けどさ、失われた兵力はそう簡単に取り戻せないわけじゃん？　特にこの国は男性人口が少ないんだからさ」

　だったらじゃじゃさまにもはたらいてもらって、兵力の損そん耗もうを最小限に抑おさえるほうがいいに決まっている。

「──そもそも俺がいなかったら、じゃじゃさまは自分でほかの魔王の相手をするはずだったんだしさ。そこを俺がザブームの相手をすることになったんだから、代わりに敵の兵士たちを引き受けてくれたって罰ばちは当たらないよ」

「おい」

　ハルドールと総督がごにょごにょやっていると、クロが横おう柄へいに声をかけてきた。

「──さっきもいったけど、わたしは好きにやらせてもらうよ？」

「もうちょっと協力的になってくれてもよくない？」

「あのね、ハルくん……わたしはその、ハルくんにもうちょっと協力してもいいかなって思ってるんだけど……そのぉ、クロちゃんがね？」

「シロ、わたしをいいわけに使うのやめなよ。……だいたい、わたしたちがこいつに手を貸すってことは、こいつばっかり有名になるってことだよ？　わたしたちが名を上あげなきゃダンナに見つけてもらえないだろ？」

「まあ、きみたちが協力してくれようがくれまいが、俺が大活躍することに変わりはないけどね」

「は？」

　ハルドールの挑発的な言葉に、クロの眉み間けんに深いしわが走った。

「……見てなよ」

　吐き捨てるようにいい放ち、クロはいきなり駆け出した。シロはそれを見送り、

「あー……ホントにクロちゃんて浅せん慮りよ……こんなに判りやすいハルくんの挑発にまたまたまんまと乗せられて……」

「いいんじゃない？　それで彼女がやる気を出して戦果を挙げてくれるなら、俺にとっては結果オーライだよ。それでミス・グローシェンカが調子に乗ったとしたって、別に俺はかまわないしね。ほめろといわれれば何百回でもほめるし、頭を下げろといわれれば下げるしさ」

「……意い地じっ張ぱりなクロちゃんだと、そういうところでもうハルくんには勝てないのよね、たぶん……不思議だわ」

　諦てい念ねんの混じった溜ため息いきをもらし、シロはクロを追って走り出した。ふたりともすさまじい速さで、それこそ馬に乗る必要もない。

「話に聞いておりましたが、いやはや、すさまじいものですな……」

　総督が呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。その感かん嘆たんの吐息も消えないうちに、敵陣のほうで夜目にもあざやかな赤い爆炎が噴き上がった。

「おっと、さっそく始めちゃったか。……それじゃ総督、あとはよろしく！」

　指揮をゆだねた総督に軽く敬礼し、ハルドールは走り出した。
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「……何じゃ？」

　ハルドールたちを送り出したじゃじゃさまは、夜空に溶け込むような黒いマントをかぶって門の上空に待機した。この高さからならザブームには見つかりにくいし、戦況も手に取るように判る。

　が、特等席に陣取ってすぐ、じゃじゃさまは自軍の妙な動きに気づいた。

「あやつら、敵の出方を窺うかがいもせず、いきなり仕し掛かけおった……！」

　ハルドールより騎馬隊より早く、真っ先に敵軍に突っ込んでいったのはクロだった。彼女が高速で駆け抜けると、その軌跡を追いかけるように地面に火柱が上がり、敵兵たちが次々に吹き飛ばされていくのである。

「……グローシェンカめ、あのような芸当もできたとは、ブルームレイクではかなり手を抜いておったようじゃな。出し惜しみしおって……」

　結局、この前のブルームレイク攻防戦では、ハルドールたち三人で二○○○人以上の傭よう兵へいたちを蹴け散ちらした。が、今回はひとり頭二○○○人倒したとしても追いつくかどうか判らない。それほどまでにザブーム軍の数は多かった。

「装備が不ふ揃ぞろいなところを見ると、あちこちの盗賊団をかき集めてきたという感じじゃが……ん？　端はしのほうに妙な連中がおるな」

「ザグレウスからの援軍ですよ」

　虚こ空くうにあぐらをかいて望遠鏡を覗のぞいていたじゃじゃさまは、聞き覚えのある少女の声に振り返った。

「誰かと思えば……〝戦管〟の神使アンヘリートララベルどのではないか」

　じゃじゃさまと同じ夜空の高みに、白い輝きを帯びた翼を持つ少女が浮かんでいる。少女は丸まる眼鏡めがねを押さえてじゃじゃさまに軽く一礼すると、儀ぎ仗じようの先端で戦場の左端をさししめした。

「──略りやく奪だつによって得た金銭と引き換えに、ザブームがザグレウスから引き出したものです。数こそ多くありませんが、この戦場でもっとも練度が高い兵たちといえるでしょう。それを率いているのは女妖術師……あいにくと名前までは存じませんが」

「よいのか、ララベルどの？　ただ見守るだけが使命のそなたが、そのようにぺらぺらと敵軍の内情をわらわに話してしまっても？」

「わたしたちにはある程度の裁量があたえられておりますので……」

「ふん……そのような情報などなくとも、我が軍が負けることはありえぬがな」

「その自信のほどはどこから出てくるのでしょう？　そこまであの少年を信頼しているとおっしゃる？」

「確か女神が定めたもうた戦争のルールに、異世界から勇者を召喚してはならぬ──などとゆう一文はなかったはずじゃな？　とまれララベルどの、わらわからもそっと離れて、そのまま見物しておるがよかろう」

　じゃじゃさまが黒いマントで視認性を低くしているというのに、白く輝く神使がそばにいたのでは、いつザブームに発見されるか判らない。せっかくおびき寄せたザブームを、ここで逃したくはなかった。

「ですが、先ほどのジャマリエールどのの口ぶりからするに、想定とは違うことが起きているのではありませんか？」

「たとえそうじゃとしても、せいぜい誤差とゆえるレベルじゃ。我が勇者であれば、かならずやあの女どもを御ぎよせるはず──」

「いえ、わたしがいいたいのは、かの勇者があの女たちを御せるかどうかではなく、ジャマリエールどのがかの勇者を御せるかどうかという話です」

「……それも心配無用じゃ」

　わずかな間を置いて、じゃじゃさまはララベルにいった。

「わらわの策に抜かりはない。──ララベルどの、我が勇者とあの女どもがザブームを討ち取った暁あかつきには、今こ宵よいの戦果、遠慮なく諸国の魔王ドウクスどもに触れ回ってくれてかまわぬぞ？」

　グリエバルト魔王国ドウクス・エスタドスには、ジャマリエール・グリエバルトのほかにも、ザブームを倒すほどの強さを持った勇者がいる──神使の口からほかの魔王たちへそんな話が伝われば、この国に対する侵攻を躊ちゆう躇ちよさせる大きな抑止力となるだろう。

　ララベルは丸いレンズを拭ふいて眼鏡をかけ直し、小さく嘆息した。

「わたし個人は、あなたに大きな期待を寄せているのですよ、ジャマリエールどの」

「ほう？」

「血の気の多い魔王たちの中にあって、あなたは比較的おだやかな部類に入ります。もしあなたがこのまま大魔王グラン・ドウクスの座に就けば、次の五○○年も流される血の量は少なくてすむでしょう」

「そうなるといいのじゃがな、本当に……」

　じゃじゃさまは懐ふところから取り出した〝女神の宝珠ソルス・デル・デイオーサ〟を見つめ、静かに嘆息した。
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　敵の主力となっているのは、ザブームが揃えた彼の盗賊団──もはや軍と呼べるまでに巨大化した、ニンゲンやゴブリン、オークたちが混在する兵力だった。おそらく略奪によって手に入れたものだろうが、なかなか上等な武器や防具に身を固めている。

「……生意気だな」

　敵の最前線に突っ込んだハルドールは、先頭にいた歩兵の槍やりをかわしざま、その胸に掌しよう底ていを打ち込んだ。

「ご、ほぉ……っ！」

　鎧よろいもコミでハルドールの倍は重そうな大柄なオークが、その一撃で派手にすっ飛んでいく。のみならず、ハルドールが突き出した右手を起点として扇おうぎ状じように広がった目に見えない衝撃波が、一度に数十人の兵士たちを枯かれ葉はのように吹き飛ばしていた。

「……まあ、数も多いし、やりすぎじゃないよな」

　軽く首を回し、ハルドールは苦笑した。

　ハルドールは魔法は使えない。というより、攻撃魔法を学ぶ必要性を感じたことが一度としてなかった。それは、ハルドールが本気を出した時の攻撃力が、すでに大がかりな攻撃魔法のようなものだからである。今の〝爆ばく裂れつ発はつ勁けい〟もまた、勇者力ヘルトーラを駆使した奥義のひとつだった。

「俺に勝てないのを悟ってさっさと逃げてくれると助かるんだけどな」

　目の前の敵をしりぞけても、すぐに左右からさらに多くの敵が押し寄せてくる。ハルドールは軽く腰を落として身構えると、無言の気合とともに両の拳こぶしを左右に大きく突き出した。

「ぎゃっはぁ!?」

「ごえ……あ──」

　ハルドールの拳から放たれた力の奔ほん流りゆうが渦うずを巻き、無数の敵をはじき飛ばした。

「くそっ、こいつが噂うわさの勇者か──！」

　遠距離から飛んでくる驟しゆう雨うのような矢も、ハルドールにはかすりもしなかった。カタパルトで打ち出す杭くいのような矢ならまだしも、ひょろっとしたふつうの細い矢では、ハルドールがまとう覇気を貫通することはできない。

「どのみち俺の戦うべき相手はきみらじゃないからね」

　ハナっから弓兵隊を無視してザブームを捜そうとしたハルドールだったが、戦場を駆けるその足が急に止まり、すぐさま真横への跳躍にすり替わった。

「──！」

　さっきまでハルドールが立っていた場所に、大ぶりな斧おのが何本も突き刺さっている。どれもニンゲンが振るうには大きすぎるサイズだった。

「我らが大王の障害となるか否いなか──ここで見極めさせていただきましょう」

　気づけばハルドールを黒衣の大男たちが半包囲していた。きちんとした鎧を着ている者はひとりもおらず、全員が黒い毛皮や動物の頭ず蓋がい骨こつでこしらえたような不揃いな防具を身に着けている。そういう意味では、逆にとても統一感のある一団だった。

「ニンゲン……じゃないな」

　この世界では身長二メートルを超えるニンゲンはそう多くない。一方、野や趣しゆあふれる毛皮と斧とで武装した男たちは、みんながみんな三メートル近い巨漢だった。ニンゲンによく似た別の種族だろう。

　その男たちの中にひとりだけ交まじっていた女が、ハルドールを見据えて何か呟いている。ハルドールは本能的に、それがなにがしかの魔法だと察した。

「ザブームのところに魔法使いがいるとは聞いてなかったけどな──」

　ハルドールは素早く地面に突き刺さった斧を引き抜いた。

　そこに毛皮の巨漢たちがいっせいに殺さつ到とうする。ケチャより重そうな大きな斧を振り回すその動きからは、洗練された技術のようなものは感じられなかったが、その代わり、問答無用の、剝むき出だしの、原始的な力を感じさせた。

「きみたちちょっと──どうなのかな、それ？」

　巨漢たちは目を爛らん々らんと輝かせ、口からは涎よだれを垂たらしながら、がむしゃらにハルドールに突っかかってくる。仲間が斬きり倒たおされても、あるいは自分が深手を負っても、まったく怯ひるむ様子がない。まるで熱病にでも浮かされたように、ただひたすらにハルドールを殺そうと斧を振り回している。

　巨漢たちの斧をかいくぐりながら、ハルドールはその向こうにいる青い肌の女を一瞥した。おそらく、あの女がさっき唱えた魔法が、この巨漢たちを痛みも恐れも知らない狂戦士に変へん貌ぼうさせたのだろう。

「……本人がそれでいいなら俺が口出しすることじゃないけどさ」

　頭上から降ってくるかのような重い刃やいばをすべてかわしたハルドールは、手にした借り物の斧を一閃させた。

「ぉ……」

　断末魔の悲鳴もなく、血ち飛沫しぶきを上げて巨漢たちが倒れていく。彼らが身に着けていた鎧がすべて砕け散っているのは、ハルドールの一閃でそれだけの衝撃を受けたからだろう。と同時に、ハルドールが手にしていた斧のほうも、ばらばらに砕けてただのゴミと化していた。

「これが面倒なんだよな……」

　ハルドールが少し本気を出して勇者力を込めると、たいていの武器はその力に耐えられずに壊れてしまう。だから武器は敵から奪うか、いっそ素手で戦うほうが面倒がないのである。

　あたりに転がっていたまだ壊れていない斧を拾い、ハルドールはいった。

「でもまあ、きみの相手くらいはできるんじゃないかな、このなまくらでも？」

「……なるほど」

　引き連れてきた巨漢の戦士たちがまたたく間に全滅させられたのを目まの当あたりにしても、女の表情には驚きも落らく胆たんもなく、むしろそこには、何ともいえず楽しそうな、不敵な微笑ほほえみが浮かんでいた。

「我が大王が好むのは強敵との戦い……異世界の勇者ハルドールといいましたか。その名、伝えておきましょう」

「あれ？　もしかしてこのまま帰るつもり？　お仲間はみんなやられちゃったけど、仇かたき討うちとかは考えないタイプかな？」

「敵の力を見極めるための必要な犠牲だと思えば無駄ではありません。この者たちとてそれは覚悟していたはず……」

「……きみら、ザブーム軍じゃないよね？」

「仕儀あってこの戦いに加わることになりましたが、ザブームどのへの義理はもう果たしました。これ以上首を突っ込んでわたしまで命をあやうくするつもりはありません。……まして、負けると判っている他人の戦いくさではねえ」

「へえ？」

「あなたもそうですけど、ジャマリエール・グリエバルトの首は我が大王のもの……つまらぬところで足をすくわれないように気をつけなさい……」

　忠告めいた言葉を残し、女はそのまま闇やみに吞のまれるように消え去った。

「──なかなか器用な女性だな。名前を聞くのを忘れたのは失敗だったか」

　ほっとひと息つき、ハルドールは両手に斧を持って振り返った。
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　クロによって戦いの口火が切られてからすでに二時間近くが経過していた。戦況はおおむねザブーム軍が優勢のまま推すい移いしつつある。やはり戦場でもっとも重要なのは兵の多た寡かなのかもしれない。

「……さすがに想定外の事態じゃな」

　門の上へと舞い降りてきたじゃじゃさまは、弓兵たちに命じて近づく敵に間断なく矢を射いかけさせていたが、ここへ来て肝かん心じんの矢が尽きかけていた。もちろん戦いに備えて充分な数を用意させていたのだが、予想を大きく上回るペースで矢を消費してしまっている。ザブーム軍が放った火矢のせいで小ぼ火やが起き、未使用の矢の一部が燃えてしまったのも誤算だった。

「へ、陛下、このままでは矢が足りなくなります！」

「そのくらい判っておるわ」

　ぶすくれた表情で溜息をついたじゃじゃさまは、しかし、実際には矢が底を突くことを心配しているわけではなかった。何なら、弓兵たちに矢の一本すら撃たせなくともよかったのである。

「はー……結局はわらわが汗をかかねばならぬのか……我が勇者にすべて任せておけば左ひだり団扇うちわでいられると思うたが……」

　弱々しくかぶりを振ったじゃじゃさまは、そのままのろのろと夜空に舞い上がった。

「ああ……本当に面倒じゃ。派手に力を使うと若さが抜けていくような気がするし、できれば力は使いたくないのじゃが、やはり真に万能なのはわらわひとり……横着もほどほどにせねばならぬか」

　すぐそばをかすめて飛んでいく火矢にまばたきすらせず、戦場を一望できる高さまで移動したじゃじゃさまは、軽く自分の頰ほおをはたいて大きく息を吸い込んだ。

「我が勇者よ！」

　戦場にいるすべての兵士たちに聞こえるほどの声で、じゃじゃさまは叫んだ。

「──一○分じゃ！」

　じゃじゃさまのもさもさっとした髪が、風もないのにざわざわとうごめき始めた。

「今より一○分だけ猶ゆう予よをやろう！」

　じゃじゃさまの銀の瞳ひとみが妖あやしい輝きを増すと、城壁のすぐ前に虹色にきらめくオーロラめいた光の壁が出現した。

「なっ……何だ、これは!?」

　すぐ目の前にそそり立った光の壁に、弓兵たちが目を見開く。

「喜べ、我が勇者よ！　今から一○分だけ、わらわが時間を稼かせいでやろう。その間に見事ザブームを倒してみせよ！」

　じゃじゃさまがゆっくりと両手を前に押し出していくと、それに合わせて、光の壁もまた前方に移動していく。

「うおあ!?」

「ぎゃあっ！」
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　ザブーム軍が調子に乗って放っていた火矢が、光の壁に当たって跳ね返り、彼ら自身の頭上に降りそそいだ。それだけでなく、じりじりと迫る光の壁によって、ザブーム軍全体がグレンドルシャムから引き離されていく。

「……戦場全体に作用する大規模な魔法ですね。あなたの〝魔王力ドウクソーラ〟の一いつ端たんを見た気がいたします」

　いつの間にか、またララベルがじゃじゃさまの背後に浮かんでいた。

「さすがはジャマリエールどの……といいたいところですが、さすがにこのような魔法はあなたにとっても負担が大きいのでは？」

「決してそのようなことはないぞ？　別にわらわの魔王力を使っておるわけではないからのう」

「あなたの魔王力を使っていない……？」

「先日、我が城に踏み込んできた身のほど知らずの三流魔王を一匹仕し留とめてな。その時ここに封じ込めたそやつの魔王力をな、利用させてもらっておるとゆうわけじゃ」

　懐から引っ張り出した〝宝珠〟を怪訝そうなララベルにしめし、じゃじゃさまは悪戯いたずらっぽくにひひと笑った。

「では、制限時間を一○分と区切ったのは──」

「三流魔王から奪った魔王力ではその程度が限界じゃ。無論、わらわが自前の魔王力を使えば、あの壁で戦場全体を囲い込むことも可能じゃし、その中に閉じ込めた者たちを一瞬で焼き尽くすこともできるがな。──じゃが、そのようなことをすれば、わらわは大量の魔王力を消費してとんでもなく疲れるし、何より評判がガタ落ちじゃ」

　一転、不機嫌さを隠そうともせず、じゃじゃさまは舌打ちした。

「……わらわはこれまで、ほかの荒っぽい魔王どもとの差別化によって民衆の支持を得てきたのじゃ。民を理不尽にしいたげたりせぬ、平和的でハナシの判る可愛かわいい魔王としてな。──それが乱世デラ・オスキユーラになったからとゆって、いきなり我が軍の兵士もろとも敵兵を大だい虐ぎやく殺さつするような真ま似ねなどしたら、民衆から一気にそっぽを向かれるじゃろうが？　もしここに完全に敵軍しかおらなんだら、疲れるのを承知で全員殺しておるわ」

「民衆に対するクリーンなイメージを維い持じするために、あえて力を抑えて不自由な戦いをしている……と？」

「勘違いしてほしくはないな、神使どの」

　じゃじゃさまはじろりとララベルを見やった。

「……わらわは魔王じゃ。よその魔王のように積極的に戦や血を求めたりせぬのは事実じゃし、その意味では民衆にやさしい魔王ともゆえる。が、世界を手中に収めるのに必要ならば、民衆が犠牲になるのも気にはせぬ。ただ単に、今はまだ民衆の支持があったほうがよいと判断しておるだけのことじゃ」

「存外に冷れい徹てつでいらっしゃる」

「国の根幹は民衆じゃ。大多数の民衆が安らかに暮らしていける国を作るためには、君主にそうした冷酷さは必要じゃろう。少なくともわらわはそう思っておる」

　さらに一○メートルほど壁を押し出し、じゃじゃさまはふたたび叫んだ。

「──一○分じゃ、勇者ハル！　わらわの期待を裏切ったら承知せぬぞ！」
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　はるか前方に突如として出現した光の壁を見て、ザブームは慌ててケルベロスの戦車を停止させた。

「どんなに腕のいいエルフの魔術師でも、あのようなものは作り出せないはず……ということは、あれは魔王力によるものか──ジャマリエールは都にいるという話ではなかったのかね？」

　王都ランマドーラから来たドン・デルビルの配下の者によれば、ジャマリエールはデルビルとの謁えつ見けんやあらたな契約のために、少なくともあしたの昼までは王宮を離れられないはずだった。

　それが、いきなり戦場に現れて光の壁を生み出し、グレンドルシャムに取りつく寸前だったザブーム軍を押し返し始めている。ザブームは眉まゆをひそめ、ヒゲを撫でつけながら素早く計算をめぐらせた。

「この戦場にジャマリエールがいたとは予想外だな……あの小娘とくだんの勇者を同時に相手取るのは非常にリスクが高い」

　徹底的にリスクを排除するなら、いますぐ戦闘を中止して森林地帯の奥深くにある本拠地に退却すべきだろう。しかしその場合は、後背からグリエバルト軍の追撃を受けることを覚悟しなければならない。せっかくかき集めた戦力の大半が、それによって失われる可能性もある。

「もしそうなったとして……吾わが輩はいがもう一度再起できるかどうかは不明、か」

　国という強固な地盤を持たないザブームが、まがりなりにもこれだけの陣容を揃えられたのは、これまで魔王同士の戦いが禁じられていたからである。だが、乱世に突入した今、ジャマリエールにそのつもりがあれば、みずから討伐軍を率いて森に分け入り、ザブームの本拠地を攻めることも可能だった。

「……やはりここで退却はありえないな」

　逡しゆん巡じゆんはわずか一分にも満たなかった。ザブームはおのが手にある巨大な異形の斧を見つめ、野太い笑みを浮かべた。

「もとより吾輩は、この戦にすべてを賭かけている。いまさら森の奥に戻るつもりなどない……あとは進むのみだ！」

「そうそううまく行くと思うかい？」

　ザブームの視界に、何か黒いものがすさまじい速さで飛び込んできた。

「────」

　ザブームは眉ひとつ動かすことなく、右手の斧を振るってそれを叩き落とした。

「ぎゃふっ！　……ひ、ひでえよ……お、か、しら……っ……」

　全身の骨を砕かれて地面に叩きつけられたのは、ザブーム軍に属するオークの兵士だった。

「……頭領と呼びたまえと何度もいったはずだがね」

「お頭だか頭領だか知らないが、とにかく自称勇者の出る幕なんてないね。……あんたはここでわたしに倒されるんだよ」

　ぐったりした兵士たちを両手にひとりずつ引きずって、褐かつ色しよくの肌の女がゆっくりと近づいてくる。が、その堂々とした歩みを止めようとする者はいない。ザブームの周囲にいた兵士たちは、爛々と輝くその女の瞳に見入られたかのように、ただその場に立ちすくんでいた。

「先ほどから派手にやっていたのはきみか……なるほど、確かにこれは単なるエルフではなさそうだ」

「したり顔をするんじゃないよ」

「く、クロちゃん！　ひとりで先に行かないでっていってるでしょ!?」

「あんたは下がってたっていいんだよ、シロ？」

　褐色の美女の後ろから、青白い肌の金髪の美女が駆けてくる。その風ふう体ていからして、傭兵たちの生き残りから聞いていた、ブルームレイクを守った三人組のうちのふたりで間違いない。

「クロにシロ……とは、芸のない名だ。せっかくの美び貌ぼうも興きよう覚ざめではないかね？」

「黙ってなよ」

　クロがここまで引きずってきた兵士たちをザブームに向かって投げつけた。

「ふん」

　ザブームはふたたび斧を振るい、即席の砲弾と化した配下の兵士たちを無造作に叩き落とした。しっかりとした鎧をまとったオークなら体重は二○○キロ近いはずだが、それをああもたやすく投げるとは、ますますエルフとは思えない。

「一応聞こうか。かの小娘を見かぎって」

「お断りだよ」

　ザブームの口上をさっさとさえぎり、クロはいった。

「別にわたしだってあんな小娘の配下になったつもりはないけどね、とりあえず、あんたをブッ倒すことで利害は一致してるんだ」

「そ、それに……さすがにじゃじゃさまのお城のほうが待遇よさそうだし……ねえ？」

　クロの背後に隠れたまま、シロがかぼそい声でつけ足した。

「それでは仕方がない。──吾輩の軍門に降りるつもりがないのであれば、消えていただくほかはないな」

　ザブームは斧を肩にかつぎ、戦車を曳ひく二頭のケルベロスに手た綱づなを打った。

「シロ！」

「う、うんっ！」

　轟ごう音おんを立てて走り出した戦車をかわし、ふたりの美女が左右に跳躍した。その遅滞のない動きだけを見ても、彼女たちの強さが窺い知れる。ザブーム配下の兵士たちでは相手になるまい。

「がっ!?」

「ぶご、ぉ……！」

　戦車の突進を避さけそこねたザブーム軍の兵士たちが、ニンゲンの身長よりも大きな車輪に引っかけられ、悲鳴とともに吹っ飛んでいく。

「不ふ甲が斐いない……吾輩の配下ならばうまく避けたまえ！」

　たとえ味方を何十人巻き込むことになったとしても、手綱をゆるめるつもりはない。人一倍理性的な紳士であることを自任しているザブームでも、やはり闘争を好むジャイアントの血は抑えがたかった。

「ジャマリエールを血祭りにあげる前の景気づけだ！　美女が流す血はさぞや美しいだろうね！」

　戦車から大きく身を乗り出し、ザブームは片手で斧を振りかぶった。

「……その品のない番犬ごと焼き尽くしてやるよ」

　左手を前に、右の拳を腰の後ろに引きつけるように構えたクロが、不敵な微笑みとともに呟く。しかしザブームは、その笑顔がすぐにこわばるということを知っていた。

「──!?」

　ザブームに向かって右の拳を繰り出したクロは、はっと目を見開いた。

「な、ど、どうして──」

「クロちゃん！」

「くっ……！」

　突っ込んでくるケルベロスの戦車をかわしざま、クロは地面に身を転がした。

「諸君、いっせいにかかれ！　尻込みする者は吾輩の斧で成敗するのみ！」

「う、ううっ……！」

「うおおおお！」

　ザブームに対する畏い怖ふに駆られて、兵士たちがクロへと襲いかかる。だが、彼らがこれまでのように黒焦げにされることはなかった。

「これは……!?」

　炎の魔法で敵を薙なぎ払はらおうとしたのか、クロは両手を大きく振るったが、そこから出たのは大量の火の粉くらいのもので、とても武装した兵士たちの群れを焼き尽くすにはほど遠い。その事実に、クロがふたたび目を丸くしていた。

「……ちっ」

　クロはすぐさま開いていたてのひらを拳の形に変え、兵士たちの攻撃をかわして反撃に転じた。

「何だってのさ、いったい──」

「く、クロちゃぁん！」

　両手に持った剣を無茶苦茶に振り回しながら、シロがクロのほうへ駆けてきた。

「わ、わたしたちの力が封じられちゃってる！」

「は？」

「ふ、封じられてるっていうか、極端に低く抑えつけられてるっていうか……わたしもぜんぜんいつもの力が出せないのよう！」

「そんな……いや、そうか──」

　クロは我が手を見つめて唇くちびるを嚙かんだ。

「ふふふふ……やはり吾輩の見立て通りか！」

　戦車をターンさせて戻ってきたザブームは、戸と惑まどう美女たちを見て確信した。

「ニンゲンでもエルフでもなく、しかし常人離れした腕力や魔法を駆く使しするきみらは、おそらく何者かによって作られた魔法生物マギウスだろう？」

「────」

　兵士たちに包囲されたクロたちが、無言でザブームを睨みつける。

「であるならば、もはやきみたちに勝ち目などない！　吾輩に、この魔ま斧ふマラギギがあるかぎり！」

　ザブームが手にしていた斧をかかげる。その刃は先刻から低い唸うなりをあげていた。

「このマラギギの前ではあらゆる魔法が減げん衰すいする！　……つまり、魔法生物であるきみたちの力そのものも減衰する！」

「な、何……？」

「考えてもみたまえ、魔王の大半はなにがしかの魔法を使うのだよ？　魔法を持たない吾輩が、魔法を使う強敵たちとの戦いのために、何の備えも用意せずにいるはずがあるまい？」

「あるまいっていわれても……しょ、初対面だし──っ！」

　クロとぴったり背中合わせの位置に立ったシロは、槍で突きかかってきた兵士を、持っていた剣でひっぱたいた。

「ぶぐえ！」

「……え？」

　無様な悲鳴をあげて仰あお向むけに倒れる兵士を見て、シロが声を震わせた。

「ホントならもっと派手に飛んでくのに……ま、また力が弱くなってる！　どうしよう、クロちゃん!?」

「わたしに聞かないでよ……」

「ふん……さすがにここまでか」

　おそらく彼女たちの力は、マラギギの魔法減衰効果をもってしても、完全に消し去ることはできないのだろう。しかし、ここまで抑制できるのであれば、もはやザブームの敵ではない。

「これ以上無駄に犠牲を増やすこともあるまい」

　ザブームは兵士たちに包囲の輪を広げるように指示した。いくらマラギギによって力を抑えられたとはいえ、それでも雑ぞう兵ひようたちで簡単に仕留められる相手ではない。兵士たちはただクロたちを逃がさないよう包囲させるだけにとどめ、あとはザブームみずから手を下すつもりだった。

「効果を発揮したマラギギの前ですらこうして戦える魔法生物か。我が手て駒ごまとしてとどめ置きたい気持ちはあるのだが……どうやら最後まで抵抗するつもりのようだ」

「最後まで抵抗するつもりっていうか、戦いはまだこれからだと思うけどね」

　そう呟くクロの表情を見れば、彼女たちに降伏の意思などないことが判る。ザブームは目を細め、手を伸ばしてケルベロスたちの頭を撫でた。

「…………」

　ザブームの無言の指示で、二頭のケルベロスがおのおの三つずつの口をかぱっと開いた。そこから吐き出されるのは地獄の業ごう火か──たとえあの美女たちが鋼鉄でできていたとしても、ものの一○秒ともたずに溶けて消え去るだろう。いわんや、生身の身体からだであれば一瞬で消し炭に変わる。

「やれ」

　次の瞬間、ザブームの視界が炎の照り返しで赤く染まった。

「おわ……！」

「あつっ!?」

　遠巻きにしていた兵士たちが、魔獣の吐く火炎の熱さにたまらず飛びのいた。

「……今にして思えば、どうにかして生いけ捕どりにして、どこかに売り飛ばすのでもよかったかもしれんな。ただ焼き殺すよりはそのほうがはるかに有ゆう益えきだった」

　直視するのも難しい、熱くまばゆい炎を前にして、ザブームは悠ゆう然ぜんとヒゲを撫でた。

「女性を売り飛ばすとは感心しないな」

「────」

　聞き慣れないその声に、ザブームの表情が固まった。

「……何者だ？」

「どうもこの世界には、ペットをちゃんとしつけられない飼い主が多いらしい。深刻な社会問題だね」

　どこか笑いを含んだその言葉とともに、灼しやく熱ねつの炎の壁の向こうから立て続けに数本の槍が飛んできた。

「ぬ……!?」

　炎を突き抜けて飛来した六本の槍が、無防備にさらされていたケルベロスたちの六つの口の奥に突き刺さり、さらに首の後ろへと貫通していた。炎を吐く代わりに今度は派手に血を吐き、二頭の巨獣が前のめりに崩れ落ちる。ザブームは驚きに息を吞み、はっと視線を転じた。

「可か哀わい相そうだけど殺処分させてもらったよ。この戦場で何百人の兵士をその爪にかけたか知らないけどさ」

　炎が消え去り、血と金属が溶ける異臭が混じった煙けむりが夜風に押し流されたそこに、左手をかかげた少年が立っていた。

「……貴公が噂の勇者──だな？」

「あんたたちにとってはどうせろくでもない噂なんだろ？」

　そういって、勇者ハルドールは軽くウインクした。
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　何が起こったのか、クロにはよく判らなかった。たぶん、シロにも判らなかっただろう。気づいた時にはすぐ目の前に少年の後ろ姿があり、ケルベロスが死んでいた。

「…………」

　あたりの地面は激しい炎にあぶられて黒く変色していたが、クロたちの周りだけが、まるでマスキングでもしたかのようにもとの色をとどめている。それはたぶん、ハルドールがかざした左手が、あの炎の奔流をふたつに割ったからだろう。

「いっておくけど」

　へたり込んでいたクロとシロが立ち上がる気配に気づいたのか、ハルドールが肩越しにふたりを振り返った。

「──きみたちに俺の手助けなんか必要ないというのは判ってるよ。きっとミス・グローシェンカは、余計な真似をするなとかいいたいんだろう？」

「う……！」

　いいたいことを先取りされ、クロは唇を嚙み締めた。

「その通り、これは俺の余計なお世話だよ。きみたちの強さはよく判ってるけど、それでも放っておけないのは、単に俺が女性の前でカッコつけたいだけだからさ。別にこれを貸しだというつもりもない」

「……そんなことない。正直、助かったわ、ハルくん」

　そういって、シロはなぜかクロの頭を強引に押し下げた。

「ちょ……お、おい、シロ？」

「傲ごう慢まんなクロちゃんも、心の中ではハルくんに感謝してるのよ？」

「シロ!?」

「どうやら怪け我がもなさそうで安心したよ」

　小さく笑ったハルドールは、左手を軽く振って深呼吸した。少年の手はいくらか煤すすけてはいたものの、火傷やけどを負っている様子はない。ただ、新調したばかりの服が、肘ひじのあたりまで炭化してなくなってしまっている。

「あんた……ほ、ホントに素手であの炎を──？」

「いまさらじゃない？　きみにあれだけブン回されても無傷だった俺だよ？　ペットの粗そ相そうごときで焼け死んだりしないさ」

「貴公のその力……単純な魔法ではないな？」

　もはや一センチも前に進むことのなくなった戦車を下り、ザブームが地鳴りのような声で尋ねた。

「魔法であればこのマラギギの影響を少なからず受けるはず……まして、素手で炎を割るような芸当などできるはずもない」

「できるよ。……俺は勇者だからね」

「異世界の勇者か……なるほどな」

　ザブームはヒゲを撫でつけ、にやりと笑った。

「噓うそか真まことか、貴公はさまざまな世界を渡り歩き、傭兵稼業のようなことをしているそうだな？　今も雇やとわれてジャマリエールに与くみしていると」

「引き抜きの話ならやめてくれ」

「信義がどうのといういうタイプかね、貴公は？」

「俺がクライアントとの契約を打ち切るのは、クライアントが俺を裏切った時だけだからね。信用って金じゃ買えないだろ？」

　手についた煤をズボンの尻のところでぬぐったハルドールは、左右の耳につけていた真珠のピアスをそっとはずした。

「この前の傭兵たちみたいに、俺も簡単に寝返らせることができると思ったのならおあいにくさま」

「……は？」

「……え？」

　はずしたピアスが少年の手の上でひと組の籠こ手てに変わるのを見て、クロとシロは同時に間の抜けた驚きの声をあげてしまった。

「あ、あんた……え？　そんなところに──？」

「ひっ、ヒドいわ、ハルくん！　ないないって捜し回ってたわたしたちを、ずっと嘲あざ笑わらってたのね!?」

「いや、それはまあ……あとでじっくり話そうよ、俺の部屋でさ。ね？　今は立て込んでるから──」

　上着の裾すそを摑つかんで引っ張るシロに苦笑しながら、ハルドールは魔ま拳けんナルグレイブを両手にはめた。

「──きみたちの力を抑え込めるようなヤツが相手なんだ、ここは俺に任せてもらえるかな？」

「あいにくだけど、あんたに一番の大将首をゆずるわけにはいかないね」

　美女たちを制しようとする少年の肩を逆に押さえ、クロは前に進み出た。

「……別に完全に力が封じられてるわけじゃない。極論、素手でブン殴ってでも始末してやるよ」

「クロちゃん、それはさすがに……」

「いい加減に鬱陶しいな、貴公ら──」

　ＴＰＯもわきまえずにごちゃごちゃやっているクロたちを腹に据すえかねたか、ザブームがマラギギを振りかざして斬り込んできた。

「と！　失礼！」

　ハルドールは左右の美女たちの細い腰に手を回し、ふたりをかかえて後方へ飛んだ。

「うぎゅぐ」

　脳天を踏み台にされたオークがくぐもった呻うめきをもらす。ハルドールはそこからさらに飛んでザブームとの間合いを広げようとした。

「逃がさんよ」

「うぇあ!?」

　ザブームは左手一本でそのへんにいた配下の兵士を鷲わし摑づかみにすると、そのままハルドール目掛けて投げつけた。さっきクロが同じようにオークを一匹ザブームに投げつけたが、さすがにザブームのほうが〝球威〟は上だった。

「ちぇっ」

　美女たちで両手がふさがっているハルドールは、空中でたくみに姿勢を変え、猛スピードで飛んできたゴブリンを靴くつ底ぞこで受け流した。

「ハルくん！」

　シロはハルドールの左手を押さえ、早口でいった。

「──こっ、この際だから、手柄は均等割りってことにしない？」

「均等割り？」

「おい、シロ──」

「クロちゃんだって判ってるでしょ？　ご主人を捜すのに一番効率がいいのは、ハルくんの提案に乗ることだって！　わたしはそのためだったら何だってするつもりよ？　だってわたしは一日も早くご主人に会いたいんだから」

「いや、だからって──」

「でもクロちゃんは違うみたいね」

「おい!?」

　間にハルドールをはさみ、クロはシロの首輪を引っ摑んだ。

「好き勝手いってくれるじゃないか。わたしだって、ダンナに会うためならどんなことだってやれるさ。だからこうして戦ってるだろ？」

「じゃあもっとやりなさいよ」

「……は？」

「ご主人のためなら、ハルくんとうわべだけでも仲よくするぐらいどうってことないでしょ？　ヘンなところで意地張ってないで、うまく利用してやろうとか思えないの？　だからクロちゃんは浅せん薄ぱくだっていつもいってるのよ」

「……うわべだけとか利用するとか、できれば俺のいないところで話し合ってくれるとありがたいんだけど──」

「逃げ回るのが貴公の得意技か、異世界の勇者よ！」

　苦笑いを隠せずにいるハルドールの目の前へ、配下の兵士たちを蹴散らすいきおいでザブームが迫ってくる。一瞬で表情を引き締めたハルドールに、シロがささやいた。

「いい、ハルくん？　手柄は均等に分けるのよ？　じゃじゃさまにもよ～くいっておいてね？」

「──！」

　ハルドールが横目にシロを一瞥した時、すでに彼女の姿は細かな光の粒子と化していた。

「死ね！」

　ザブームが真っ向からマラギギを叩きつけてくる。クロはそれを見て、腹立たしげに吐き捨てた。

「……盾を構えな、小僧」
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　右に飛ぶか、左に避けるか──。

　ザブームの一撃をかわそうとしたハルドールを、クロの手が押しとどめた。

「盾を構えな」

「えっ？　盾？」

　咄とつ嗟さにハルドールはあたりを見回したが、手頃な盾など見当たらない。そもそも、ザブーム配下の兵士たちが使っているような盾では、あの巨大な斧の一撃を受けた瞬間、あっさりひしゃげてしまうのは目に見えていた。結局、ハルドールが自分自身の身体に勇者力をそそぎ込み、瞬間的な防御力を高めてしのぐしかない。

「いいから！　構えてみろって！」

　クロの手が無遠慮にハルドールの尻を叩く。

「……俺を謀ぼう殺さつする気じゃないだろうね？」

　ハルドールは盾を持っているつもりで左腕をかざし、そこに勇者力を集中させた。

「──!?」

　ザブームの斧が激突する寸前、ハルドールの左腕に光の粒子が集まり、輝くような白銀の盾を形成した。

「んぐ！」

　ずしん！　と来る重い衝撃とともに、ハルドールのブーツが一センチほど地面にめり込んだが、しかしそれだけだった。ザブームの巨体が繰り出すあの巨大な斧の真っ向からの一撃を受けて、ハルドールの身体はまっぷたつにもならなければ吹っ飛ばされもしなかったのである。

　斧をはじかれたザブームと、斧を防いだハルドールは、間に盾をはさんで数秒ほど驚きに固まっていた。

『大丈夫、ハルくん？』

「……ああ」

　ザブームより一瞬早く我に返ったハルドールは、大きく後ろへ跳びのき、自身の左手に現れた盾に見入った。

「そうか……ああ、なるほどね」

　それは、たった今磨き上げられたばかりのように曇くもりひとつない、銀の丸盾だった。円周の部分にはあざやかな青で精せい緻ちな紋もん様ようのようなものが刻み込まれており、うっかりすると、実用的な防具ではなく芸術品か何かではないかと思えてくる。

　しかし、ザブームのマラギギを弾き返したのはまぎれもなくこの盾であり、そしてこの盾は、ほかならぬシロが変じたものに違いなかった。

「これがきみの本当の姿なのか。じゃじゃさまがいっていた意味がようやく判ったよ」

『マシュローヌ・エスクード・アルジェンタルよ。……シロでいいけど』

「〝白銀の盾のマシュローヌ〟、ね。いい名前だ」

　盾に変じたシロの縁ふちをぴんと指ではじくと、ハルドールはクロを振り返った。

「ということは、察するにきみは──」

「……何だかんだでシロはいつもそうなんだよ。困るとすぐに人を頼るくせに、あれこれ勝手に話を進めてさ」

　ぶつくさと不満げにもらしていたクロは、大おお仰ぎような溜息とともに赤毛をかきむしると、右の拳をハルドールに差し向けた。

「──まあいいさ。あくまでダンナのためだよ」

「共生関係ね。それでいいんじゃないかな？」

　ナルグレイブをはめた右の拳をクロの拳と触れ合わせると、クロのグラマラスなボディがまたたく間に無数の蛍ほたるとなって飛び散り、すぐにハルドールの手の中に収束していった。

「それは……それは何だ!?　何をしている、貴公!?」

　ふたたびザブームがマラギギを振りかぶって突っ込んできた。

「さて……それは何だと聞かれてるよ、ミス・グローシェンカ？」

　振り返りざま、ハルドールが右手を一閃させる。

「ぬ……っ!?」

　大きくたたらを踏んでよろめいたザブームは、びりびりとしびれる自分の手と、そしてハルドールの右手とを交互に見やった。

『グローシェンカ・エスパーダ・ネグレド──この世界で一番強い剣だよ』

「だそうだよ、ザブーム氏。……自己紹介も終わったから、そろそろ退場してもらおうかな？」

〝黒の剣つるぎのグローシェンカ〟を握り締め、ハルドールは笑った。

「……そろそろ一○分すぎちゃうんで」

「笑止な……いかに斬れる剣だとて──」

「判ってないね、ザブーム氏。どうして俺がここまで素手で戦っていたと思う？」

　こうして彼女たちを手にした瞬間、ハルドールには〝武具〟としての彼女たちの特性が理解できた。

「じゃじゃさまは正しかった。彼女たちが本当の力を発揮するためには、それにふさわしい所有者が必要なんだよ。──たとえば俺のようなね」
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　ごとりとハルドールの足元にシロが落ちた。しかし、ハルドールの左手とシロとは、実体化した魔法の鎖でつながれている。左腕に意識を集中させ、ハルドールはその鎖を振り回した。

「なるほど──こう使うんだろ、ナルグレイブって！」

「ぐ！」

　ザブームの側頭部を狙って白銀の円盤が飛ぶ。ザブームは咄嗟にマラギギをかざしてシロをはじき返したが、その威力のほどは、巨人が思わずもらした呻き声を聞けばよく判る。

「ば、馬鹿な……！　マラギギの魔法減衰の効果は効いているはずだぞ!?」

「これは魔法の力じゃないからね」

　はじき飛ばされたシロを鎖を使って引き戻し、ハルドールはいった。

「俺がいつも素手で戦場に立つのは、俺の力に耐えられる武器がないからだよ。結局は戦場で敵から奪った武器を使い捨てていくことになるから、最初から手ぶらで行く。何だったら素手のままで戦ったっていいしね。──けど」

　ハルドールはふたたびシロを投じた。

「！」

　二度目はうまくかわしたザブームだったが、代わりに、勇者と巨人の対たい峙じを遠くから見守っていたザブーム軍の兵士たちが、美しい凶器に引っかけられていた。その破壊力は、ブルームレイクでハルドールがクロを振り回した時の比ではない。

「どうやら彼女たちは、俺がどんなに力を出しても壊れそうにない。俺の勇者力を敵に叩きつけるってことで考えると、確かにこんなに強力な〝武具〟はほかにないな」

　あるいはクロとシロを作ったご主人とやらも、ハルドールと同じような戦い方をする魔王だったのかもしれない。その上、じゃじゃさまが用意したナルグレイブが、ハルドールとクロたちをうまくつないでくれていた。

「ミス・グローシェンカ！　行ってくれるかな？」

『いちいち断らなくたっていいんだよ！　面倒だろ？』

「それじゃお言葉に甘えて……！」

　シロを引き戻すのと入れ違いに、ハルドールはクロを逆手に持って投げつけた。

「小賢しい……！」

　矢よりも速く飛んだクロの刃が、ザブームの顔をかすめていく。すかさずハルドールは鎖を引いてクロの軌道を変え、死角からザブームに攻撃を仕掛けた。

「しょせんは小手先の芸にすぎん！」

『あたっ？』

　マラギギでクロをはじいたザブームは、巨人の歩幅で大きく一歩踏み込み、ハルドールに斬りかかった。

「ミス・マシュローヌ！」

『任せて、ハルくん！』

　すでに手もとに戻っていたシロを構え、巨大な刃を受け止める。今度は後ろに数十センチほど後ずさっただけで、ハルドールはザブームの一撃をしのぎきっていた。

「な、に……？」

　かつてジャマリエールがいっていたように、ハルドールとザブームの体格差は、身長で三倍、体重では一○倍以上はあるだろう。いかにハルドールが腕力を強化し、シロの防御力を高めようと、ふつうなら今の衝撃に耐えられずに身体ごと吹き飛ばされているはずだった。

　だが、その物理法則すら捻ねじ曲まげるのが勇者力である。

「……終わらせるよ」

「む!?」

　ザブームが気づいた時には、その首にクロの鎖が絡みついていた。

「ぐお……っ！」

　ハルドールがクロとの間に張った鎖を一気に短くしていくのに合わせ、ザブームの身体が引きずられていく。超重量級のザブームのほうへハルドールが近づいていくのではなく、ハルドールのほうへとザブームが引っ張られていくのである。

「っせーの……っ！」

　ハルドールはそのまま背負い投げるようにしてザブームを反対側へと投げ落とした。

「んぐ、ふっ──」

　おそらくここまでの巨体を誇るザブームは、これまでの人生で一度として投げ飛ばされたことなどないだろう。ほとんど受け身も取れずに後頭部から地面に激突し、くぐもった呻き声をもらしたのは、それがこのジャイアントにとって初体験の衝撃だったからにほかなるまい。

「ミス・グローシェンカ！」

「判ってるよ！　みなまでいうなって！」

　ハルドールが鎖を消し去ったことでその意図を悟ったのか、クロは剣の姿から美女の姿に戻ると、無様に倒れているザブームの身体を蹴って高くジャンプした。

『何だかんだで息が合ってるじゃないの、クロちゃんとハルくん』

「ミス・マシュローヌ、それは本当に、今度こそ絶対に彼女にはいわないでくれよ？　それを聞いたら彼女が本気で機嫌をそこねかねないから」

　小さな声でシロにささやき、ハルドールもまた高く跳躍する。

「きみの本当の強さが見てみたいな、ミス・グローシェンカ」

『……焼け死んでも知らないよ？』

　ふたたび剣の姿に変わったクロを摑み、ハルドールは眼下にザブームを捉とらえた。

「死ぬのは彼ひとりで充分だよ」

　ハルドールが右手に勇者力を集中させると、それに呼応して、クロの刃が一気に熱を帯びていった。黒く艶つや光る刃に炎を思わせる真しん紅くの紋様が浮かび上がり、さらにそこから本物の炎が噴き上がる。

「く……！」

　ようやく立ち上がったザブームは、自分の真上から降ってくるハルドールに気づき、マラギギを振り上げようとした。いや、振り上げようとしたのだろう。だが、その動きは今のハルドールにはあまりに遅く見えた。

「……思いっ切り武器を振り回すのって気持ちがいいものなんだね、思っていたより」

　マラギギを持つザブームの腕が肩より上に上がる前に、ハルドールは落下のスピードを乗せた斬撃をザブームの肩口にめり込ませ、そのまま着地していた。

「ぅ、ぷ」

　ザブームの口からもれた赤い血の泡が、貴族っぽいヒゲを濡ぬらしていた。左肩から右の脇腹にかけて、クロの刃によって大きく斬り裂かれているにもかかわらず、意外なほどに出血が少ないのは、その傷口が灼熱の炎によって焼かれているからだろう。

「──一○分だ！」

　抜き身のクロを地面に突き立て、ハルドールは叫んだ。それは、遠くにいるじゃじゃさまに聞かせるものであると同時に、この戦場にいるザブーム軍の兵士たちすべてに対するものでもあった。

「ジャマリエール・グリエバルトが命じた通り、一○分で片をつけた！　ザブーム……えー、あー……」

『ハルくん、もしかして名前が出てこないの？　確かラドロウ・ドゥクス・ザブームじゃなかった？』

「ああ、そうそう、ありがとう、ミス・マシュローヌ。──とにかく！　ラドロウ・ドゥクス・ザブームはここに倒れた！　きみたちは負けたんだよ！」

　ハルドールの宣言を肯定するかのように、ザブームの巨体が仰向けに倒れる。土つち埃ぼこりと血煙を巻き上げたきり動かなくなった頭領を見て、ザブーム軍の兵士たちの間に激しい動揺が走った。

「やっ、やべえ……！　お頭が負けた！」

「魔王のほかにあんなのがいるんじゃもう勝ち目ねえじゃん！」

「ふっ、ふざけんなよ、おい！」

　口々にわめきながら、ハルドールの近くにいた兵士たちが一目散に逃げ出した。直接ザブームの死を見ていなかったはずの兵士たちも、仲間が絶望の声をあげて逃げ出すのを目の当たりにしてそれを知り、すぐにあとを追い始める。そしてものの一分もしない間に、動揺を超える恐きよう慌こうが、ザブーム軍全体を激しい波となって押し包んだ。

「あー……これはもうダメ押しは必要ないかな？」

　鎖でつないだシロを頭上でぶるんぶるん回していたハルドールは、勝手に瓦が解かいして潰かい走そうしていく敵軍を前に、両手を下ろしてほっとひと息ついた。

「ていうかあんた！」

「うぐっ？」

　いつの間にかハルドールの背後に立っていたクロが、その脳天を思い切り殴りつけた。

「──人の身体を乱暴に突き立てるんじゃないよ！」

「うぐぐ……ひ、ひどいな、ミス・グローシェンカ……俺が勇者でなかったら、今の不意討ちで頭蓋骨陥没骨折、即死してるところだよ？」

「やかましいんだよ。……まがりなりにもわたしは剣なんだから、ものを斬るのはいいさ！　けどね、地面に突き刺すのだけは許さないよ」

「……巨人を刺すのはよくて地面を刺すのは駄目なのかい？　よく判らないな」

「汚れるからに決まってるだろ！　ここはまだ地面が乾いてるからいいけど、この前みたいにぬかるんでるところでわたしを地面に刺したら、その時はあんたが穴だらけになるからね。覚悟しておきな！」

「それはつまり、今後も協力してくれるってことでいいのかな？」

「────」

　ハルドールがにやっと笑うと、クロは眉間のしわを深くし、いきなりハルドールの首を抱き寄せたかと思うと、そのみぞおちに容赦のない膝ひざ蹴げりをめり込ませた。

「じょっ、情熱的な抱ほう擁ようだね……」

「次はみぞおちじゃなく股間を狙ってやるよ」

「クロちゃんたら……股間だなんてはしたないわ」

「おぬしら……いくら勝ち戦だとはいえ、じゃれるには早すぎるぞ？」

　門のほうからふわふわと飛んできたじゃじゃさまが、ザブームの遺体のそばで騒いでいるハルドールたちを見下ろし、うんざりしたようにかぶりを振った。

「……我が勇者よ、浮かれる前にザブームの身体を調べるのじゃ」

「え？　どうして？」

「ザブームは完全に死んでおるようじゃが、ま、一応な」

「ああ、そうだっけ」

　ハルドールはザブームの巨体から熱で変形しかかった鎧を引ひき剝はがした。

「──ああ、これだよね、じゃじゃさまご所望の」

「うむ」

　鎧の内側に隠されていた〝女神の宝珠〟をじゃじゃさまに投げ渡す。

「あのパンダの宝珠から得た魔王力は先ほどの派手な大魔法でほとんど使いきってしもうたが……ザブームならばかなりの魔王力を溜め込んでおるに違いない」

　満足そうにうなずいたじゃじゃさまがザブームの宝珠を割ると、そこからあふれ出た虹色の輝きが少女の身体を押し包み、やがてその体内に吸い込まれていった。

「……こんなゴツいジャイアントでも、魔王力とかいうのは綺き麗れいな色をしてるのねぇ」

　感心したように呟いたシロは、はっと気づいたようにじゃじゃさまに駆け寄った。

「そうそう！　ねえ、じゃじゃさま！　今回の手柄は、三分の一がハルくんで、残りの三分の二はわたしたちってことでいいわよね？　そういうふうに、あちこちに宣伝してくれるわよね？　ついでにお小遣いもちょうだい！」

「ま、よかろう。華々しい勝ち戦じゃからな。民衆の士気を高揚させ、他国を牽けん制せいするためにも、我が軍の勝利は積極的に広めていかねばなるまい」

「ちょ、ちょっと待ってよ！　手柄は山分けのはずじゃ──」

「あら、わたしそんなこといった覚えないわよ、ハルくん。わたしは均等割りにしようっていったの。ね、クロちゃん？」

「ああ、確かにそうだったね。わたしとシロとあんた、三人で割ってるんだから何も文句はないだろ、勇者どの？」

「あ……何だよ、そういうこと？　やっぱりズル賢いな、きみは」

「シロはわたしと違って狡こう猾かつだからね」

「ちょっとクロちゃん！」

「まあいいさ。別に俺は、手柄を立てるごとに特別なボーナスが欲しいわけじゃないし」

　無遠慮にザブームの腹に腰を下ろし、ハルドールはかぶりを振った。

　完全に戦意を失ったザブーム軍は、総督率いる騎馬隊によって一方的に追い散らされていた。戦争に勝つためにもっとも大切なことは敵より多い兵力を揃えることだが、その兵力も有能な指揮官がいなければ力を発揮できないし、もし指揮官がいなくなってしまえば、ろくに戦うこともできなくなる。ああして森の奥へと追い返されたザブーム軍の残党が、ほかの誰かをトップに据えて再起を果たすことはおそらく無理だろう。もともと盗賊だった連中をまとめて軍に仕立てたのがザブームなのだから、ザブームが死ねば、彼らの大半は小さなグループに分裂し、もとの賊に戻るしかない。

「何をにやついておるのじゃ」

　総督たちの戦後処理をぼんやりと眺めているハルドールのもとへ、じゃじゃさまが不機嫌な顔で歩み寄った。

「おや、じゃじゃさまは何が不満なのかな？　ザブームを倒して見事に国土を守ったっていうのに」

「おぬし……あの女どもにおかしな約束をしたじゃろう？」

「……はい？」

「とぼけても無駄じゃ。戦の前におぬしがあの女どもと話しておるのを、わらわははっきりと聞いたのじゃぞ？」

　肩越しにクロたちを一瞥し、じゃじゃさまはハルドールの頰をぎゅっと引っ張った。

「もしあやつらの正当な所有者が見つかったら、その時点であやつらを解放するなどと──おぬしは馬鹿か、阿あ呆ほうか、うつけか!?」

「いひひ、い、ど、よ、よしてよ、そんな……」

「おぬしにも判ったはずじゃ！　あやつらがおぬしにとってどれほど強力な武器となるか……それをみすみす手放すなど、正気の沙さ汰たではないぞ！」

「ま、まあまあ……そこはまあ、彼女たちを御すためというか──」

「では何か？　もしくだんのご主人とやらが見つかっても、あやつらを解放する気はないわけか？」

「いや、そこは約束だからね。おれは女性との約束は絶対に破らない」

「この馬鹿者が！」

「大丈夫だよ、じゃじゃさま」
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　ぼすぼすとみぞおちに的確なボディアッパーを叩き込んでくる少女をどうにか抱き上げ、ハルドールは深呼吸した。

「そこはまあ……俺の男としての魅み力りよく？　を使って、彼女たちを俺の虜とりこにすればいいわけだから。ご主人とやらがどれだけいい男か知らないけど、俺は女性に惚ほれられることに関してはそこそこ自信があるからね」

「……信用ならんな」

「いやいや、かくいうじゃじゃさまだって、実はもう俺にメロメロ──」

「じゃからそのちんちくりんななりでゆっても痛々しいだけじゃ、うつけが」

「ぐふ」

　目の高さに抱き上げたじゃじゃさまから顔面にストレートを食らい、ハルドールは顔をおおってうずくまった。

「……あんた、何してるんだい？」

「まさかハルくん、じゃじゃさまに手を出そうとして返り討ちにされたんじゃ……？」

「……いや、何でもない……本当に何でもないから」

　鼻の頭を両手で押さえ、涙目になりながら、ハルドールは町に向かって歩き出した。
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　半月ぶりに訪れた〈絞こう首しゆ刑けい〉のＶＩＰルームで、クロたちはひたすらに食事を口に運んでいた。

「……要するに、わたしたちはエネルギーの塊かたまりみたいなものなのよ」

　もぐもぐ口を動かしながら、シロがハルドールに説明する。

　ふつうの生物と違って、美女と剣、あるいは美女と盾のふたつの姿に自在に変へん貌ぼうできるクロたちは、外からの衝撃で怪け我がを負うことはない。ただ、あたえられたダメージに応じて、クロたちを形成するエネルギーの総量が減っていく。そのエネルギーが完全にゼロになった時が、いわば彼女たちにとっての死なのである。

「外見的には怪我をしてなくても、戦いのあとは何かしらのダメージを負ってることもあるし、何より戦いってのはとにかくエネルギーを消しよう耗もうするからさ。こうしてそれを補給しなきゃならないんだよ」

「それは……便利、なのかな？」

「ニンゲンよりは便利なんじゃない？　エネルギーを外から補給し続けるかぎり、わたしたちは生きていけるんだから」

「あら？　じゃ、クロさまもシロさまも、永遠にそのままなんですの？　それはうらやましゅうございますわね」

　クロたちの話を聞きつけたドミナが、目を丸くして驚きの声をあげる。でも、たぶんこの女にとっては、永遠に生き続けるということより、永遠にこの容姿をたもっていられるということのほうにこそ、意義を見出しているに違いない。

「ズルいな、くろボン！　しなねえのか」

　クロの隣でステーキをがっついていたケチャが、口の周りを肉汁だらけにしたまま、いつものようにクロのおっぱいをぼすっとはたいた。

「永遠に生きていけるといったって、そのためにはこうして食べ続けなきゃならないわけだし、そのぶん稼かせがなきゃならないんだよ」

「ほら、ここでも利害が一致してる。……よかったね、じゃじゃさまをパトロンにできて？」

「…………」

　クロはステーキを口に運ぶ手を止め、じろりとハルドールを睨にらんだ。しかし、結局は何もいわず、ただ小さく噴き出しただけだった。

「……はい？　何かおかしいこといったかな、俺？」

「そうじゃない。……あんたのその顔だよ」

「この美少年顔がどうかした？」

「じゃなくてさ」

「男冥みよう利りに尽きるっていうの、これも？」

「ああ……まあね」

　一番奥の席に座ったハルドールは、服はよれよれ髪はぼさぼさ、その代わりに顔中いたるところにあざやかなキスマークを何十個となくくっつけている。この店にやってきてＶＩＰルームに通されるまでのわずかな間に、ここではたらく女たち全員から、熱烈なキスをもらったのである。

　上等なワインをあおり、ハルドールは頰ほお杖づえをついた。

「──ザブームから国土を守った英雄は俺たち三人、手柄は均等に三分の一ずつのはずなのに、悪いね、俺だけ感謝のキスをいただいちゃってさ」

「そんなものもらったって腹はふくれないからね」

「クロちゃんのいい方だと身みも蓋ふたもないけど、まあ、わたしもご主人以外の人からキスされたって嬉うれしくもなんともないし」

「やれやれ……今からこんな調子だと、じきに俺は素顔で町を歩けなくなるね。一歩歩くごとに綺き麗れいなお嬢じようさんたちが俺に群がってきてさ。町中パニックだ」

「何だい、あんた？　何だか不満そうだけど？」

「いや……結局、俺はどこの世界に行ってもよそ者だからね」

　フォークに突き刺したワイルドベリーのチョコがけを口に放り込み、ハルドールは肩をすくめた。

「──特にこの世界の場合、乱世が終わる一年後には俺の契約も終わるんだ。そうなれば当然、この世界から出ていくことになる。今からみんなとの別れがつらくてつらくて……食事ものどを通らないよ」

「そのわりにはけっこうくってるぞ、ゆうしゃ」

「これは食事じゃなくてデザートだよ。女の子には必須の別腹って言葉、ケチャも覚えておくといい」

「べつばらか！　なんだかいいことばだな！　よくわかんねえけど！」

「可愛かわいいなあ、ケチャは」

　ケチャの髪を撫なで、ハルドールはワインをすすった。

「あんた……これまでもずっとそうしてきたのか？」

「ん？　ああ……ま、だいたいはね。昔のことはあまり思い出したくもないけど、裏を返せば、思い出したくなるほどの思い出なんて特にないんだよ」

「ハルくん……どうしてあなた、そんなふうに思ってるのに、流しの勇者なんかやってるわけ？」

「どうしてかな？　……もう自分でもよく覚えてないよ。でも、たぶん俺は、最初に生まれ育った世界では生きづらくて、それでこんな稼業につくはめになったんじゃないかな？　うん、何だかそんな気がしてきたよ」

「自分のことなのに何いってるんだい、あんた？　わたしたちみたいな記憶喪失ならともかくさ」

　ドミナから大きなジョッキになみなみとエールをついでもらい、クロはいった。

「──おっ、お食事のところを申し訳ありません！」

　がしゃがしゃとやかましい金属音を引き連れて、唐突にガラバーニュ卿きようがＶＩＰルームに駆け込んできた。

「こっ、こちらに勇者どのがおいでだと──」

「ああ、団長さんもどう？　祝勝会で一杯やってたところなんだけど」

「そっ、それどころではございませぬ！」

　テーブルのところまでやってきたガラバーニュ卿は、ケチャの飲みかけのミルクをぐいっとあおってひと息つくと、あらためて早口でしゃべり出した。

「じ、実はつい先ほど城に急使がまいりまして、西の国境近くに謎なぞの軍勢が現れ、我が国に侵攻する気配を見せているとのこと！　つきましては勇者どのには今すぐお戻りいただきたいのです！　陛下が今後の策を練りたいとおっしゃられて……」

「……じゃじゃさまって、俺はいくらはたらかせてもいいと思ってるよね、完全に」

　ハルドールが膝ひざに手を当てて立ち上がると、クロもステーキの残りをエールといっしょに一気にたいらげた。ちまちまとチーズをかじっていたシロも、口もとをぬぐって立ち上がる。

「ん？　きみたちも来るの？」

「だからしらじらしいんだよ、あんたは」

　ピアスが輝く少年の耳を引っ張り、クロは舌打ちした。

　まだ少しムカつく気持ちは残っているが、当面、この少年といっしょに戦っていくしかない──クロはそう腹を決めている。それが自分の主人に再会するための最短距離だということは理解していたし、何よりクロは、戦うことが嫌いじゃない。

　ハルドールといっしょに一階に下りながら、シロは、

「あ、でもね、ハルくんがナルグレイブの鎖の長さを一○○万キロくらいに設定してくれたら──」

「無理」

「じゃ一○万キロ──」
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「それも無理」

「じゃ一万キロ」

「刻きざむのやめてもらえる？　早く戻らないと団長さんの胃に穴が開きそうだから」

「そ、それがしを気き遣づかっていただけるのであれば、みなさま、もう少し早く行動していただけないかと──」

「わかった！　ケチャにまかせろ！」

「きみには何もできないだろ？　まったく……」

　ついさっき少年の横顔に張りついていた暗い影は今はもうない。ケチャを小脇にかかえ、美しく着飾った女たちに見送られて店を出たハルドールは、ふとクロを振り返って首を傾かしげた。

「──やっぱり俺の顔に何かついてる？」

「口紅はぬぐっときなよ。じゃじゃさまにまた小言をいわれるから」

「ああっ!?　そ、それはそれがしのマントですぞ、クロどの!?」

　ガラバーニュ卿のマントの端はしで乱暴に少年の顔をぬぐい、クロは歩き出した。
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あとがき






　ファミ通文庫ではお久しぶりでございます、嬉うれし野の秋あき彦ひこです。

　最近は某ゲームの仕事にずっとかかりきりなので、こうして本を出すこと自体も久しぶりだったのですが、いかがだったでしょうか？

　今回は春頃に「カクヨム」でたらたら連載していた作品（原題『偽にせエルフ黒白二色盛りうんぬん』）に加筆修正して一冊にまとめたものです。なので、もしかしたらそちらのほうで目にしてくれたかたもいるかもしれませんね。

　もともとこの作品──というかこの企画は、アクションゲームのネタとして考えていたものでした。鎖でつながれたエルフちゃん（もちろん奴隷）を引き連れた勇者が、エルフちゃんをブン回して敵にぶつけて攻撃するという、絵面を想像するだけで微笑ほほえましくなってくるシロモノです。時には操作キャラを勇者からエルフちゃんにスイッチし、エルフちゃんにブン投げてもらって高い場所に移動したり谷を渡ったり……みたいなものを想定していました。

　まあ、想定していただけで、そこから一歩も前に進まなかったんですけどね。確かにぼくはゲームのシナリオとかの仕事はしてますけど、あくまで作家であってゲーム屋さんじゃないので。

　そんなこんなで宙ぶらりんになっていた企画を、「このままじゃもったいないなあ」ということで、あれこれいじってファンタジー小説にし、投稿してみました。要するにこの作品は、「主人公が鎖でつながれたヒロインをブン回す」というネタから誕生したものなのです。魔法の鎖がクロとシロの首につながっているというのは、その時の設定の名残ですね。

　でも、今ではゲームじゃなく小説にしてよかったと思っています。だって、ゲームだったら絶対にケチャとか存在しなかったじゃないですか。

　今回の主人公のハルくんは、見た目はともかく性格的にはやたらキザで、そのまま読者さんの前に出してしまうと、ヘンな意味で味が濃くて嫌がられかねないという懸念があったのですが、そこにちょいとケチャを添えると、いい感じに毒気を抜いてくれるので重宝しています。

　それに、基本的にハルくんとクロちゃんが仲が悪い、というか、クロちゃんが一方的に敵視しているので、そこにクッション役のケチャとシロがいると、殺伐になりすぎなくていいのです。ケチャはじゃじゃさまのところのメイドたちの中でもちょっと特別な存在みたいですけど、もし機会があれば、彼女の同僚のジョルジーナとかにも、もう少し出番をあげたいところです。ケチャはイヌ系だけど、ジョルジーナはネコ系のケモ耳なので！




　さてさて、ネタバレ回避のための内容にまったく触れずにぐだぐだ書き連ねているうちに、そろそろあとがきページも紙幅が尽きそうなので、このへんで関係者のみなさまへのごあいさつをば。イラスト担当のてつぶた先生、並びにファミ通文庫の担当編集ミスＧ、そしてもちろん読者のみなさまがた、ありがとうございました。今後ともよろしくお願いいたします。

　いろいろと見通しのつかない激動の二○二○年、これからどうなるのかぼくにもよく判らないのですが、みなさまくれぐれも、本当にくれぐれも健康にだけは留意しておすごしください。

　それじゃまた！





嬉野秋彦
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